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工　種
記　号

図 面 No. ページ
参考

製品設計便覧
図番号ページ

備　考
工　種
記　号

図 面 No. ページ
参考

製品設計便覧
図番号ページ

備　考

小　構　造　物　関　係 Ⅰ 標　識　関　係 Ⅳ

橋　梁　関　係 Ⅴ

防　護　柵　関　係 Ⅱ

舗　装　関　係 Ⅲ

防　雪　関　係 Ⅵ
2 P121

Ｐ Ｃ 雪 崩 予 防 柵
（ そ の 1, 2, 3, 4, 5, 6 ）

SB-P 9～14 P158～163
道－９
P71

鋼 製 雪 崩 予 防 柵
(30°,35°,40°,45°)各(その1)(その2)

SB-S 1～8 P150～157

橋 梁 上 部 工 検 査 路 BSPC

4 P123

落 下 物 防 止 網 FG 15 P147

鋼 製 雪 崩 防 護 柵 DS-S

飛 雪 等 防 止 柵 SN

15 P164

車 道 用 高 欄
（ コ ン ク リ ー ト 製 ）

BGW 13 P145

橋 梁 下 部 工 検 査 路 BSBC

コ ン ク リ ー ト 舗 装 版
（ Ｒ Ｃ 版 ）

PRC

17 P149

16 P148

14 P146

道－８
P70

伸 縮 継 手
（ Ⅴ 型 ）

EJ-Ⅴ

橋 梁 用 排 水 装 置
（ そ の 1 ）

BD 9 P141

8 P140

橋 梁 用 排 水 装 置
（ そ の 2 ）

DM 10 P142

車 道 用 高 欄
（プレキャスト製）（その1）（その2）

BPGW 11～12 P143～144

伸 縮 継 手
（ Ⅱ 型 ）

EJ-Ⅱ 6 P138

伸 縮 継 手
（ Ⅳ 型 ）

EJ-Ⅳ 7 P139

P126～134

プレストレストコンクリートπスラブ橋
（ そ の 1 ） （ そ の 2 ）

Bpπ

伸 縮 継 手
（ Ⅰ 型 ）

EJ-Ⅰ 5 P137

1～2 P135～136

1 P124

歩道用ガードパイプ（転落防止柵） P3～P5-1.1 11 P116

ニ 柱 型 標 識 SP-W 2 P125

道－３
P65

単 柱 型 標 識 SP-S

片 持 型 標 識
Ｆ １ ( そ の 1,2,3) ・ Ｆ ２ ( そ の

1,2,3,4,5,6)

SP-F1
SP-F2

3～11

9

道－４
P66

道－４
P66

歩道用ガードパイプ（横断防止柵） P3～P5-0.8

P114

6～8 P111～113

P115

路 側 用 ガ ー ド ケ ー ブ ル
（ Ａ 種 ・ Ｂ 種 ・ Ｃ 種 ）

Gc-(A～C)

歩 道 用 ガ ー ド パ イ プ P1

4

路 側 用 ガ ー ド レ ー ル
(Ａ種・Ｂ種・Ｃ種・ＳＢ種・ＳＣ種）

Gr-
(A,B,C,SB,SC) 1～5 P106～110

ロ ー ル ド ガ ッ タ ー RG 6 P105

P103

DLA～DLB
DLSA～DLSC

5

地 下 排 水 UDA～UDB

デ リ ネ ー タ ー ・
ス ノ ー ポ ー ル

道－４
P66

名　　　称

La～Ld

Fa～Fc 2 P101

1 P100
道－１
P63

道－２
P64

名　　　称

3

縁 石

Ｌ 型 側 溝

P104

P102
ア ス フ ァ ル ト カ ー ブ
及 び 集 ・ 排 水

Asｶｰﾌﾞ
BF300

10

道－４
P66

道－６
P68

イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ
ブ ロ ッ ク 舗 装

耐 雪 型 防 護 柵 事 務 所 別 ・
路 線 別 積 雪 ラ ン ク 表

コ ン ク リ ー ト 壁 型 防 護 柵

落 石 防 止 柵

コ ン ク リ ー ト 舗 装

目 地 板

CGW

PR

－

CMS

JL

IB

1

3

14

13

12

P129

P118

P117

P120

P122
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工　種
記　号

図 面 No. ページ
参考

製品設計便覧
図番号ページ

備　考

消　・　融　雪　等　関　係 Ⅶ

通　信　管　路　関　係 Ⅷ

そ　の　他 Ⅸ

鋼 製 せ り 出 し 防 止 柵 PS-S

 

5 P179

地 吹 雪 防 止 柵 Pb 25 P174

消 雪 用 ポ ン プ 室
（ プ レ キ ャ ス ト ）

SMF-
P1,P2,PF,P3

消 雪 用 ポ ン プ 室 （ 現 場 打 ち ）
（ 1 ） （ 2 ）

 

RSD

道－15
P77

消 雪 パ イ プ
（ プ レ キ ャ ス ト ）

SMF-S
SMF-W

消 雪 パ イ プ （ 現 場 打 ち ） 歩 道 部 SMF-H 3 P177

2 P176

道－11
P73

道－12
P74

名　　　称

Ｐ Ｃ 雪 崩 防 護 柵 DS-P

路 側 流 雪 溝 1 P175

Ｐ Ｃ ス ノ ー シ ェ ッ ド
（ そ の 1 ） （ そ の 2 ）

SS

Ｐ Ｃ ス ノ ー シ ェ ル タ ー
（ そ の 1, 2, 3, 4 ）

SR 19～22 P168～171

23 P172

P180

消 雪 パ イ プ （ 現 場 打 ち ） 車 道 部 SMF 4 P178

17～18 P166～167

16 P165

Ｐ Ｃ せ り 出 し 防 止 柵 PS-P 24 P173

消雪パイプ（プレキャスト）継手部 SMF-T

道－24
P87

情 報 ボ ッ ク ス
（ ハ ン ド ホ ー ル ）

HCM 1 P184

融 雪 舗 装 版 URC 9 P183
道－17
P79

道－15
P77

道－16
P78

SMF-1～2 7～8 P181～182

6

光 ケ ー ブ ル 用 埋 設 鋲 HCS

中 央 帯 工 CSA～CSD 1 P186

2 P185

－ ９９ －



a 種　 （単位：mm）

　
〔適用条件〕

1． 主として歩車道境界、又は中央分離帯、路肩等に設置する。

2． a種・c種(現場打ち)、b種・d種(プレキャスト)の選定は省力化、工期、片側供用などを勘案し決定する。

3． 縁高Ｈは、原則として20cm （中央分離帯は25cm） とする。

4． 水抜きが必要な場合は、水抜き孔を設けることとする。

b 種　
〔仕　　様〕

1． 構造規格は、JIS A 5371、5372及び｢土木用コンクリ－ト製品設計便覧(道－１ )｣による。

2． a種・c種のブロック、ｂ種・d種の製品長は、2.0ｍを標準とする。

3． 現場打ちコンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

c 種　 ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

4． 基礎材は再生砕石 （RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

5． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

6． ブロック・Ｌ型の継目はモルタル接合（5～10mm）または同等以上の止水性材料による接合とする。

7． 場所打ち部については約10m間隔に目地を設け、厚さ10mm程度の瀝青繊維質目地板を使用する。

8． 歩道部に防草効果を求める際にはブロックに切込みを設けることができる。

〔設計表示方法〕

d 種　
Ｌ ( ) － ( ) － ℓ ( ) Ｌ＝ ( ) ｍ

　縁高 　製品長 設計延長

　a,b,c,d種別

表示例

Ｌｃ－ － ℓ Ｌ＝ ｍ

寸法 (mm)

呼び名

Lb-15

H a b

Lc-25 250

180 230

700

185 685

a b1 b2 b3

180 705

150

Lb-25 250

Lc-15 150

235 735240

190

180

呼び名
寸　 法  (mm)

H

200Lc-20 225 725

Ld-25 250 742

Ld-20 200 732

Ld-15 150

705La-25 250 180 210 205

H b

165La-15

Lb-20 200 180

205

寸　法 (mm)

150 150 665

呼び名
寸　 法  (mm)

H a b1 b2 b3

150 150

La-20 200 180

170

18

セメントの種類水セメント比

高炉セメント
(B種)

25mm又は40mm

粗骨材の最大寸法

道－Ⅰ－1

24

8cm又は12cm 60%以下

150 2000

スランプ呼び強度

－ １００ －

722

呼び名

Ｌａ～ＬｄＬ 形 側 溝
名
称

工種
記号

200 700

665

改19



a種　縁　石
（単位：mm）

Ⅰ型 Ⅱ型

　
〔適用条件〕

1． a種は、歩道等の歩車道境界に設置する。

2． ｂ種は、歩道等の歩車道境界又は中央分離帯等に設置する。

3． ｃ種は、歩道等の横断歩道部及び乗入れ部に設置する。

4． 歩道等の一般部の縁高Hは、20cmを標準とする。また、横断歩道部は2cm、乗入れ部は

  5cmを標準とする。

5． 水抜きが必要な場合は、水抜き孔を設けることとする。

〔仕　　様〕

b種　縁　石 1． 構造規格は、JIS A 5371及び｢土木用コンクリ－ト製品設計便覧(道－２ )｣による。

2． 歩車道境界ブロックの製品長は、a種、ｂ種で2.0ｍ、ｃ種で1.0ｍを標準とする。

3． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

4． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

5． ブロックの継目はモルタル接合（5～10mm）または同等以上の止水性材料による接合とする。

6． 歩道部に防草効果を求める際にはブロックに切込みを設けることができる。

〔留意事項〕

c種　縁　石

1． ｢歩道等｣とは、歩道及び自転車歩行車道、自転車道を総称する呼び名である。

横断歩道部(H=20) 乗入れ部(H=50)

2． 歩道等は、セミフラットを標準とする。また、トンネル部はマウンドアップを標準とする。

3． 歩道等の縁石は、横断歩道部及び乗入れ部等を含めて連続させることとする。

〔設計表示方法〕

Ｆ ( ) － ( ) － ℓ ( ) Ｌ＝ ( ) ｍ

　縁高 　製品長 設計延長

　a,b,c種別

（注）　a種のみⅠ型・Ⅱ型

表示例

Ｆ a ・Ⅰ型 － － ℓ Ｌ＝ ｍ

摘　　要

JIS A 5371

JIS A 5371

180

寸　法　(mm)

H a h

道－Ⅰ－2

24

名
称

工種
記号 Fa～Fc縁　　石

摘　　要

JIS A 5371

180250

250 180 350

350

呼び名

Fa－25

呼び名

150 180 250

200 180 300

寸　法　(mm)

H a h

Fa－15

Fa－20

寸　法　(mm)

H

200 200 350

a h
摘　　要

H a h

寸　法　(mm)

200 300

210

摘　　要 呼び名

Fc－5

Fc－2

呼び名

Fb－20

Fb－25

20

Fa-20(Ⅱ)

－ １０１ －

150

250 2000

50 210

100

a

h

H
1
0
0

基礎材

車道側

基礎材

車道側

水抜き孔

a

h

H
1
00

水抜き孔

a

h

H
1
5
0

車道側

基礎材

改19



（単位：mm）

　
〔適用条件〕

1． アスファルトカーブは、路面排水量、盛土高、盛土材料等を勘案し、必要に応じて計上する。

〔仕　　様〕

1． アスファルトカーブの断面は、当図を標準とし、舗装面との付着を確保する為、施工面に

 乳剤（ＰＫ－４）等を塗布する。

Ａｓ合材は細粒度アスコン（5Ｆ）等、水密性のある（設計密度は 20.6kN/m
3 
程度）ものとする。

2． 排水溝呑口の取付位置は集水溝の低い箇所にする。

3． 集水溝の両端部に厚さ 10cm 程度の小口止めを設ける。

4． 集水溝の変化点は、場所打ちコンクリートで接続する。

5． 排水溝の流末部は必要に応じて側溝蓋（1m程度）を設置する。

〔設計表示方法〕

アスファルトカーブの場合

Ａｓカーブ Ｌ＝ ( ) ｍ

設計延長

集排水溝の場合

ℓ ( ) Ｌ＝ ( ) ｍ

製品長 設計延長

注）　Ｌとは路肩部分及び法面部分に設置する全延長を示す。

表示例

Ｌ＝ ｍ

ℓ Ｌ＝ ｍ

道－Ⅰ－3

Ａｓカーブ
ＢＦ300

－ １０２ －

名
称

工種
記号アスファルトカーブ及び集・排水溝

ＢＦ300 －

100.0

10.0ＢＦ300 －

Ａｓカーブ

2000

改19

路肩の幅員に応じて適宜決定する。

BF300 L=（ ）m

BF300

注) アスカーブの位置は、路肩及び保護

1
:
N

側溝蓋

(ソケット付)

保護路肩路肩又は歩道

n %
a部

アスファルトカーブ

1
0
0
0
～
20
0
0

10
0

1
0
0

小口止め

集水溝

(ソケット付)

排水溝

1
0
00

路

水

排

アスファルトカーブ

100

12
0車

側
道

230

集・排水溝



　
〔適用条件〕

1． 路盤、路床等に地下水が浸透し、道路に悪影響を及ぼすおそれのある場合に設置する。

設置位置の検討は「道路土工要綱((社)日本道路協会)」による。

2． 構造は下記による。

Ａ 　 ａ）・・・ 排水溝の下に設ける場合

ｂ）・・・ Ｌ型側溝又は路盤の下に設ける場合

Ｂ ・・・・・・・・ 路床入換の下部に設ける場合

〔仕　　様〕

1． 集水管は、有孔ヒューム管（1種Ｂ形管、φ200）、透水管（φ200）、樹脂製品（φ200）から適宜

 選定する。

2． フィルター材は透水性が大きく、かつ粒度配合の良い材料を用いて、締固めを行う。

3． 流末処理は地下排水の機能低下にならないよう十分配慮する。

4． 地下水等の状況、設置位置等を勘案し、当図を適用しない場合は「道路土工要綱((社)日本道路協会)」

 により別途図示する。

〔設計表示方法〕

埋設深さ、管種に応じ下記の呼び名を用いて表示する。

( ) － ( ) Ｌ＝ ( ) ｍ

 管種 設計延長

  A,Bの別

表示例

Ａ－① Ｌ＝ ｍ50.0

埋設深さ

ＵＤ

ＵＤ

－ １０３ －

道－Ⅰ－4

管　　　　　種

名
称

工種
記号 UDA～UDB地　下　排　水

Ａ＝1.0m

Ｂ＝0.5m

　①有孔ヒューム管（1種Ｂ形管）
　②透水管
　③樹脂管

（単位：m）

（単位：mm）

改19



〔適用条件〕

1． 設置場所、種別及び型式の選定は「視線誘導標設置基準・同解説(（社）日本道路協会）」

　による。

〔仕　　様〕

1． デリネーター（ＤＬＳＡ：プラスチックパイプ）は、再生品を標準とする。

2． デリネーター及びスノーポールの設置間隔は設置箇所の状況を勘案し表４を標準とする。

　ただし、最大設置間隔は40ｍとする。

3． デリネーターの反射体の色は、左側路側は白色、右側路側及び中央分離帯は橙色とする。

4． スノーポールの形式及び長さは、設置箇所の状況を勘案し、表５より選定する。

5． スノーポールは、白地に赤色のポリエチレンシート等を２箇所以上つける。

6． 基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

7． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

8． 基礎材の厚さは 10cm 程度とし、施工幅は施工に必要な余裕(5～10cm)をもたせる。

9． 埋戻しは十分締固めを行う。

〔設計表示方法〕

デリネーター ＤＬ ( ) Ｎ＝ ( ) 本

型式（Ａ・Ｂの別） 本数

スノーポール ＤＬＳ ( ) － ( ) Ｎ＝ ( ) 本

記号 本数

型式（Ａ・Ｂ・Ｃの別）

表示例

デリネーター ＤＬＢ Ｎ＝５０ 本

スノーポール ＤＬＳＢ －２ Ｎ＝５０ 本

－ １０４ －

水セメント比 セメントの種類

18 8cm又は12cm 25mm又は40mm 60％以下
高炉セメント

(B種)

名
称

呼び強度 スランプ 粗骨材の最大寸法

道－Ⅰ－5

工種
記号

DLA～DLB
DLSA～DLSCデリネーター・スノーポール

改03

6
00

注) 挿入方式ﾃﾞﾘﾆｪｰﾀｰは

ﾃﾞﾘﾈｰﾀｰ

デリネーター

併用も可能である。
単柱式ｽﾉｰﾎﾟｰﾙとの

注) 単柱式ｽﾉｰﾎﾟｰﾙは

スノーポール

(DLSC)
挿入式

単柱式
ｽﾉｰﾎﾟｰﾙ

(VP75～100A)

サヤ管 90
0

9
00

LGL

固定するものとする。

土中に建込まず

コンクリート建込式
(DLSA)
伸縮式

(DLSB)
単柱式

(DLB)(DLA)
土中埋込式

サヤ管

(VP75～100A)

GL

L

単柱式
ｽﾉｰﾎﾟｰﾙ

L

9
00

9
00

上部支柱

下部支柱

GL

GLGL

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

(VP75～100A)

サヤ管

基礎材

90
0

30
0

300

支柱

(VP75～100A)

サヤ管

取付枠

反射体
90

0

防護柵の支柱等に

挿入式

支柱構造諸元　（表１）

注） 1. （　）内は材料にポリエチレン樹脂を使用する場合
2. 外径及び厚さについては、表中に揚げている数値によって定まる断面係数と同等以上のものとする

90
コンクリート基礎 1,150

34×2.3以上
土中埋込基礎 1,450

設置条件

長さ
(mm)

材　　　質

色反射体の
設置高さ

(cm)
基礎の種類

鋼
アルミニウム

合金
合成樹脂

外形×厚さ
(mm)   (mm)

外形×厚さ
(mm)   (mm)

外形×厚さ
(mm)   (mm)

45×3以上
75×5

(89)   以上
白色又はこれに

類する色

標準設置間隔　（表４）

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

35
40

20
22.5
25
30

10
12.5
15

17.5

501
651
901

1,201
1,200

51
81

126
181
246
321
406

405
500
650
900

125
180
245
320

曲線半径（ｍ） 設置間隔（ｍ）
50
80

5
7.5

注）挿入式ﾃﾞﾘﾆｪｰﾀｰは

単柱式ｽﾉｰﾎﾟｰﾙと

の併用も可能であ
る。

注）単柱式ｽﾉｰﾎﾟｰﾙは

土中に建込まず

防護柵の支柱等に

反射体構造諸元　（表２）

JIS D 5500に規定する反射性能試験により下表の値以上とする。

0.31+0.25ｘ≧ｙ≧
0.28+0.25ｘ
0.50≧ｘ≧0.41
0.44≧ｙ≧0.39
ｙ≧0.99-ｘ

橙色

大きさ 色　　　彩

観測角
反射体の色

入射角 0°
35
17

0.55

10°
28
14

0.44

20° 0° 10° 20°

6
21 22 18 13

直径
70mm～
100mm

直径
70mm～
100mm

白色 橙色

0.2°
0.5°

0.33 0.34 0.28 0.20

反　射　性　能

上表は反射有効径70mmの場合の値である。なお、70mmを超
える場合には反射有効径が70mmとなるように、反射体をマス
クで覆って測定した値とする。

JIS D 5500により、JIS
Z　8701の色度座標を用
いた次の範囲にあるも
のとする。

白色 1.5°

(cd/10.76lx)

10 11 9

設置場所

左側路側

中央分離帯
及び

右側路側

単眼

単眼

白色

橙色

色 個数

注）

スノーポール規格表　（表５）

備　考
長さ　(L) プリズム数

上部　φ35～40mm
2,700mm 1 ２段式

下部　φ60～65mm

伸縮式
（併用型）

ＤＬＳＡ

1 プラスチック被覆鋼管

2 〃

型式 記号
規　　　　　　　　　　　　格

材　　　質 支　柱　径

3 〃

4 〃

上部　φ35～40mm
2,700mm 2 〃

下部　φ60～65mm
上部　φ60～65mm

2,700mm 1 〃
下部　φ75～80mm
上部　φ60～65mm

2,700mm 2 〃
下部　φ75～80mm

5 プラスチックパイプ
上部　φ74～80mm

2,700mm 1 〃
下部　φ80～95mm

6 〃
上部　φ74～80mm

2,700mm 2 〃
下部　φ80～95mm

単柱式 ＤＬＳＢ

1
プラスチック被覆鋼管
繊維強化プラスチック

2 〃

3 〃

φ33～40mm
2,700mm － 　

( t = 1.2 ～ 2.3mm)
φ33～40mm

3,600mm － 　
( t = 1.2 ～ 2.3mm)

φ35～40mm
4,500mm － 　

( t = 2.3mm)

挿入式 ＤＬＳＣ 1 プラスチック被覆鋼管
φ60～65mm

1,800mm 1 　
(下部のみ)

材質及び防錆処理　（表３）

 ・JIS K 6717 「メタクリル樹脂成形材料」
 ・JIS K 6719 「ポリカーボネート成形材料」
 ・JIS H 5302 「アルミニウム合金ダイカスト」 6種 (ADC6)

 ・JIS H 5202 「アルミニウム合金鋳物」       7種 (AC7A)
 ・JIS K 6761 「一般用ポリエチレン管」
 ・JIS H 4100 「アルミニウム及びアルミニウム合金押し出し形材」 A6063S-T5
 ・JIS G 3444 「一般構造用炭素鋼鋼管」 2種、  STK-400
 ・JIS K 6761 「一般用ポリエチレン管」

 ・JIS K 6919 「塩化プラスチック用液状不飽和ポリエステル樹脂」 
 ・JIS K 7015 「繊維強化プラスチック引抜材」
 ・JIS B 1180 「六角ボルト」
 ・JIS B 1181 「六角ナット」の規定による

注） 材質（アルミニウム合金、鋼）及び防錆処理（溶融亜鉛メッキ）は上表の材料を用いるか、又はこれと同等以上とする。

支柱

ボルト・
ナット

反射体

取付枠

　　　　　　　防　　錆　　処　　理　　（　　鋼　　材　　）　　　　　　　
材　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質

鋼管の場合、亜鉛メッキ鋼管の上
にショットプラストまたは、リン酸塩
処理を施す。

―

被服鋼管の場合、鋼管にショットプラスト
をかけて接着剤を塗布し0.5mm程度の
塩化ビニルの被覆層を作るか、鋼管に
0.2mm程度の厚みで内層黒色、外層白
色の被覆層をポリエチレン樹脂で作るこ
となどの表層処理をする。

取付枠に準ずる。
（鋼材の場合）

―

― ―
取付枠に準ずる。但しステンレ
ス製は無処理とする。

塗装による場合 被覆による場合 溶融亜鉛メッキによる場合

JIS H 8641　「溶融亜鉛メッキ」
２種HDZ 35に規定されるもの
（鋼材の場合）

― ― ―



　
〔適用条件〕

1． 主として中央分離帯、歩道と車道の境界等に設置する。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は「土木用コンクリート製品設計便覧（道－３）」による。

2． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

3． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

4． 継目はモルタル接合（5～10mm）または同等以上の止水性材料による接合とする。

〔設計表示方法〕

ＲＧ－ ℓ （　　　）　　　　　Ｌ＝（　　　）m

製品長    　 設計延長

表示例

ＲＧ－ ℓ 2000　　　　　Ｌ＝250m

－ １０５ －

ａ

名
称

ｈ

寸　　　法

ℓ

単位　(mm)

250 2000900

呼び名

道－Ⅰ－6

工種
記号 ＲＧロールドガッター

250

改13



（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 防護柵の設置場所、種別及び型式選定については、｢ 防護柵の設置基準・ 同解説 (（社）日本

  道路協会) ｣及び ｢ 車両用防護柵標準仕様・同解説(（社）日本道路協会) ｣に よる。

〔仕　　様〕

1． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

なお、アルミ製防護柵やステンレス製防護柵については、素材そのものの色彩を活かすことを

　基本とする。

2． 支柱から路肩の離れについては、特に注意すること。

3． 根巻ブロックはプレキャストコンクリ－トを標準とし、その構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品

 設計便覧 (道－４)｣による。なお、支柱との間隙にはコンクリ－トモルタルを充填するものと

 する。

4． コンクリ－ト建込みの場合、構造物の当該部分が無筋コンクリートまたはそれに近い場合は補強

 鉄筋(SD295)を配置する。また支柱と構造物の間隙には上下にアスファルトでシ－ルし、中間部に

 は砂を充填する。

5． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

6． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5cm程度）をもたせる。

7． ビ－ムの中心高さは、路面からの高さをいう。

〔設計表示方法〕

Ｇ ｒ－ ( ) － ( ) ( ) Ｌ＝（　　　）m

　 　種　別     基礎構造 　　 設計延長

（土中ｏｒコン建込みの別）

  積雪ランク   支柱間隔

表示例

Ｇｒ－Ａ３－２Ｂ　　　　　Ｌ＝200m

標準マンセル値 基本色名称

道－Ⅱ－1

鋼製防護柵において基本とする色彩の標準マンセル値

A

工種
記号

10YR  2.0/1.0  程度

5Y     7.0/0.5  程度10YR  6.0/1.0  程度

標準マンセル値

10YR  3.0/0.2  程度ダ－クグレ－(濃灰色)

－ １０６ －

基本色名称

ダ－クブラウン(こげ茶)

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色)

名
称

Ｇｒ－Ａ路側用ガ－ドレ－ル(A種)

オフグレー(薄灰色)

JIS G 3101 ・ ・
　 (一般構造用圧延鋼材)

2種　( SS400 ) ・
JIS G 3444 

　(一般構造用炭素鋼鋼管) ・
( STK400 )

JIS B 1180 ｢ 六角ボルト ｣ ・
JIS B 1181 ｢ 六角ナット ｣ ・

の規定による。 ・
注1） 材質（ビーム、支柱、ブラケット）及び防錆処理は、上表の材料を用いるか、又は、これと同等以上とする。

注2） 防錆処理方法は原則として塗装仕上による事とするが、塩害など特に防錆力を必要とする場合は、亜鉛めっき仕上げとする。

ただし、ビームの板厚が3.2mm未満となる場合は塗装仕上げとする。

塗装仕上げによる場合

ビームに準ずる。ただし、ステンレス製の場合は無処理と
する。

成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種
35(HDZ55) 最小付着量350g/m2（片面）

ステンレス製は無処理とする。

JIS G 3302「亜鉛鉄板」の溶融亜鉛めっき法により最小付着量

275g/m2（両面）とし、燐酸塩処理等の下地処理を行う。

ビームに準ずる。ただし、土中建込部分は、亜鉛めっき
後、黒ワニスによる内外面塗装。

・ ビームに準ずる。

塗装は熱硬化性アクリル樹脂塗料により最小塗膜厚20μ

ビームに準ずる。・

ビームに準ずる。・

成形加工後JIS H 8641 「溶融亜鉛めっき」2
種55(HDZ55)最小付着量550g/m2（片面）

亜鉛めっき地肌のままの場合

防　　　　錆　　　　処　　　　理

ボ ル ト ・ ナ ッ ト

支　　　　　　　柱

ブ  ラ   ケ  ッ  ト

ビ　　　－　　　ム
(巻袖ビ－ムを含む)

材　　　　質

ビ－ムに準ずる。

構 造 諸 元 表

型　式

3

4

ラ
ン
ク

積
　
雪

土
中
建
込
み

1

5

ビ　－　ム

厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ

Gr-A1-4E 4.0×350×4330

M16×35
6T 丸頭

Gr-A3-3E 4.0×350×3330

Gr-A4-2E
4.0×350×4330

Gr-A5-2E

建
 

込
 

み

コ
ン
ク
リ
ー
ト

1 Gr-A1-2B

4.0×350×4330
M16×35
6T 丸頭

3 Gr-A3-2B

4 Gr-A4-2B

5 Gr-A5-2B

巻袖ビーム ブラケット

厚さ×幅×巻込外径

根巻ブロック

呼び名 幅口×厚さ外径×厚さ×長さ 厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ

支　　柱

鉄筋径×長さ

3.2×356×250 139.8×4.5×2350

4.5×70×300

M20×170
4T

－ － －

6.0×120×300 Ⅰ

－ － －
6.0×120×300

3.2×356×250 139.8×4.5×1100

4.5×70×300

M20×170
4T

400×250 D16×300

支柱間隔Ｌ

 側　面　図

2000

4330

注）支柱間隔３．０ｍ及び４．０ｍの場合、中間部の
　　支柱箇所すべて継手となる。

65
.5

6
5.

5
2
19

53

75

200

2000

200

170

2
2

40

24

18

 ビーム

500

23
50

16
50

基礎材

3
56

45°12
5R

500

25
0

160

200

18

2
4

50

200

160

3.2

30

 巻袖ビーム

18

32
3

支柱間隔Ｌ

35
0

77
5

鉄筋

 断　面　図

（土中建込み）

70
0

60
0

10
0

車道側

根巻ブロック

モルタル

支柱

支柱

ビ－ム

3
1

6
0

(3
5)

1
20

(
70

)6
0

(3
5)

　　　の場合を示す。
注）（　）内寸法は積雪地域１

300

6

(
4.

5)

10050 100

10R

10R

70R

50

2
2

50

2
2

28

 ブラケット詳細

下部補強筋
D13

20
0

420

2-D13×1490

5020050

300

25
0

支柱

上部補強筋
D13

 補強鉄筋

（コンクリート建込み）

3
50

50

3
50

77
5

35
0

4
00

11
00

50

D13 200

50

60
0

50

70
0

1
00

D13

車道側

　　　断　面　図　　　

支柱

4.0

改23



（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 防護柵の設置場所、種別及び型式選定については、｢ 防護柵の設置基準・  同解説 (（社）日本

道路協会) ｣ 及び ｢ 車両用防護柵標準仕様・同解説(（社）日本道路協会) ｣に よる。

〔仕　　様〕

1． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

なお、アルミ製防護柵やステンレス製防護柵については、素材そのものの色彩を活かすことを

　基本とする。

2． 支柱から路肩の離れについては、特に注意すること。

3． 根巻ブロックはプレキャストコンクリ－トを標準とし、その構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品

 設計便覧 (道－４)｣による。なお、支柱との間隙にはコンクリ－トモルタルを充填するものと

 する。

4． コンクリ－ト建込みの場合、構造物の当該部分が無筋コンクリートまたはそれに近い場合は補強

 鉄筋(SD295)を配置する。また支柱と構造物の間隙には上下にアスファルトでシ－ルし、中間部に

 は砂を充填する。

5． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

6． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5cm程度）をもたせる。

7． ビ－ムの中心高さは、路面からの高さをいう。

8． B種の積雪ランク5については、型式Gr-A5-2E又はGr-A5-2Bを適用する。

〔設計表示方法〕

Ｇ ｒ－ ( ) － ( ) ( ) Ｌ＝（　　　）m

　 　種　別     基礎構造 　　 設計延長

（土中ｏｒコン建込みの別）

  積雪ランク   支柱間隔

表示例

Ｇｒ－B３－２Ｂ　　　　　Ｌ＝200m

－ １０７ －

B

鋼製防護柵において基本とする色彩の標準マンセル値

オフグレー(薄灰色)

基本色名称

ダ－クブラウン(こげ茶)

Ｇｒ－Ｂ路側用ガ－ドレ－ル(B種)
名
称

工種
記号

基本色名称

ダ－クグレ－(濃灰色)

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色) 10YR  6.0/1.0  程度

道－Ⅱ－2

標準マンセル値

10YR  3.0/0.2  程度

5Y     7.0/0.5  程度

標準マンセル値

10YR  2.0/1.0  程度

JIS G 3101 ・ ・
　 (一般構造用圧延鋼材)

2種　( SS400 ) ・
JIS G 3444 

　(一般構造用炭素鋼鋼管) ・
( STK400 )

JIS B 1180 ｢ 六角ボルト ｣ ・
JIS B 1181 ｢ 六角ナット ｣ ・

の規定による。 ・
注1） 材質（ビーム、支柱、ブラケット）及び防錆処理は、上表の材料を用いるか、又は、これと同等以上とする。

注2） 防錆処理方法は原則として塗装仕上による事とするが、塩害など特に防錆力を必要とする場合は、亜鉛めっき仕上げとする。

ただし、ビームの板厚が3.2mm未満となる場合は塗装仕上げとする。

・ ビームに準ずる。

ボ ル ト ・ ナ ッ ト
ビームに準ずる。ただし、ステンレス製の場合は無処理と
する。

成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種
35(HDZ55) 最小付着量350g/m2（片面）

ステンレス製は無処理とする。

ブ  ラ   ケ  ッ  ト ビ－ムに準ずる。 ・ ビームに準ずる。

支　　　　　　　柱
ビームに準ずる。ただし、土中建込部分は、亜鉛めっき
後、黒ワニスによる内外面塗装。

・ ビームに準ずる。

ビ　　　－　　　ム
(巻袖ビ－ムを含む)

JIS G 3302「亜鉛鉄板」の溶融亜鉛めっき法により最小付着量

275g/m2（両面）とし、燐酸塩処理等の下地処理を行う。

成形加工後JIS H 8641 「溶融亜鉛めっき」2
種55(HDZ55)最小付着量550g/m2（片面）

塗装は熱硬化性アクリル樹脂塗料により最小塗膜厚20μ

材　　　　質
防　　　　錆　　　　処　　　　理

塗装仕上げによる場合 亜鉛めっき地肌のままの場合

構 造 諸 元 表

3.2×350×4330

4.0×350×4330

3.2×350×4330

4.0×350×4330

－
3 Gr-B3-2B

6.0×120×3004 Gr-B4-2B

5 Gr-A5-2B

2.3×356×200

3.2×356×250

4.5×70×300

－ －
M20×145　4T

M20×170　4T

M16×35
6T 丸頭

114.3×4.5×1100

139.8×4.5×1100

5 Gr-A5-2E

建
 

込
 

み

コ
ン
ク
リ
ー
ト

1 Gr-B1-2B

－ － －

Ⅰ 400×250 D16×300

M20×145　4T

M20×170　4T

M16×35
6T 丸頭

4.5×70×300

6.0×120×300

2.3×356×200

3.2×356×250

114.3×4.5×2200

139.8×4.5×2350

土
中
建
込
み

1 Gr-B1-4E 3.2×350×4330

3 Gr-B3-3E 3.2×350×3330

4 Gr-B4-2E

根巻ブロック

厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ 厚さ×幅×巻込外径 外径×厚さ×長さ 厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ 呼び名 幅口×厚さ 鉄筋径×長さ

ビ　－　ム 巻袖ビーム 支　　柱 ブラケットラ
ン
ク

積
　
雪

型　式

10
0

22
00

15
00

70
0

60
0

3
50

200

160

4330

注）支柱間隔３．０ｍ及び４．０ｍの場合、中間部の
　　支柱箇所すべて継手となる。
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6
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40
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24

 ビーム

24
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500

 巻袖ビーム
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2
00

24
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35
6

2
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支柱間隔Ｌ

 側　面　図

支柱間隔Ｌ500

基礎材

モルタル

根巻ブロック
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0
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5 車道側

鉄筋

 断　面　図

（土中建込み）
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ビ－ム

支柱

（コンクリート建込み）
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1
0
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7
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　　　断　面　図　　　

注）（　）内寸法は積雪地域１
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3
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　　　の場合を示す。
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（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 防護柵の設置場所、種別及び型式選定については、｢ 防護柵の設置基準・ 同解説 (（社）日本

 道路協会) ｣ 及び ｢ 車両用防護柵標準仕様・同解説(（社）日本道路協会) ｣に よる。

〔仕　　様〕

1． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

なお、アルミ製防護柵やステンレス製防護柵については、素材そのものの色彩を活かすことを

　基本とする。

2． 支柱から路肩の離れについては、特に注意すること。

3． 根巻ブロックはプレキャストコンクリ－トを標準とし、その構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品

 設計便覧 (道－４)｣による。なお、支柱との間隙にはコンクリ－トモルタルを充填するものと

 する。

4． コンクリ－ト建込みの場合、構造物の当該部分が無筋コンクリートまたはそれに近い場合は補強

 鉄筋(SD295)を配置する。また支柱と構造物の間隙には上下にアスファルトでシ－ルし、中間部に

 は砂を充填する。

5． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

6． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5cm程度）をもたせる。

7． ビ－ムの中心高さは、路面からの高さをいう。

8． C種の積雪ランク4については、型式Gr-B4-2E又はGr-B4-2Bを適用する。また、積雪ランク5に

 ついては、型式Gr-A5-2E又はGr-A5-2Bを適用する。

〔設計表示方法〕

Ｇ ｒ－ ( ) － ( ) ( ) Ｌ＝（　　　）m

　 　種　別     基礎構造 　　 設計延長

（土中ｏｒコン建込みの別）

  積雪ランク   支柱間隔

表示例

Ｇｒ－C３－２Ｂ　　　　　Ｌ＝200m

標準マンセル値

10YR  2.0/1.0  程度

基本色名称

名
称

工種
記号

－ １０８ －

C

鋼製防護柵において基本とする色彩の標準マンセル値

ダ－クブラウン(こげ茶)

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色) 10YR  6.0/1.0  程度

道－Ⅱ－3

標準マンセル値

10YR  3.0/0.2  程度

5Y     7.0/0.5  程度

基本色名称

ダ－クグレ－(濃灰色)

オフグレー(薄灰色)

Ｇｒ－Ｃ路側用ガ－ドレ－ル(C種)

JIS G 3101 ・
　 (一般構造用圧延鋼材)

2種　( SS400 ) ・
JIS G 3444 

　(一般構造用炭素鋼鋼管) ・
( STK400 )

JIS B 1180 ｢ 六角ボルト ｣

JIS B 1181 ｢ 六角ナット ｣ ・

の規定による。

注1） 材質（ビーム、支柱、ブラケット）及び防錆処理は、上表の材料を用いるか、又は、これと同等以上とする。

注2） 防錆処理方法は原則として塗装仕上による事とするが、塩害など特に防錆力を必要とする場合は、亜鉛めっき仕上げとする。

ただし、ビームの板厚が3.2mm未満となる場合は塗装仕上げとする。

ボ ル ト ・ ナ ッ ト
ビームに準ずる。ただし、ステンレス製の場合は無処理と
する。

ブ  ラ   ケ  ッ  ト ビ－ムに準ずる。 ・ ビームに準ずる。

支　　　　　　　柱
ビームに準ずる。ただし、土中建込部分は、亜鉛めっき
後、黒ワニスによる内外面塗装。

ビ　　　－　　　ム
(巻袖ビ－ムを含む)

JIS G 3302「亜鉛鉄板」の溶融亜鉛めっき法により最小付着量

275g/m
2
（両面）とし、燐酸塩処理等の下地処理を行う。

塗装は熱硬化性アクリル樹脂塗料により最小塗膜厚20μ

材　　　　質
塗装仕上げによる場合

防　　　　錆　　　　処　　　　理

構 造 諸 元 表

2.3×350×4330

2.3×350×4330

3.2×350×4330

114.3×4.5×2100

114.3×4.5×2200

－
3 Gr-C3-2B

6.0×120×3004 Gr-B4-2B

5 Gr-A5-2B 4.0×350×4330 3.2×356×250

4.5×70×300

M20×145　4T
－ －

M20×170　4T

M16×35
6T 丸頭

2.3×356×200 114.3×4.5×1100

139.8×4.5×1100

建
 

込
 

み

コ
ン
ク
リ
ー
ト

1 Gr-C1-2B

5 Gr-A5-2E 4.0×350×4330 3.2×356×250

M20×145　4T

－ － －

Ⅰ 400×250 D16×300

M20×170　4T

M16×35
6T 丸頭

2.3×356×200

4.5×70×300

6.0×120×300

139.8×4.5×2350

土
中
建
込
み

1 Gr-C1-4E

3 Gr-C3-2E

4 Gr-B4-2E 3.2×350×4330

根巻ブロック

厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ 厚さ×幅×巻込外径 外径×厚さ×長さ 厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ 呼び名 幅口×厚さ 鉄筋径×長さ

ビ　－　ム 巻袖ビーム 支　　柱 ブラケットラ
ン
ク

積
　
雪

型　式

160
2
4

 巻袖ビーム

18

200

支柱間隔Ｌ500 支柱間隔Ｌ

 側　面　図  断　面　図

（土中建込み）

7
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注）支柱間隔４．０ｍの場合、中間部の
　　支柱箇所すべて継手となる。
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3
1

6

(
4
.
5
)

6
0

(
3
5
)2
2

1
20

(
7
0
)6
0

(
3
5
)

300

2
2

10050 50100

2850

 ブラケット詳細
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（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 防護柵の設置場所、種別及び型式選定については、｢ 防護柵の設置基準・同解説 (（社）日本

道路協会) ｣ 及び ｢ 車両用防護柵標準仕様・同解説(（社）日本道路協会) ｣による。

 

〔仕　　様〕

1． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

なお、アルミ製防護柵やステンレス製防護柵については、素材そのものの色彩を活かすことを

　基本とする。

2． 支柱から路肩の離れについては、特に注意すること。

3． 根巻ブロックはプレキャストコンクリ－トを標準とし、その構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品

 設計便覧 (道－４)｣による。なお、支柱との間隙にはコンクリ－トモルタルを充填するものと

 する。

4． コンクリ－ト建込みの場合、構造物の当該部分が無筋コンクリートまたはそれに近い場合は補強

 鉄筋(SD295)を配置する。また支柱と構造物の間隙には上下にアスファルトでシ－ルし、中間部に

 は砂を充填する。

5． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

6． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5cm程度）をもたせる。

7． ビ－ムの中心高さは、路面からの高さをいう。

寸法表

〔設計表示方法〕

Ｇ ｒ－ ( ) － ( ) ( ) Ｌ＝（　　　）m

　 　種　別     基礎構造 　　 設計延長

（土中ｏｒコン建込みの別）

  積雪ランク   支柱間隔

表示例

Ｇｒ－SB３－２Ｂ　　　　　Ｌ＝200m

－ １０９ －

ダ－クブラウン(こげ茶)

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色)

鋼製防護柵において基本とする色彩の標準マンセル値

基本色名称 標準マンセル値 基本色名称 標準マンセル値

10YR  2.0/1.0  程度

道－Ⅱ－4

10YR  3.0/0.2  程度

5Y     7.0/0.5  程度

ダ－クグレ－(濃灰色)

オフグレー(薄灰色)

SB

名
称

工種
記号 Ｇｒ－ＳＢ

Gr-SB4-1E
1000 8

Gr-SB5-1E

－ －
Gr-SB3-2E

L1 (mm) N (本)

路側用ガ－ドレ－ル(SB種)

1000 8

10YR  6.0/1.0  程度

L (mm)

Gr-SB3-1B

Gr-SB4-1B

Gr-SB5-1B

Gr-SB1-1B

型　式

2000

Gr-SB1-2E
2000

2000

※印はGr-SB5-1E及び
Gr-SB5-1Bの場合の寸法と材質を示す。

根巻ブロック
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モルタル

基礎材

1:1.5

（土中建込み）

 断　面　図 
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8
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アスファルト又はモルタル
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砂

補強筋

6
7
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1
2
4
0

4
0
0

8
40

補強筋

　　　断　面　図　　　

（コンクリート建込み）

M20(4.6)

 補強鉄筋 

D13
下部補強筋 上部補強筋

D13

支柱

420

25
0

2-D13×1490

20
0

300

200 5050

 側　面　図 

500 支柱間隔Ｌ

L1L1

JIS G 3101 ・ ・
　 (一般構造用圧延鋼材)

2種　( SS400 ) ・
JIS G 3444 

　(一般構造用炭素鋼鋼管) ・
( STK400 )

JIS B 1180 ｢ 六角ボルト ｣ ・
JIS B 1181 ｢ 六角ナット ｣ ・

の規定による。 ・
注1） 材質（ビーム、支柱、ブラケット）及び防錆処理は、上表の材料を用いるか、又は、これと同等以上とする。

注2） 防錆処理方法は原則として塗装仕上による事とするが、塩害など特に防錆力を必要とする場合は、亜鉛めっき仕上げとする。

ただし、ビームの板厚が3.2mm未満となる場合は塗装仕上げとする。

ボ ル ト ・ ナ ッ ト
ビームに準ずる。ただし、ステンレス製の場合は無処理と
する。

成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種
35(HDZ55) 最小付着量350g/m2（片面）

ステンレス製は無処理とする。

・ ビームに準ずる。ブ  ラ   ケ  ッ  ト ビ－ムに準ずる。 ・ ビームに準ずる。

ビームに準ずる。ただし、土中建込部分は、亜鉛めっき
後、黒ワニスによる内外面塗装。

・ ビームに準ずる。

防　　　　錆　　　　処　　　　理

JIS G 3302「亜鉛鉄板」の溶融亜鉛めっき法により最小付着量

275g/m2（両面）とし、燐酸塩処理等の下地処理を行う。

成形加工後JIS H 8641 「溶融亜鉛めっき」2
種55(HDZ55)最小付着量550g/m2（片面）

塗装は熱硬化性アクリル樹脂塗料により最小塗膜厚20μ

塗装仕上げによる場合 亜鉛めっき地肌のままの場合

ビ　　　－　　　ム
(巻袖ビ－ムを含む)

支　　　　　　　柱

材　　　　質

L

L1

4-23×28

L1

L160

L1

 ビーム 

220

8-23×28

N-23×28

L1

160

8-23×28

220

5
0
0

85

構 造 諸 元 表

土
中
建
込
み

1 Gr-SB1-2E

3 Gr-SB3-2E

4 Gr-SB4-1E

ラ
ン
ク

積
　
雪

型　式
巻袖ビーム 支　　柱

厚さ×幅×巻込外径

ブラケット 根巻ブロック

M16×35
6T 丸頭

ビ　－　ム

厚さ×幅×長さ 呼び名 幅口×厚さ取付ﾎﾞﾙﾄ

4.0×500×4320

鉄筋径×長さ厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ

5

4

Gr-SB3-1B3

Gr-SB1-1B1

Gr-SB4-1B

Gr-SB5-1E

4.5×249×290 M20×170　4T

－ － －

Ⅰ 400×250 D16×300

厚さ×幅×長さ

コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
 

込
 

み

125×125×24903.2×500×250

125×125×24903.2×500×2504.0×500×4320
M16×35
6T 丸頭

5 Gr-SB5-1B

－4.5×249×290 M20×170　4T － －

改23



（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 防護柵の設置場所、種別及び型式選定については、｢ 防護柵の設置基準・ 同解説 (（社）日本

 道路協会) ｣ 及び ｢ 車両用防護柵標準仕様・同解説(（社）日本道路協会) ｣に よる。

〔仕　　様〕

1． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

なお、アルミ製防護柵やステンレス製防護柵については、素材そのものの色彩を活かすことを

　基本とする。

2． 支柱から路肩の離れについては、特に注意すること。

3． 根巻ブロックはプレキャストコンクリ－トを標準とし、その構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品

 設計便覧 (道－４)｣による。なお、支柱との間隙にはコンクリ－トモルタルを充填するものと

 する。

4． コンクリ－ト建込みの場合、構造物の当該部分が無筋コンクリートまたはそれに近い場合は補強

 鉄筋(SD295)を配置する。また支柱と構造物の間隙には上下にアスファルトでシ－ルし、中間部に

 は砂を充填する。

5． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

6． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5cm程度）をもたせる。

寸法表 7． ビ－ムの中心高さは、路面からの高さをいう。

〔設計表示方法〕

Ｇ ｒ－ ( ) － ( ) ( ) Ｌ＝（　　　）m

　 　種　別     基礎構造 　　 設計延長

（土中ｏｒコン建込みの別）

  積雪ランク   支柱間隔

表示例

Ｇｒ－SC３－２Ｂ　　　　　Ｌ＝200m

－ １１０ －

標準マンセル値

10YR  3.0/0.2  程度

N (本)

10YR  6.0/1.0  程度

SC

5Y     7.0/0.5  程度

基本色名称

ダ－クグレ－(濃灰色)

オフグレー(薄灰色)

工種
記号 Ｇｒ－ＳＣ路側用ガ－ドレ－ル(SC種)

鋼製防護柵において基本とする色彩の標準マンセル値

10YR  2.0/1.0  程度

型　式 L (mm) L1 (mm)

道－Ⅱ－5

基本色名称

ダ－クブラウン(こげ茶)

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色)

標準マンセル値

名
称

－

44000 2000

4000 2000 4

－－3000

Gr-SC5-2B

Gr-SC1-2B

4000 －Gr-SC1-4E

Gr-SC3-3E

Gr-SC4-2E

Gr-SC5-2E

Gr-SC3-2B

Gr-SC4-2B

100

220

300

19
0

27
0

 ブラケット 

356

124

補強筋

砂

1
2
5
0

4
0
0

8
5
0

補強筋

（コンクリート建込み）

　　　断　面　図　　　

M20(6.8) M20(4.6)

アスファルト又はモルタル

2-D13×1490

20050

420

300

 補強鉄筋 

2
5
0

下部補強筋
D13

支柱

2
0
0

50

上部補強筋
D13

6
75

8
50

600

2
50
0

1
6
50

根巻ブロック

1:1.5

基礎材

モルタル

 断　面　図 

（土中建込み）

M20(6.8) 124

鉄筋

M20(4.6)

L1

支柱間隔Ｌ500

L1

 側　面　図 

JIS G 3101 ・ ・
　 (一般構造用圧延鋼材)

2種　( SS400 ) ・
JIS G 3444 

　(一般構造用炭素鋼鋼管) ・
( STK400 )

JIS B 1180 ｢ 六角ボルト ｣ ・
JIS B 1181 ｢ 六角ナット ｣ ・

の規定による。 ・
注1） 材質（ビーム、支柱、ブラケット）及び防錆処理は、上表の材料を用いるか、又は、これと同等以上とする。

注2） 防錆処理方法は原則として塗装仕上による事とするが、塩害など特に防錆力を必要とする場合は、亜鉛めっき仕上げとする。

ただし、ビームの板厚が3.2mm未満となる場合は塗装仕上げとする。

・ ビームに準ずる。

ボ ル ト ・ ナ ッ ト
ビームに準ずる。ただし、ステンレス製の場合は無処理と
する。

成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種
35(HDZ55) 最小付着量350g/m2（片面）

ステンレス製は無処理とする。

ブ  ラ   ケ  ッ  ト ビ－ムに準ずる。 ・ ビームに準ずる。

支　　　　　　　柱
ビームに準ずる。ただし、土中建込部分は、亜鉛めっき
後、黒ワニスによる内外面塗装。

・ ビームに準ずる。

ビ　　　－　　　ム
(巻袖ビ－ムを含む)

JIS G 3302「亜鉛鉄板」の溶融亜鉛めっき法により最小付着量

275g/m2（両面）とし、燐酸塩処理等の下地処理を行う。

成形加工後JIS H 8641 「溶融亜鉛めっき」2
種55(HDZ55)最小付着量550g/m2（片面）

塗装は熱硬化性アクリル樹脂塗料により最小塗膜厚20μ

材　　　　質
防　　　　錆　　　　処　　　　理

塗装仕上げによる場合 亜鉛めっき地肌のままの場合

構 造 諸 元 表

4.0×500×4320

4.0×500×3320

4.0×500×4320

－－ －

M20×170　4T

－ － －

6.0×270×300 M20×170　4T4.0×500×4320
M16×35
6T 丸頭

3.2×500×250 139.8×4.5×2500

建
 

込
 

み

コ
ン
ク
リ
ー

ト

1 Gr-SC1-2B

5 Gr-SC5-2B

3 Gr-SC3-2B

4 Gr-SC4-2B

Ⅰ 400×250 D16×300

M16×35
6T 丸頭

3.2×500×250 139.8×4.5×2500 6.0×270×300

土
中
建
込
み

1 Gr-SC1-4E

3 Gr-SC3-3E

4 Gr-SC4-2E

5 Gr-SC5-2E

根巻ブロック

厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ 厚さ×幅×巻込外径 外径×厚さ×長さ 厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ 呼び名 幅口×厚さ 鉄筋径×長さ

ビ　－　ム 巻袖ビーム 支　　柱 ブラケットラ
ン
ク

積
　
雪

型　式

改23



（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 防護柵の設置場所、種別及び型式選定については、｢ 防護柵の設置基準・ 同解説 (（社）

 日本道路協会) ｣ 及び ｢ 車両用防護柵標準仕様・同解説(（社）日本道路協会) ｣に よる。

〔仕　　様〕

1． 端末支柱基礎のコンクリ－トの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

2. 支柱から路肩の離れについては、特に注意すること。

3. 根巻ブロックはプレキャストコンクリ－トを標準とし、その構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品

 設計便覧 (道－４)｣による。なお、支柱との間隙にはコンクリ－トモルタルを充填するものと

 する。

4. コンクリ－ト建込みの場合、構造物の当該部分が無筋コンクリートまたはそれに近い場合は補強

 鉄筋(SD295)を配置する。また支柱と構造物の間隙には上下にアスファルトでシ－ルし、中間部に

 は砂を充填する。

5. 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

6. 基礎材の厚さは、端末支柱の場合20cm程度、根巻きブロックの場合10cm程度とし、施工幅は、

 施工に必要な余裕として、端末支柱の場合5～10cm程度、根巻ブロックの場合5cm程度をもたせる。

7. 最下段のケ－ブル高さは、路面からの高さをいう。

〔設計表示方法〕

Ｇ c－A ( ) － ( ) ( ) Ｌ＝（　　　）m

　 　種　別     基礎構造 　　 設計延長

（土中ｏｒコン建込みの別）

  積雪ランク   支柱間隔

表示例

Ｇc－Ａ３－4Ｂ　　　　　Ｌ＝200m

注1）　材質（支柱、ブラケット調整ネジ）及び防錆処理は、上表の材料を用いるか、又は、これと同等以上とする。

注2）　防錆処理方法は、原則として亜鉛めっき仕上げとする。

支　　　　　　　柱
(端末支柱を含む)

25mm又は40mm 60%以下

 JIS G 3444  ｢一般構造用炭素鋼鋼管｣

 ( STK400 )

 準じ、ケ-ブル1本当りの破断強度以上の強さをもつもの。

支柱に準ずる。

ケ 　－ 　ブ 　ル

材　　　　質

 原則としてJIS G 3525 ｢ ワイヤ－ロ－プ ｣の規格に準

 ずる。径は18mm、構造は3×7G/Oとし、1本当り破断

 強度は1620N/mm2以上

 JIS B 1181 ｢ 六角ナット ｣の規定による。

ブ  ラ   ケ  ッ  ト

素
端
金
具

ソケット

調整ネジ

ボ ル ト ・ ナ ッ ト

 ケ-ブルと調整ネジを取付けた状態でケ-ブル1本当り

 の破断強度以上の強さをもつもの。

  JIS G 3101  ｢一般構造用圧延鋼材｣　2種　(SS400) に

 JIS G 3101  ｢一般構造用圧延鋼材｣　2種　(SS400)

 JIS B 1180 ｢ 六角ボルト ｣

防　　錆　　処　　理

素線に対し、亜鉛めっき最小付着量300g/㎡

成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」

2種55（HDZ55）最小付着量550ｇ/㎡（片面）

成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」

2種35（HDZ35）最小付着量350ｇ/㎡（片面）

道－Ⅱ－6

呼び強度 スランプ 粗骨材の最大寸法 水セメント比 セメントの種類

高炉セメント
(B種)

18 8cm又は12cm

－ １１１ －

名
称

工種
記号 Ｇｃ－Ａ路側用ガ－ドケ－ブル(A種)

索端金具に準ずる。ただし、ステンレス製

の場合は無処理とする。

構造諸元表

（注）端末支柱の（　）内は、端末基礎コンクリート内に設ける端末補助支柱を示す。

D16×350

建
 

込
 

み

コ
ン
ク
リ
ー
ト

外径×係数

Gc-A1-6E

3 400×250 D16×300

4 Gc-A4-4E

5
450×300

18φ×5

Gc-A5-3E

1 Gc-A1-4B

3 Gc-A3-4B

4 Gc-A4-4B

5 Gc-A5-3B

ケーブル

土
中
建
込
み

1

18φ×5

ラ
ン
ク

積
　
雪

型　式

種別-地域-支柱間隔

Gc-A3-5E

ブラケット 中間支柱

3.2×210・420 M12×170  4T

139.8×4.5×2650
4.5×680

M12×145
6T

端末支柱 根巻ブロック

厚さ×高さ 取付ﾎﾞﾙﾄ 外径×厚さ×長さ 外径×厚さ×長さ 呼び名 幅口×厚さ 鉄筋径×長さ

165.2×5.0×1500 － － －

165.2×5.0×1500
(139.8×4.5×1400)

Ⅰ

Ⅱ

－ － －
4.5×680

M12×145
6T

165.2×5.0×1500
(139.8×4.5×1400)

3.2×210・420 M12×170  4T

139.8×4.5×1400

165.2×5.0×1500

側 面 図

基礎材 基礎材

端末支柱

中間支柱
（コンクリート建込み）

ブラケット詳細図

積雪ランク1

上段ブラケット

下段ブラケット

積雪ランク3～5

間隔保持材（STK400又はSS400） ピン（SS400）

中間支柱
（土中建込み）

上段ブラケット

下段ブラケット

積雪ランクⅠ

索端金具取付詳細図

補強鉄筋

車道側

基礎材

根巻ブロック

モルタル

鉄筋

PL-9Ｘ200Ｘ1700

端末支柱

中間支柱

25φ索端金具18φロープ

2φ15

2φ15

D13D13

車道側

φ60.5Ｘ3.2

支柱

下部補強筋

2-D13×1490
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端末補助支柱
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（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 防護柵の設置場所、種別及び形式選定については、｢ 防護柵の設置基準・同解説 (（社）

  日本道路協会) ｣ 及び ｢ 車両用防護柵標準仕様・同解説(（社）日本道路協会) ｣に よる。

〔仕　　様〕

1． 端末支柱基礎のコンクリ－トの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

2． 支柱から路肩の離れについては、特に注意すること。

3． 根巻ブロックはプレキャストコンクリ－トを標準とし、その構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品

 設計便覧 (道－４)｣による。なお、支柱との間隙にはコンクリ－トモルタルを充填するものと

 する。

4． コンクリ－ト建込みの場合、構造物の当該部分が無筋コンクリートまたはそれに近い場合は補強

 鉄筋(SD295)を配置する。また支柱と構造物の間隙には上下にアスファルトでシ－ルし、中間部に

 は砂を充填する。

5． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

6． 基礎材の厚さは、端末支柱の場合20cm程度、根巻きブロックの場合10cm程度とし、施工幅は、

 施工に必要な余裕として、端末支柱の場合5～10cm程度、根巻ブロックの場合5cm程度をもたせる。

7． 最下段のケ－ブル高さは、路面からの高さをいう。

〔設計表示方法〕

Ｇ c－B ( ) － ( ) ( ) Ｌ＝（　　　）m

　 　種　別     基礎構造 　　 設計延長

（土中ｏｒコン建込みの別）

  積雪ランク   支柱間隔

表示例

Ｇc－B３－4Ｂ　　　　　Ｌ＝200m

注）1　材質（支柱、ブラケット調整ネジ）及び防錆処理は、上表の材料を用いるか、又は、これと同等以上とする。

注）2　防錆処理方法は、原則として亜鉛めっき仕上げとする。

索端金具に準ずる。ただし、ステンレス製

の場合は無処理とする。

ブ  ラ   ケ  ッ  ト

成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」

2種35（HDZ35）最小付着量350ｇ/㎡（片面） の破断強度以上の強さをもつもの。

支柱に準ずる。

2種55（HDZ55）最小付着量550ｇ/㎡（片面）

ソケット

調整ネジ

防　　錆　　処　　理

素綿に対し、亜鉛めっき最小付着量300g/㎡

ケ 　－ 　ブ 　ル

支　　　　　　　柱
 (端末支柱を含む)

ボ ル ト ・ ナ ッ ト

  JIS G 3101  ｢一般構造用圧延鋼材｣　2種　(SS400) に

 準じ、ケ-ブル1本当りの破断強度以上の強さをもつもの。

 JIS B 1180 ｢ 六角ボルト ｣

 JIS B 1181 ｢ 六角ナット ｣の規定による。

素
端
金
具

道－Ⅱ－7

セメントの種類

18 8cm又は12cm 25mm又は40mm 60%以下
高炉セメント

(B種)

呼び強度

名
称

 JIS G 3444  ｢一般構造用炭素鋼鋼管｣

 ( STK400 )

 JIS G 3101  ｢一般構造用圧延鋼材｣　2種　(SS400)

 ケ-ブルと調整ネジを取付けた状態でケ-ブル1本当り

材　　　　質

 原則としてJIS G 3525 ｢ ワイヤ－ロ－プ ｣の規格に準

 ずる。径は18mm、構造は3×7G/Oとし、1本当り破断

 強度は1620N/mm2以上

成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」

工種
記号 Ｇｃ－Ｂ路側用ガ－ドケ－ブル(B種)

－ １１２ －

スランプ 粗骨材の最大寸法 水セメント比

構造諸元表

（注）端末支柱の（　）内は、端末基礎コンクリート内に設ける端末補助支柱を示す。

－ －

4.5×550

400×250 D16×300

450×300 D16×350

500×350 D19×400

M12×145
6T

114.3×4.5×1320
(114.3×4.5×1270)

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

3.2×210・290 M12×140  4T

114.3×4.5×2370

114.3×4.5×1320 －

厚さ×高さ 取付ﾎﾞﾙﾄ 外径×厚さ×長さ 外径×厚さ×長さ 呼び名幅口×厚さ鉄筋径×長さ

ブラケット 中間支柱 端末支柱 根巻ブロック

1 Gc-B1-4B

18φ×4
3 Gc-B3-4B

4 Gc-B4-4B

5 Gc-B5-3B

1 Gc-B1-6E

18φ×4
3 Gc-B3-5E

4 Gc-B4-4E

5 Gc-B5-3E

ラ
ン
ク

積
　
雪

型　式 ケーブル

種別-地域-支柱間隔 外径×係数

建
 

込
 

み

コ
ン
ク
リ
ー
ト

土
中
建
込
み

－ － －
4.5×550

M12×145
6T

114.3×4.5×1320
(114.3×4.5×1270)

3.2×210・290 M12×140  4T

114.3×4.5×1270

114.3×4.5×1320

改23

側 面 図

基礎材 基礎材

端末支柱

中間支柱
（コンクリート建込み）

ブラケット詳細図

積雪ランク1

上段ブラケット

下段ブラケット

積雪ランク3～5

間隔保持材（STK400又はSS400） ピン（SS400）

中間支柱
（土中建込み）

上段ブラケット

下段ブラケット

積雪ランクⅠ

索端金具取付詳細図

補強鉄筋

車道側

基礎材

根巻ブロック

モルタル

鉄筋

PL-6Ｘ150Ｘ1400

端末支柱

端末補助支柱
中間支柱

25φ索端金具18φロープ

2φ15

2φ15

D13D13

車道側

φ60.5Ｘ3.2

支柱
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（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 防護柵の設置場所、種別及び型式選定については、｢ 防護柵の設置基準・同解説(（社）日本道

　路協会) ｣ 及び ｢ 車両用防護柵標準仕様・同解説(（社）日本道路協会) ｣による。

〔仕　　様〕

1． 端末支柱基礎のコンクリ－トの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

2． 支柱から路肩の離れについては、特に注意すること。

3． 根巻ブロックはプレキャストコンクリ－トを標準とし、その構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品

　設計便覧 (道－４)｣による。なお、支柱との間隙にはコンクリ－トモルタルを充填するものと

　する。

4． コンクリ－ト建込みの場合、構造物の当該部分が無筋コンクリートまたはそれに近い場合は補強

　鉄筋(SD295)を配置する。また支柱と構造物の間隙には上下にアスファルトでシ－ルし、中間部に

　は砂を充填する。

5． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

6． 基礎材の厚さは、端末支柱の場合20cm程度、根巻きブロックの場合10cm程度とし、施工幅は、

　施工に必要な余裕として、端末支柱の場合5～10cm程度、根巻ブロックの場合5cm程度をもたせる。

7． 最下段のケ－ブル高さは、路面からの高さをいう。

〔設計表示方法〕

( ) － ( ) ( ) Ｌ＝（　　　）m

　 　種　別     基礎構造 　　 設計延長

（土中ｏｒコン建込みの別）

  積雪ランク   支柱間隔

表示例

Ｇc－C３－4Ｂ　　　　　Ｌ＝200m

注1）　材質（支柱、ブラケット調整ネジ）及び防錆処理は、上表の材料を用いるか、又は、これと同等以上とする。

注2）　防錆処理方法は、原則として亜鉛めっき仕上げとする。

ブ  ラ   ケ  ッ  ト

ケ 　－ 　ブ 　ル

支　　　　　　　柱
(端末支柱を含む)

材　　　　質

 原則としてJIS G 3525 ｢ ワイヤ－ロ－プ ｣の規格に準

 ずる。径は18mm、構造は3×7G/Oとし、1本当り破断

 強度は1620N/mm2以上

 JIS G 3101  ｢一般構造用圧延鋼材｣　2種　(SS400) 支柱に準ずる。

ソケット

調整ネジ

ボ ル ト ・ ナ ッ ト

索
端
金
具

  JIS G 3101  ｢一般構造用圧延鋼材｣　2種　(SS400) に

 準じ、ケ-ブル1本当りの破断強度以上の強さをもつもの。

 JIS B 1180 ｢ 六角ボルト ｣

 JIS B 1181 ｢ 六角ナット ｣の規定による。

 ケ-ブルと調整ネジを取付けた状態でケ-ブル1本当り 成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」

 JIS G 3444  ｢一般構造用炭素鋼鋼管｣

 ( STK400 )

2種35（HDZ35）最小付着量350ｇ/㎡（片面） の破断強度以上の強さをもつもの。

8cm又は12cm

2種55（HDZ55）最小付着量550ｇ/㎡（片面）

防　　錆　　処　　理

18

素線に対し、亜鉛めっき最小付着量300g/㎡

成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」

25mm又は40mm 60%以下

－ １１３ －

索端金具に準ずる。ただし、ステンレス製

の場合は無処理とする。

セメントの種類

高炉セメント
(B種)

水セメント比

工種
記号

粗骨材の最大寸法

名
称

道－Ⅱ－8

Ｇｃ－Ｃ

CＧ c－

呼び強度 スランプ

路側用ガ－ドケ－ブル(C種)

構造諸元表

（注）端末支柱の（　）内は、端末基礎コンクリート内に設ける端末補助支柱を示す。

－ － －
4.5×420

M20×145
6T

114.3×4.5×1140
(114.3×4.5×1140)

3.2×420 M12×140  4T

114.3×4.5×1140

114.3×4.5×1140建
 

込
 

み

コ
ン
ク
リ
ー
ト

土
中
建
込
み

積
　
雪

ラ
ン
ク

型　式 ケーブル

種別-地域-支柱間隔 外径×係数

1 Gc-C1-6E

18φ×3
3 Gc-C3-5E

4 Gc-C4-4E

5 Gc-C5-3E

1 Gc-C1-4B

18φ×3
3 Gc-C3-4B

4 Gc-C4-4B

5 Gc-C5-3B

ブラケット 中間支柱

厚さ×高さ 取付ﾎﾞﾙﾄ 外径×厚さ×長さ

114.3×4.5×1140
(114.3×4.5×1140)

450×300

3.2×420 M12×140  4T

114.3×4.5×2140
Ⅰ

4.5×420
M20×145

6T
Ⅱ

114.3×4.5×1140

端末支柱 根巻ブロック

外径×厚さ×長さ 呼び名幅口×厚さ鉄筋径×長さ

－ －

D16×350

Ⅲ 500×350 D19×400

400×250 D16×300

－

索端金具取付詳細図

支柱間隔Ｌ

40
0

1050

基礎材

125

中間支柱

18φロープ

端末部補助支柱

5
0

1
30

40
0

1
1
4043
0

1
30

700

1
0
00

PL-6×150×1250

100

基礎材

600

端末支柱

　端末支柱　

根巻ブロック

2
1
40

14
00

基礎材

（土中建込み）
　　中間支柱　　

10
4
20

3
10

車道側

モルタル

25φ索端金具

　側　面　図　

1500

1250

1025

3000

4
0

30

　積雪ランク1　
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0

170179 212
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149 33

1
30

1
3
0

　ブラケット詳細図　

上部補強筋下部補強筋
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（コンクリート建込み）

　ピン（SS400）

　積雪ランク3～5　

　間隔保持材（SK400又はSS400）
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（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 防護柵の設置場所、種別及び型式選定については、｢ 防護柵の設置基準・同解説

   (（社）日本道路協会) ｣ による。

2． 柵高800は横断防止用、柵高1100は転落防止用として使用する。

3． 積雪ランク1地域で使用する。

〔仕　　様〕

1． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

なお、アルミ製防護柵やステンレス製防護柵については、素材そのものの色彩を活かすことを

　基本とする。

2． 支柱は沈下、傾斜等生じないよう十分締め固めを行う。

3． ブラケットは当図を標準とする。ただし、市場性・経済性等を勘案し適宜選定をする。

4． 柵高は、路面からの高さとする。

〔設計表示方法〕

P － ( ) － ( ) ( ) Ｌ＝（　　　）m

 積雪ランク     基礎構造 　　 設計延長

（土中ｏｒコン建の別）

 柵高   支柱間隔

表示例

 P1－1.1－3.0B　　　　Ｌ＝200m

構 造 諸 元 表

－ １１４ －

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色) 10YR  6.0/1.0  程度 オフグレー(薄灰色) 5Y     7.0/0.5  程度

道－Ⅱ－9

名
称

工種
記号 Ｐ１

ダ－クグレ－(濃灰色) 10YR  3.0/0.2  程度

歩道用ガ－ドパイプ 

鋼製防護柵において基本とする色彩の標準マンセル値

基本色名称

ダ－クブラウン(こげ茶) 10YR  2.0/1.0  程度

1

標準マンセル値 基本色名称 標準マンセル値

A 部

A 部

ビーム

ビーム

支柱間隔Ｌ

支柱間隔Ｌ支柱間隔Ｌ

 側　面　図 

支　柱

支　柱

( H=1.1m )

支柱間隔Ｌ

 側　面　図 
( H=0.8m )

2
60

2
60

1
03
080
0

80
0

18
30

10
00

12
00

23
30

（土中建込み）
 断　面　図 

歩道側 27
0

11
00

27
0

26
9

27
0

25
9

20
0

13
30

20
0

（コンクリート建込み）
　　　断　面　図　　　

27
0

11
00

26
9

27
0

27
0

歩道側

25
9

（土中建込み）
 断　面　図 

歩道側 2
60

（コンクリート建込み）
　　　断　面　図　　　

歩道側 2
60

注1）　材質（ビーム、支柱、ブラケット）及び防錆処理（塗装仕上げ）は上表の材料を用いるか、またはこれと同等以上とする。

注2）　防錆処理方法は原則として塗装仕上げによる事とするが、塩害など特に防錆力を必要とする場合は、亜鉛めっき仕上げとする。

35）最小付着量350ｇ/㎡（片面）ただし、

塗装は熱硬化性アクリル樹脂塗料により最小塗膜

厚20μ

成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」

2種55（HDZ55）最小付着量550ｇ/㎡

（片面）

ビームに準ずる。ただし、ステンレス製の場合は無 JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」2種35（HDZ

ビームに準ずる。ただし、土中建込部分は亜鉛めっ

き後、黒ワニスを用いた内外面塗装。

ビ－ムに準ずる。

JIS G 3302「亜鉛鉄板」の溶融亜鉛めっき法で最小

付着量275ｇ/㎡（両面）とし、燐酸塩処理等の下地

処理を行う。 （片面）

亜鉛めっき地肌のままの場合

防　　　　　錆　　　　　処　　　　　理

塗装仕上げによる場合

成形加工後JIS H 8641「溶融亜鉛めっき」

2種35（HDZ35）最小付着量350ｇ/㎡

材　　　　質

ビ　　　－　　　ム
(パネルを含む)

JIS G 3101 (一般構造用圧延鋼材)

　2種　( SS400 )

JIS G 3131 (熱間圧延軟鋼板及び鋼帯)

　( SPHC )

JIS G 3444 (一般構造用炭素鋼鋼管)

　( STK400 )

JIS G 3466 (一般構造用角形鋼管)

　( STKR400 )

支　　　　　　　柱

JIS G 3444 (一般構造用炭素鋼鋼管)

　( STK400 )

ビ－ムに準ずる。ブ  ラ   ケ  ッ  ト ビ－ムに準ずる。

ボ ル ト ・ ナ ッ ト

JIS B 1180 ｢ 六角ボルト ｣

JIS B 1181 ｢ 六角ナット ｣の規定による。

ｽﾃﾝﾚｽ製の場合は無処理とする。

処理とする。

（歩道側）

ブラケット詳細図A部詳細図

18×14長孔
M12×70

ブラケット

ビーム
支柱

M12×80

47 24

2
7
.5

6
5

2
7
.5

1
2
0

2.3

71

4
3

　14

改19

－ －

取付ﾎﾞﾙﾄ 呼び名 幅口×厚さ 鉄筋径×長さ

M12×80

4T － －

P1-0.8-3.0B-f

1 1.1 P1-1.1-3.0B-f

－

根巻ブロック

外径×厚さ×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ 外径×厚さ×長さ 厚さ×幅×長さ

1

ラ

ン

ク

積

　

雪

柵高

建

 

込

 
み

コ

ン

ク

リ

ー

ト

1 0.8

60.5×3.2×1330

形　式

種別・地域・柵高・支問

土

中

建

込

み

M12×80

4T

42.7×2.3×3000
M12×70

6T 丸頭

60.5×3.2×1830

2.3×49.4×120

60.5×3.2×2330

0.8 P1-0.8-3.0E-f

1 1.1 P1-1.1-3.0E-f

－42.7×2.3×3000
M12×70

6T 丸頭

60.5×3.2×1030

2.3×49.4×120

ビ　－　ム 支　　柱 ブラケット



〔適用条件〕

（単位：mm） 1． 防護柵の設置場所、種別及び型式選定については、｢ 防護柵の設置基準・同解説  (（社） 

　日本道路協会) ｣ による。

2． 積雪ランクは、3～5地域で使用する。

〔仕　　様〕

1． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

なお、アルミ製防護柵やステンレス製防護柵については、素材そのものの色彩を活かすことを

　基本とする。

2． 根巻ブロックはプレキャストコンクリ－トを標準とし、その構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品設計

　便覧（道－４）｣による。なお、支柱との間隙にはコンク リ－トモルタルを充填するものとする。

3． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

4． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5cm程度）をもたせる。

5． 下段ブラケットは、当図を標準とする。ただし、市場性、経済性等を勘案し、適宜選定する。

6． 柵高は、路面からの高さとする。

〔設計表示方法〕

P ( ) － ( ) － ( ) ( ) Ｌ＝（　　　）m

 積雪ランク     基礎構造 　　 設計延長

（土中ｏｒコン建込みの別）

 柵高   支柱間隔

表示例

P3－0.8－2.0B　　　　Ｌ＝200m

構 造 諸 元 表

－ １１５ －

名
称

工種
記号 P3～P5-0.8歩道用ガ－ドパイプ(横断防止柵)

10YR  6.0/1.0  程度

ダ－クグレ－(濃灰色)10YR  2.0/1.0  程度

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色)

10YR  3.0/0.2  程度

道－Ⅱ－10

鋼製防護柵において基本とする色彩の標準マンセル値

基本色名称 標準マンセル値 基本色名称 標準マンセル値

ダ－クブラウン(こげ茶)

オフグレー(薄灰色) 5Y     7.0/0.5  程度

B 部

A 部

支　柱 ビーム

支柱間隔Ｌ

( H=0.8m )

支柱間隔Ｌ

 側　面　図 

2
2
1
0

1
2
10

2
5
0

8
0
0

8
0
0

2
5
0

基礎材

根巻ブロック

2
50

モルタル

鉄筋

1
4
0
0

2
50

4
00

歩道側

　　　断　面　図　　　
（コンクリート建込み）

2
6
2

（土中建込み）
 断　面　図 

歩道側 2
6
2

注1）　材質（ビーム、支柱、ブラケット）及び防錆処理（塗装仕上げ）は上表の材料を用いるか、またはこれと同等以上とする。

注２）　防錆処理方法は原則として塗装仕上げによる事とするが、塩害など特に防錆力を必要とする場合は、亜鉛めっき仕

　上げとする。

厚20μ

防　　　　　　錆　　　　　処　　　　　　理

塗　装　仕　上　げ　に　よ　る　場　合

ビームに準ずる。ただし、土中建込部分は亜鉛めっ

き後、黒ワニスを用いた内外面塗装。

JIS G 3302「亜鉛鉄板」の溶融亜鉛めっき法で最小

付着量275ｇ/㎡（両面）とし、燐酸塩処理等の下地

処理を行う。

塗装は熱硬化性アクリル樹脂塗料により最小塗膜

JIS G 3466 (一般構造用角形鋼管)

ビ－ムに準ずる。

ビームに準ずる。ただし、ステンレス製の場合は無

処理とする。

JIS G 3444 (一般構造用炭素鋼鋼管)

　( STK400 )

材　　　　質

ビ　　　－　　　ム
(パネルを含む)

JIS G 3101 (一般構造用圧延鋼材)

　2種　( SS400 )

JIS G 3131 (熱間圧延軟鋼板及び鋼帯)

　( SPHC )

JIS G 3444 (一般構造用炭素鋼鋼管)

　( STKR400 )

　( STK400 )

支　　　　　　　柱

ボ ル ト ・ ナ ッ ト
JIS B 1180 ｢ 六角ボルト ｣

JIS B 1181 ｢ 六角ナット ｣の規定による。

ブ  ラ   ケ  ッ  ト ビ－ムに準ずる。
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120 27.5 65 27.5
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40
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9

 48
.6

M12×100

 7
6.3

M16×220

M16×140
M12×70

5

上段ブラケット 下段ブラケット Ａ部詳細 Ｂ部詳細

120

27.5

30 30

M16×220
6T 丸頭

3.2×84.4×180
M16×220
6T 丸頭

3.2×55×120
M16×140

4T

3.2×84.4×180114.3×4.5×2210

114.3×4.5×1210

支　　柱

外径×厚さ×長さ

M12×70
4T 丸頭

Ⅰ 400×250 D16×300

－ － －

ブラケット　( 上段 )

厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ

ブラケット　( 下段 )

厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ

3.2×55×120
M16×140

4T

48.6×2.3×1955

48.6×2.3×1495

48.6×2.3×  995

ビ　－　ム  ( 下段 )

外径×厚さ×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ

48.6×2.3×1955
M12×70
4T 丸頭

48.6×2.3×1495

48.6×2.3×  995

根巻ブロック

呼び名 幅口×厚さ 鉄筋径×長さ

76.3×3.2×1940

ビ　－　ム  ( 上段 )

外径×厚さ×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ

5

P3-0.8-2.0B-f

P5-0.8-1.0B-f

コ
ン

ク

リ
ー

ト

P4-0.8-1.5E-f

P5-0.8-1.0E-f

4

5

土
中

P3-0.8-2.0E-f

積
　
雪

ラ
ン
ク

4

3

3

形　式

M12×100
4T 丸頭

76.3×3.2×1440

76.3×3.2×  940

P4-0.8-1.5B-f

76.3×3.2×1940
M12×100
4T 丸頭

76.3×3.2×1440

76.3×3.2×  940

建
込
み

建
込
み
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（単位：mm）
〔適用条件〕

1． 防護柵の設置場所、種別及び型式選定については、｢ 防護柵の設置基準・同解説  (（社）

　日本道路協会) ｣ による。

2． 積雪ランクは、3～5地域で使用する。

〔仕　　様〕

1． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

なお、アルミ製防護柵やステンレス製防護柵については、素材そのものの色彩を活かすことを

　基本とする。

2． 根巻ブロックはプレキャストコンクリ－トを標準とし、その構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品設計

　便覧（道－４）｣による。なお、支柱との間隙にはコンク リ－トモルタルを充填するものとする。

3． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分な締固めを行う。

4． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5cm程度）をもたせる。

5． 下段ブラケットは、当図を標準とする。ただし、市場性、経済性等を勘案し、適宜選定する。

6． 柵高は、路面からの高さとする。

〔設計表示方法〕

P ( ) － ( ) － ( ) ( ) Ｌ＝（　　　）m

 積雪ランク     基礎構造 　　 設計延長

（土中ｏｒコン建込みの別）

 柵高   支柱間隔

表示例

P3－1.1－2.0B　　　　Ｌ＝200m

構 造 諸 元 表

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色) オフグレー(薄灰色)

－ １１６ －

名
称

工種
記号 P3～P5-1.1歩道用ガ－ドパイプ(転落防止柵)

10YR  6.0/1.0  程度

ダ－クグレ－(濃灰色)10YR  2.0/1.0  程度

5Y     7.0/0.5  程度

10YR  3.0/0.2  程度

道－Ⅱ－11

鋼製防護柵において基本とする色彩の標準マンセル値

基本色名称 標準マンセル値 基本色名称 標準マンセル値

ダ－クブラウン(こげ茶)

B 部

支柱間隔Ｌ 支柱間隔Ｌ

 側　面　図 
( H=1.1m )

支　柱 ビーム

A 部 歩道側

（コンクリート建込み）
　　　断　面　図　　　

基礎材

根巻ブロック

 断　面　図 
（土中建込み）

26
0

26
0

26
0

28
2

11
00

モルタル

歩道側

25
10

鉄筋

14
0
0

28
2

1
51
011

00

26
0

26
0

26
0

40
0

注1）　材質（ビーム、支柱、ブラケット）及び防錆処理（塗装仕上げ）は上表の材料を用いるか、またはこれと同等以上とする。

注２）　防錆処理方法は原則として塗装仕上げによる事とするが、塩害など特に防錆力を必要とする場合は、亜鉛めっき仕

　上げとする。

支　　　　　　　柱

ボ ル ト ・ ナ ッ ト
JIS B 1180 ｢ 六角ボルト ｣

JIS B 1181 ｢ 六角ナット ｣の規定による。

ブ  ラ   ケ  ッ  ト ビ－ムに準ずる。

材　　　　質

ビ　　　－　　　ム
(パネルを含む)

JIS G 3101 (一般構造用圧延鋼材)

　2種　( SS400 )

JIS G 3131 (熱間圧延軟鋼板及び鋼帯)

　( SPHC )

JIS G 3444 (一般構造用炭素鋼鋼管)

　( STKR400 )

　( STK400 )

JIS G 3466 (一般構造用角形鋼管)

ビ－ムに準ずる。

ビームに準ずる。ただし、ステンレス製の場合は無

処理とする。

JIS G 3444 (一般構造用炭素鋼鋼管)

　( STK400 )

防　　　　　　錆　　　　　処　　　　　　理

塗　装　仕　上　げ　に　よ　る　場　合

ビームに準ずる。ただし、土中建込部分は亜鉛めっ

き後、黒ワニスを用いた内外面塗装。

JIS G 3302「亜鉛鉄板」の溶融亜鉛めっき法で最小

付着量275ｇ/㎡（両面）とし、燐酸塩処理等の下地

処理を行う。

塗装は熱硬化性アクリル樹脂塗料により最小塗膜

厚20μ

40

180
30 30

14

20

 18

7
8

3
.2

4
0

45°

120

27.5
65

 16

5
3

8
0
.5

5
1
.8

 18 48
.6

3
.2

2
8

 114.3

60

120 27.5 65 27.5

840

2
.6

R
40

2
5

 1
9

 4
8.6

M12×100

 7
6.
3

M16×220

M16×140
M12×70

5

上段ブラケット 下段ブラケット Ａ部詳細 Ｂ部詳細

120

27.5

30 30

M12×100
4T 丸頭

76.3×3.2×1955

76.3×3.2×1495

76.3×3.2×  995

建
込
み

コ
ン

ク

リ
ー

ト

3 P3-1.1-2.0B-f

4 P4-1.1-1.5B-f

5 P5-1.1-1.0B-f

4 P4-1.1-1.5E-f 76.3×3.2×1495

5 P5-1.1-1.0E-f 76.3×3.2×  995

建
込
み

土
中

3 P3-1.1-2.0E-f
M12×100
4T 丸頭

76.3×3.2×1955

ビ　－　ム  ( 上段 )ラ
ン
ク

積
　
雪

形　式
外径×厚さ×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ

M16×140
4T － － －114.3×4.5×1510 3.2×84.4×180

M16×220
6T 丸頭

3.2×55×120

48.6×2.3×1940
M12×70
4T 丸頭

48.6×2.3×1440

48.6×2.3×  940

D16×30048.6×2.3×1440

48.6×2.3×  940

3.2×55×120 400×250
M12×70
4T 丸頭

114.3×4.5×2510 3.2×84.4×180
M16×220
6T 丸頭

鉄筋径×長さ

48.6×2.3×1940
M16×140

4T
Ⅰ

呼び名 幅口×厚さ取付ﾎﾞﾙﾄ 厚さ×幅×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ外径×厚さ×長さ 取付ﾎﾞﾙﾄ 外径×厚さ×長さ 厚さ×幅×長さ

支　　柱 ブラケット　( 上段 ) ブラケット　( 下段 ) 根巻ブロックビ　－　ム  ( 下段 )
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（単位：mm）

〔設計条件〕

〔適用条件〕

1． 剛性防護柵ＳＢ種に適用する。

2． 当図は、施工延長50m以上の場合に適用する。

3． 当図の設計条件以外の場合は、荷重、路側条件を勘案し設計する。

〔仕　　様〕

1． コンクリ-トの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

2． 鉄筋は、SD345を使用する。

3． 基礎材は再生砕石（RC-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

4． 基礎材の厚さは20cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（５～10cm）をもたせる。

5． 埋戻しは十分締固めを行う。

6． 膨張目地間隔は50m程度とし、厚さ20mm程度の瀝青繊維質目地板を使用する。

〔設計表示方法〕

ＣGＷ L ＝ ( ) m

　設計延長

表示例

ＣGＷ L ＝ m
※SD295を使用する場合は、別途検討を行う。

－ １１７ －

名
称

工種
記号 ＣＧＷコンクリート壁型防護柵

　kN/m
2150

　kN/m
3

　kN/m
3

　kN/m
3

　kN/m
2

　kN 　　

　kN/m
2

　N/mm
2

      滑 動 の 摩 擦 係 数

　　　地 盤 反 力 度

0.55

10.0

58

9

 コンクリ-ト付着応力度

 鉄筋の許容引張応力度

      過 載 荷 重

24 (18)

土と土

土とコンクリート

0.333

0.297

      衝 突 荷 重

主動土圧係数
（常時）

　N/mm
2

      雪  荷  重

許容応力度

 コンクリ-ト設計基準強度

 コンクリ-ト許容圧縮応力度

200

　N/mm
28 (4.5)

1.6 (1.2) 　N/mm
2

 鉄筋コンクリ-ト

 コンクリ-ト

道－Ⅱ－12

単位質量

土　　砂

24.5

23.0

19.0

8cmまたは12cm 25mm

1.600

65%以下18 8cm 25mm

55%以下

2.093

基礎型枠面積

( m
2 
)

2.789 3.445 18.430 12.000

高炉セメント
(B種)

100

　数　量　表 (10m当り)

躯体コンクリ－ト

( 24N/mm
2 
)

( m
3 
)

基礎材

( m
2 
)

収縮目地
( m )

基礎コンクリ－ト

( 18N/mm
2 
)

( m
3 
)

躯体型枠面積

( m
2 
)

基礎コンクリート

高炉セメント
(B種)

名　　称

躯体コンクリート

呼び強度 スランプ 粗骨材の最大寸法 水セメント比 セメントの種類

24

改23

1750 1.560 2.730 139.2① D16 51

種別 径 長さ(mm) 本数
単位重量 １本当りの質量 質量

摘要
(kg/m) (kg) (kg)

9900 1.560 15.444 216.2② D16 14

340 0.995 0.338 8.8③ D13 26

D16 （SD345) 355.4

D13 （SD345) 49.6

合計 405.0

(10m当り)鉄筋質量表

820 0.995 0.816 40.8④ D13 50

250 70 125
445

6
90

18
0

30
9
00

9
00

30
250

3
0

9
00

6 9
4

219

3
0

7
85

79
5

167

9900

7
0

83

7
0

4
＠

1
00
=
40

0
80

R=55

R35

1000 20

ｽﾘｯﾌﾟﾊﾞｰ φ25-1000 収縮目地

48@200=9600 150150
9900 5050
10000

目地・ｽﾘｯﾌﾟﾊﾞｰ 目地・ｽﾘｯﾌﾟﾊﾞｰ

②D16 ①D16

48@200=9600 150150
9900

②D16 ①D16

35
=4

57
=
30

2
1
63

=
30

0
=4

55
35

3@
15

2.
3

3@
10

0.
7

3@
10

0
3@
1
51

.7

17
47

標準断面図

① 51ーD16Ｘ1750 ② 14ーD16Ｘ9900 ③ 26ーD13Ｘ340

75

75

1
35

=
45
5

=
30

0

50

6
0

①D16

②D16

③D13

目 地 工

収縮目地　＠=10m

削溝の後 ｺｰｷﾝｸﾞ材充填

（ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 t≧10mm）

ｽﾘｯﾌﾟﾊﾞｰ設置図（A部詳細図）

3@
1
00

3@
15

1.
7

配 筋 図

鉄筋加工図

鉄筋組立図 ﾒｯｼｭ筋展開図

90
0

55
55

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ

σck=24kN/mm 2

鋼管 φ32-520 滑材充填

1
00

（瀝青繊維質系 t=20mm）

目地材

5
00

20
0

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

σck=18kN/mm 2

基礎材

32
5

56

32
5

R35

④ 50ーD13Ｘ820

55
55

A部

※端末部3.0mは補強のため縦方向鉄筋のピッチを100mmとする。

100 49@200=9800 100

(※)

(※)

④D13

埋
込
長

90
0

④D13

※点付溶接してよい

26
0以

上

600

60
0

膨張目地



（単位：mm）

　
〔適用条件〕

1． 　斜面からの落石の恐れのある箇所に使用する。

2． 　柵は鉛直とし、柵背面に下表の平場幅が設けられる場合に使用し、柵高は２．０ｍを標準

とする。

3. 　１スパンの柵長は６０ｍを限度とする。

4. 　適用に当たっては当図のほか、下記による。

① 設計要領　〔道路編〕

② 落石対策便覧（(社)日本道路協会）

〔仕　　様〕

1． 　金網は亜鉛メッキ製ひし形金網とし、ＪＩＳ Ｇ ３５５２による。

2. 　部材（金網を除く）には、すべて溶融亜鉛メッキを施すものとし、その規格は、ＪＩＳ Ｈ ８６４１

による。

〔設計表示方法〕

－Ｈ ( ) Ｌ＝ ( ) ｍ
  柵高 　設計延長

表示例

－Ｈ Ｌ＝ ｍ

中 間 支 柱

ワイヤーロープ 3×7 Ｇ/０　φ18

2[-100×50×5×7.5 SS400  

H-200×100×5.5× 8 SS400  

控　　材

主  要  部  材

規　格　・　材　質

　降伏応力度　235 N/mm
2

適　　　用部　　材

端 末 支 柱 H-175×175×7.5×11 SS400  

道－Ⅱ－14

平場の幅（ｍ）

θ≦５０°

2.0 50

ＰＲ

１．０以上

１．５以上

６０

柵の可能吸収エネルギー（参考値）

５９

可能吸収エネルギー（kJ）

５７

１スパンの柵長（ｍ）

３０

金　　網 φ3.2×50×50

間 隔 保 持 材 　降伏応力度　235 N/mm
2

　降伏応力度　235 N/mm
2

　降伏応力度　235 N/mm
2

　破断荷重　  160kN
  初期張力　  Ｔo＝5kN

2-4.5t×65×980 SS400  

－ １１8 －

名
称

工種
記号 ＰＲ落石防止柵

斜面勾配

θ＞５０°

ＰＲ

改19
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端末支柱断面図 中間支柱断面図正面図
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～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～ ～

～

～

～

～ ～ （注） 〔１〕　積雪ランク

ランク①　 ・・・・・・・・・・　1 ｍ 以下（無対策）

ランク③ 　・・・・・・・・・・　1 ｍ ～ 2.5 ｍ以下

～ ～ ランク④　 ・・・・・・・・・・　2.5 ｍ ～ 3.5 ｍ以下

ランク⑤ 　・・・・・・・・・・　3.5 ｍ ～ 4.5 ｍ以下

～ ～ 〔２〕　その他

・ 羽越河川国道管内については、新潟国道管内の地域区分に準じるものとする。

・ 本表以外のバイパス等については、別途担当課と協議した後、決定するものとする。

～ ～

～ ～

～ ～

　管理境界（七尾市大泊町）32.0

③

－ １19 －

～

　四屋Ｉ・Ｃ（高岡市四屋） 44.8

160

号
①

19.2

　終　　　点（七尾市川原町） 0.0

～

160

号

①

　管理境界（氷見市脇） 19.2

～

　間　　　島（氷見市間島）

　四屋交差点（高岡市四屋）

① ～

220.1 　終　　　点（金沢市下堤町） 65.9

0.0

～

～ ～

　金屋トンネル（砺波市庄川町金屋） 193.0 　管理境界（白山市白山町） 21.2

157

号

①

　起　　　点（金沢市下堤町） 0.0

254.2 　天狗橋交差点（白山市鶴来大国町） 17.7

156

号

④

　管理境界（砺波市庄川町小枚） 191.5

③

　起　　　点（七尾市川原町）

③
159

号

41

号
～

～

　笹　津　橋（富山市笹津） 232.3 　県　　　境（加賀市熊坂町） 369.2

8

号

③

　管理境界（津幡町九折） 296.7

④

　県　　　境（神岡町谷） 220.1

～

③

　

～

　金泉寺交差点（富山市金泉寺）

～

　坂戸立体交差（津幡町坂戸） 298.0

①

積
雪
ラ
ン
ク

地　先　名　等
距離標

（ｋｍ）

8

号
③

　管理境界（朝日町境） 198.3

～

　管理境界（津幡町九折） 295.1

～

　富岡交差点（上越市富岡） 196.7

③ ～

　下源入交差点（上越市下源入） 198.8

18

号

⑤

　県　　　境（妙高市関川） 160.3

～

　寺町交差点（上越市寺町） 186.4

④

～

　郷津トンネル（上越市五智国分） 137.9

③ ～

　管理境界（境川橋） 198.3

8

号

①

　管理境界（上越市柿崎区岩平） 111.2

～

　柿崎中学校入口（上越市柿崎区法音寺） 114.4

③

路
　
　
線

積
雪
ラ
ン
ク

地　先　名　簿
距離標

（ｋｍ）

116

号

③

　大河津橋（長岡市寺泊敦ヶ曽根）

①

　終　　　点（新潟市本町）

　管理境界（午新田橋）

113

号

③

　片貝跨線橋（関川村片貝）

④

　県　　　境（関川村金丸）

　十文字交差点（荒川町坂町）

49

号

⑤

　見返大橋（阿賀町八木山）

④

　常　浪　橋（阿賀町平堀・広沢）

③

　横　雲　橋（新潟市横越）

①

　紫竹山Ｉ・Ｃ（新潟市紫竹山）

8

号

①
116

号
③

　新飯田交差点（新潟市新飯田）

③
117

号
⑤～

　紫竹山Ｉ･Ｃ(新潟市紫竹山)

④

17

号

⑤

　明　月　橋（山北町北中） 　湯沢道路ｽﾃｰｼｮﾝ（湯沢町神立）

③ ④

　勝木トンネル（山北町勝木）

③

　県　　　境（湯沢町三国）7

号

①

　起　　　点（新潟市本町） 0.0

　蓮野Ｉ・Ｃ（聖籠町蓮野）

③

　塩野町橋（朝日村塩野町）

①

　県　　　境（山北町中浜）

新　潟　国　道　管　内 長　岡　国　道　管　内

路
　
　
線

積
雪
ラ
ン
ク

地　先　名　等
距離標

（ｋｍ）

路
　
　
線

積
雪
ラ
ン
ク

地　先　名　等
距離標

（ｋｍ）

～

77.6

74.0

34.7

～

34.8

～

48.5

～

67.0

～

～

240.9

229.0

～

185.7

39.5

～

180.3

　県　　　境（阿賀町倉ノ平） 174.5

高　田　河　川　国　道　管　内

～

－

～

34.7

　一次改築起点（津南町上郷宮野原） －

　管理境界（長岡市寺泊敦ヶ曽根）

　起　　　点（柏崎市長崎）

～

29.4

　管理境界（三条市天神林） 　一次改築終点（十日町市大黒沢）

0.0

～ ～

107.7 284.7　川崎交差点（長岡市川崎町）

4.4

～

100.1 275.8

～

　十日町交差点（長岡市十日町）

206.191.7

182.0

～ ～

　米山トンネル（柏崎市米山町）

①～

　管理境界（上越市柿崎区岩平）

～

～

8

号

③

　管理境界（三条市若宮新田） 39.5

積
雪
ラ
ン
ク

地　先　名　等
距離標

（ｋｍ）

路
　
　
線

～

18.6 106.6

75.2 109.5

名
称

工種
記号 －耐雪型防護柵事務所別・路線別積雪ランク表

道－Ⅱ－15

富　山　河　川　国　道　管　内 金　沢　河　川　国　道　管　内

路
　
　
線

改08



　

〔適用条件〕

（単位：mm）

1. 車道のコンクリート舗装に適用する。

〔仕　　様〕

1. 鉄網はコンクリート版の縁部より10㎝程度狭くし、一枚の鉄網の長さは重ね合せを20㎝程度

　とする。

2. 鉄網の鉄筋量は1㎡につき約3㎏を標準とし、D6（SD295）の異形棒鋼を用いる。

3. 鉄網は、溶接によって組立てることを原則とする。

4. 鉄網の埋込み深さは、表面からコンクリートの版厚のほぼ1/3に設ける。版厚が15㎝の場合

　版厚のほぼ1/2とする。

 ただし、N4以下の舗装計画交通量で施工上鉄網を用いることが困難な場合は省略できる。

  この場合は、収縮目地間隔を5ｍとする。

5. コンクリート版の縦縁部には、補強のためにD13（SD295)の異形棒鋼を3本結束する。

〔鉄筋質量表〕 (10m当り)

〔設計表示方法〕

CMS A= (　　　) ㎡
　 鉄網面積

表示例

CMS A= 400 ㎡

道－Ⅲ－1

A=(W-0.2)×(0.8+9.8)　　(㎡)

溶接金網　150㎜×150㎜（網目）　Ｄ6

58.5

6-D13　　ℓ＝9.8ｍ　　　（㎏）

補強鉄筋

106.8

質量　(㎏)

ＣＭＳコンクリート舗装

W=4.00 122.9 58.5

W=3.75

コンクリート版の幅

35.0

37.6

40.3

W=3.50

（ｍ）

－ １２0 －

名
称

工種
記号

113.1 58.5

鉄網 縁部補強鉄筋

100

Ｗ

Ｗ
－
2
0
0

1
0
0

1
0
0

10000

改23



〔適用条件〕

1． 目地の分類は、下表による。設計は「セメントコンクリート舗装要綱（(社)日本道路協会)」による。

注）（　）内数字は、版厚15㎝、20cmの場合とする。

〔仕　　様〕

1. 縦目地は、2車線同時施工する場合ダミー目地とする。また、1車線施工の場合は、突合せ

　目地とする。

2. 膨張目地は、当図を標準とする。又、スリップバー（φ28　ℓ＝700）のアスファルト塗布部は、

　千鳥配置とする。

3. 横目地は、当図を標準とする。又、施工中降雨等で施工目地とする必要が生じた場合は、突

　合せ目地とする。

4. 目地板は、瀝青繊維質板とする。

5. 注入目地材は、加熱式とする。

6. タイバーの間隔は1.0ｍとする。

〔設計表示方法〕

縦目地 ＪＬ－ N= 横目地 ＪＣ－ N=
　 種　別 設計箇所数 種　別 設計箇所数

（構造による分類） （構造による分類）

1. ダミー目地 1. 膨張目地

2. 突合せ目地 2. 打込目地

3. 自由縁部 3. カッター目地

4. 突合せ目地

表示例

ＪＬ－ 1 N= 10 ＪＣ－ 2 N= 10

(　　) (　　) (　　) (　　)

240-480（120-240）

ｽﾘｯﾌﾟﾊﾞｰを用いた突合せ目地 － 10（8）

－ １２1 －

ＪＬ目地板

横目地

伸縮目地 膨 張 目 地
4月～11月

12月～3月 120-240（60-120）

収縮目地
ｽﾘｯﾌﾟﾊﾞｰを用いたﾀﾞﾐｰ目地 － 10（8）

道－Ⅲ－2

目地間隔

縦目地 そり目地
ﾀｲﾊﾞｰを用いたﾀﾞﾐｰ目地 － 3.25ｍ～3.75ｍ

ﾀｲﾊﾞｰを用いた突合せ目地 － 3.25ｍ～3.75ｍ

名
称

工種
記号

働きによる分類 構造による分類 施工期間場所による分類

3.50 (10)+15+30+6@40+30+15+(10)

3.75 (10)+22.5+35+6@40+35+22.5+(10)

4.00 (10)+20+30+7@40+30+20+(10)

アスファルト塗布

アスファルト塗布配置図

コンクリート版の厚さ

注）（ ）内の数字は、曲げ強度392N/ｍ2

　　 の場合とする。

N6　交通

N7　交通

28

30

ｺﾝｸﾘｰﾄ版の厚さｈ(cm)

   15(20)

   20(25)

25

交通量の区分

N3交通以下

N4　交通

N5　交通

縦目地材料表 （10ｍ当り）

注） 注入目地は、注入幅が6㎜、目地板は、舗装厚が30㎝の場合である。

－ － － －－ 2.6 4.2 －

10 10 36.2 －2.5 － － －

－ － － 102.5 － － 10

（㎏） （㎡） （㎏）
D22×

1.0ｍ（本）

ねじ付
ﾀｲﾊﾞｰ

ﾁｪｱｰ ｸﾛｽﾊﾞｰ 木目の台又
はL形プラス
チック（ｍ）

D22×
1.0ｍ（本）

Ｄ13（個） Ｄ13（㎏）

注入目地材 目地板 シール材 ﾀｲﾊﾞｰ働きによる 構造による

分　　類 分 類

そり目地
ﾀ ﾞ ﾐ ｰ目地

突合せ目地

自由縁部

瀝

瀝

瀝瀝

型

40

横目地材料表 （1ヶ所当り）

注） ｶｯﾀｰ目地、突合せ目地の注入目地材は、注入幅6㎜、打込目地の注入目地材は、注入幅6㎜、注入厚75㎜、

膨張目地の目地板は、舗装板厚30㎝の場合である。

12 15.5－ － 12 －－ 11 14.5 1.00.9 － － 11

24 31.0

突 合 せ 目 地 0.9 － － 11 － 11 13.5

0.3 － 12 －－ 22 29.1 1.00.9 0.28 － 1111 － 22 27.1打 込 み 目 地 0.9 0.26 －

12 － 24 31.029.1 1.8 － －－ 11 － 2222 27.1 1.7 －

12 24 31.0

収
縮
目
地

ｶ ｯ ﾀ ｰ 目 地 1.5 － － 11 －

4.2 1.0 12 －－ 11 22 29.127.1 3.9 1 11

個 ㎏

伸
縮

目
地 膨 張 目 地 3.7 0.9 11 － 11 22

㎡ 本 本 個個 個 ㎏ ㎏㎏ ㎡ 本 本

Ｄ13 Ｄ13

㎏ ㎡ 本 本 個 個 ㎏

φ25×
700 Ｄ13 Ｄ13

φ28×
700

φ25×
700 Ｄ13

ｽﾘｯﾌﾟ
ﾊﾞｰ ｷｬｯﾌﾟ ﾁｪｱｰ

ｸﾛｽ
ﾊﾞｰ

ｸﾛｽ
ﾊﾞｰ

注入
目地
材

目地
板

ｽﾘｯﾌﾟ
ﾊﾞｰ

Ｄ13
φ28×
700

働
き
に

よ
る
分
類

構造に
よる分類

Ｗ＝3.50ｍ（車道幅7.0ｍ） Ｗ＝3.75ｍ（車道幅7.5ｍ）

注入
目地
材

目地
板

ｽﾘｯﾌﾟ
ﾊﾞｰ

ｽﾘｯﾌﾟ
ﾊﾞｰ ｷｬｯﾌﾟ ﾁｪｱｰ

Ｗ＝4.00ｍ（車道幅8.0ｍ）

注入
目地
材

目地
板

ｽﾘｯﾌﾟ
ﾊﾞｰ

ｽﾘｯﾌﾟ
ﾊﾞｰ ｷｬｯﾌﾟ ﾁｪｱｰ

ｸﾛｽ
ﾊﾞｰ

φ28×
700

φ25×
700



〔適用条件〕

1. 環境条件等から意匠性が必要な箇所等に使用する。

（単位：mm） 2. 使用箇所による種別及び舗装構成は下表により選定する。

3. 種別Ｂの舗装厚の設計は、原則としてアスファルト舗装要鋼のＣＢＲ法による。ただし、ブロッ

　クの等値換算係数は1.0とし、サンドクッション層は合計厚に含めない。

4. 交通量区分がN6・N7交通（大型車交通量1000台/日・方向以上）の車道には、原則としてイン

　ターロッキングブロック舗装を使用しない。

5. 車道に使用する場合は、サンドクッションのかわりに空練りセメントモルタルを使用してもよい。

〔仕　　様〕

1. ブロックの規格は原則として「インターロッキングブロック舗装設計施工要領（インターロッキ

　ングブロック協会）」「インターロッキングブロック舗装設計施工要領（車道編）改訂版（インター

　ロッキングブロック協会）」による。

2. 舗装構造は、当図を標準とする。

3. ブロックの配列は、環境条件等に調和させる。ただし、車道舗装は長方形ブロックを使用し、

　当図を標準とする。

4. ブロックは、縦、横目地が直線となるよう敷詰める。

5. サンドクッション材は、粒度、含水率の均質な粗砂及び中砂から適宜選定し、仕上げ厚さは、

　種別Aは3㎝、種別Bは2㎝を標準とする。

6. 目地幅は、3㎜を標準とする。

7. 目地材は、乾いた細砂とし、平坦に仕上げる。

8. その他設計施工の詳細は「インターロッキングブロック舗装設計施工要領（インターロッキン

　グブロック協会）」、「インターロッキングブロック舗装設計施工要領（車道編）改訂版（インター

　ロッキングブロック協会）」の最新版を参照する。

〔設計表示方法〕

ＩＢ － － A= ㎡
 ブロック厚さ 設計面積

 Ａ，Ｂ種別

表示例

ＩＢ－Ａ－80 Ａ ＝ 400㎡

名
称

道－Ⅲ－3

設計CBR6以上，ＴＡ=15

ブロック厚
(mm)

除雪車荷重を考慮しない箇所

備　　　　考

80

使用箇所

工種
記号 ＩＢインターロッキングブロック舗装

(　　) (　　)

種別

Ｂ 20

Ａ
30

ｻﾝﾄﾞｸｯｼｮﾝ
仕上げ厚さ

(mm)

60

80 20

設計CBR6以上

除雪車荷重を考慮する箇所

－ １２2 －

(　　)

駐車場，ｺﾐｭﾆﾃｨ道路

車道，バス停，車輌乗入道

自歩道

改23

Ａ Ｂ

注）上層路盤の一部に瀝青あるいはセメント安定処理を用いてよい。

車輌進行方向 車輌進行方向

※車輌進行方向に90°の配列と45°の配列がある。

注）1.車道舗装は長方形ブロックを使用し、荷重の分散効果、かみ合わせ効果及び安定性を確保する。



3. 新設時、修繕時の舗装断面は下表のとおりとする。

新　　　設

修　　　繕

　

〔適用条件〕 注1） (　)の値は用途がトンネル部の場合とする。

注2） アスファルト安定処理の厚さは、粒度路盤とセメント安定処理路盤の厚さ150mmに相当する。

1． 一般路（交通区分がN3～N7交通）、トンネル内、洞門、スノーシェッド内、交差点等、交通の切り回しの 注3） Ｋ30が200MPa/m以上の場合でも湧水等により、既設路盤の支持力の低下が懸念される場合、

　困難な箇所や、交通量が多く長期に及んで交通規制のとれない （短時間に修繕を必要とする） 箇所の 既設路盤のｔ＝70㎜をアスファルト安定処理に置き換える。

　舗装工事、または舗装修繕工事に適用する。 注4） アスファルトの中間層は、再生密粒度アスファルト（13）とする。

2. 載荷重の負荷が大きい除雪基地等、将来沈下等の修繕が予想される場所に適用する。 注5） 粒調砕石の修正ＣＢＲは８０％以上、クラッシャランの修正ＣＢＲは３０％以上の品質とする。

3. 新設コンクリート舗装工事において、施工時期等により、現場打ちでは所定の品質の確保が難しいと

  予想される場合や、早期交通解放が必要な場合等は適用を検討する。 4. 融雪が必要な箇所には、融雪装置を埋設したＲＣ版舗装を検討すると良い。

4. コンクリート舗装版（ＲＣ版）の形状は道路幅員、敷設条件及び輸送を検討したうえで決定する。 5. ねじり作用がかかる曲線部や交差点、あるいは明かり部に適用する場合は、タイバーによる

 連結を検討する。

〔仕　　様〕 6. カラー化や意匠性の付加も可能とする。

7. 詳細は、「リバーシブル型・融雪配管埋設型プレキャストＲＣ版舗装設計施工マニュアル」（プレキャ

1． 構造規格は、「土木用コンクリート製品設計便覧（道－６）」による。  ストＲＣ版舗装協会）を参照のこと。

2. ＲＣ版の厚さ及び設計基準強度は下表のとおりとする。

〔設計表示方法〕

ＰＲＣ －(　) － (　) － (　) Ａ＝ (　) ㎡

製品長 版厚 設計面積

表示例

ＰＲＣ － Ｂ 1500 －Ｌ 5500 －　ｔ 230 Ａ＝ 60 ㎡

t

名
称

道－Ⅲ－4

工種
記号 ＰＲＣコンクリート舗装版（ＲＣ版）

幅

－ １２3 －

23(18)

Ｎ7　交通 28(23)

交通量の区分
　　　　　　　　　注1)

ＲＣ版の厚さ　(cm)

呼び名
寸　　　法　(mm)

Ｂ Ｌ

1500 1500 5500 150～280

1700 1700 5000 150～280

曲げ強度  (N/mm2)

σct≧5.9MPa(σ28）

Ｎ3～Ｎ5 交通 15(15)

Ｎ6　交通

側　面　図

平　面　図

t
B

L

40 150 －N7 3000以上 280(230) 6以上

150 －

N6
1000以上

3000未満
230(180) 6以上 40 150 －

40

200 300

N4
100以上

250未満
4 100 250150(150)

3

6以上N5
250以上

1000未満

N3 100未満

路盤厚さ(㎜)

区分 (台/日・方向)
上層路盤

(粒調砕石)

下層路盤

(ｸﾗｯｼｬﾗﾝ)

舗装計画交通量 　　　　注1)

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄRC

舗装版最低厚

（㎜）

設計ＣＢＲ

(％)

アスファルト

中　間　層

(mm)

舗装計画交通量 　　　　注1)

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄRC

舗装版最低厚

（㎜）

既設路盤上の

支持力係数

(K30値)

アスファルト

中　間　層

(mm)区分

N3 100未満

150(150)N4
100以上

250未満

N5
250以上

1000未満

200MPa/m未満

40

200MPa/m以上

(台/日・方向)

注2）

注3）

N6
1000以上

3000未満
230(180)

200MPa/m未満

40

200MPa/m以上

瀝青安定処理

t=100mm

既設路盤

＋補足材

注2）

注3）

N7 3000以上 280(230)

200MPa/m未満

40

200MPa/m以上

瀝青安定処理

t=100mm

既設路盤

＋補足材

摘　要
　　　　注4)

路　盤

瀝青安定処理

t=70mm

既設路盤

＋補足材

注2）

注3）

改13



（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 設置箇所及び種別の選定は、「交通安全施設設計要領（（社）北陸建設弘済会）」による。

〔仕　　様〕

1． 標識板の材質は、アルミニウム合金板（ｔ＝2.0㎜）とし、反射材料は原則としてカプセルレ

　ンズ型とする。

2． 支柱の材質は、STK400とし、溶融亜鉛めっきを施すものとし、JIS　H8641（HDZ55）による。

3． 支柱の埋込長（ｈ1）は、最小50㎝とし、標識板の大きさにより適宜調整する。

4． 支柱との間には、モルタルを充填する。

5． 現場打ちコンクリートとする場合の配合規格は下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

6． 基礎材は再生砕石（ＲＣ－40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

7． 基礎材の厚さは10㎝程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10㎝）をもたせる。

8． 埋め戻しは、十分締め固めを行う。

9． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

〔設計表示方法〕

－ － ( ) － ａ × ｂ Ｎ ＝ （ ）

－Ｓ－ － × Ｎ ＝

10YR  3.0/0.2  程度

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色)

－ １２4 －

10.1kg/m 44.4kg/m

法肩部

単柱型標識 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

S- 1 500 1400

S- 2 600 1400

設置箇所

歩道部

呼び強度

18

種別

H 単位質量 質　　量

基礎寸法(mm) 支　柱

A

標識柱において基本とする色彩の標準マンセル値

道－Ⅳ－1

工種
記号 ＳＰ－Ｓ

スランプ

単　柱　型　標　識

60％以下
高炉セメント

（Ｂ種）

粗骨材の最大寸法 水セメント比 セメントの種類

名
称

種　　別

表示例

ＳＰ 1 800

8㎝又は12㎝ 25㎜又は40㎜

1300 10

Ｓ

 板寸法 設計基数

ＳＰ

10YR  6.0/1.0  程度 オフグレー(薄灰色) 5Y     7.0/0.5  程度

基本色名称 標準マンセル値 基本色名称 標準マンセル値

ダ－クブラウン(こげ茶) 10YR  2.0/1.0  程度 ダ－クグレ－(濃灰色)

44
00

ｂ=1350以下

a
=9
00
以
下

2
5
00

補助板

(600×600)

基礎コンクリート

基礎材

支　柱
101.6×4.2×4400

板

モルタル充填

h
1

A
Ｈ

Ａ

  150
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（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 設置箇所及び種別の選定は、「交通安全施設設計要領（（社）北陸建設弘済会）」による。

〔仕　　様〕

1． 標識板の材質は、アルミニウム合金板（ｔ＝2.0㎜）とし、反射材料は原則としてカプセルレ

　ンズ型とする。

2． 支柱の材質は、STK400とし、溶融亜鉛めっきを施すものとし、JIS　H8641（HDZ55）による。

3． 支柱の埋込長（ｈ1）は、最小50㎝とし、標識板の大きさにより適宜調整する。

4． 支柱との間には、モルタルを充填する。

5． 現場打ちコンクリートとする場合の配合規格は下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

6． 基礎材は再生砕石（ＲＣ－40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

7． 基礎材の厚さは10㎝程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10㎝）をもたせる。

8． 埋め戻しは、十分締め固めを行う。

9． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

〔設計表示方法〕

注） 1, 標識板の大きさは　a＝2.0ｍ以下、b＝1.0ｍ～3.0ｍ　とする。

2, 支柱の長さは、2本の支柱の長さの合計を示す。 － －( ) －ａ×ｂ Ｎ＝（ 　）
3, 支柱の位置は、原則として　板　b寸法の4等分点（外側）とするが、基礎幅がとれない場合は、

基礎幅がとれる位置とする。

－ － － × Ｎ ＝

道－Ⅳ－2

工種
記号 ＳＰ－Ｗ

粗骨材の最大寸法 水セメント比 セメントの種類

単位質量 歩　道　部

－ １２5 －

二　柱　型　標　識

25㎜又は40㎜

法　肩　部

10YR  6.0/1.0  程度

181.56

基礎寸法（㎜）
板面積

二柱型標識 基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

支　　　　　　　　　　　　　　　柱

規　格 法　肩　部 歩　道　部

W－1 700 1400 1.4㎡以下 89.1×3.2

L＝L1＋L2　（ｍ）種別 Ａ H φ×ｔ

6.78 57.63

質量（ｋｇ）L＝L1×2　（ｍ） （Kg／m) 質量（ｋｇ）

700 1700 2.3㎡以下 101.6×4.2

4.35＋4.15=8.5 4.15×2=8.3

4.60×2=9.2 10.10 94.94

W－3 800 1900 3.3㎡以下 114.3×4.5

4.80＋4.60=9.4W－2

17.80W－5 1000 2100 6.0㎡以下

5.30＋4.60=9.9 4.60×2=9.2 13.40139.8×4.0W－4 900 2000 4.8㎡以下

4.60×2=9.2

132.66 123.28

117.12 112.24

165.2×4.5 5.60＋4.60=10.2

5.00＋4.60=9.6 4.60×2=9.2 12.20

56.27

ＳＰ Ｗ 3

種　　別

163.76

92.92

高炉セメント

（Ｂ種）

ＳＰ Ｗ

60％以下

名
称

呼び強度 スランプ

18 8㎝又は12㎝

標準マンセル値

ダ－クブラウン(こげ茶) 10YR  2.0/1.0  程度

 板寸法

表示例

1300 10800

ダ－クグレ－(濃灰色) 10YR  3.0/0.2  程度

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色)

設計基数

標識柱において基本とする色彩の標準マンセル値

基本色名称

オフグレー(薄灰色) 5Y     7.0/0.5  程度

標準マンセル値 基本色名称

A
H

A

  150

ｂ

a
25
0
0

基礎コンクリート

基礎材

支柱

板

モルタル充填

250

L
2

基礎材

支柱

L
1

モルタル充填

1:
1.
5

h
1

h
1

基礎コンクリート
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（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 設置箇所及び種別の選定は、「交通安全施設設計要領（（社）北陸建設引済会）」による。

2． 着雪防止板を設置する場合は、下図に示すとおり「表示板寸法+着雪防止板の投影寸法」

　を表示板寸法として読み換えることにより種別を決定するものとする。なお、梁材と表示板の

　取付位置は、表示板の中央とする。

〔仕　　様〕

1． 標識板の材質は、アルミニウム合金板（ｔ＝2.0mm）とし、反射材料は原則としてカプセルレ

　 ンズ型とする。また、アルミニウムＴ型材の材質は、JIS Ｈ 4100 Ａ6063Ｓ-Ｔ5とする。

2． 支柱及び梁の材質は、STK400とし、溶融亜鉛めっきを施すものとし、JIS Ｈ 8641（HDZ55）

　を標準とする。ただし、周辺環境との調和を図るために、支柱及び梁等の色彩を考慮する必

　要がある時は、明度、彩度の低い色彩（例えば茶系色等）を使用することが望ましい。

3． 標識板、支柱及び梁以外の部材の材質はSS400とする。

4． 基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

　ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

5． 基礎材は再生砕石（ＲＣ-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

6． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

7． 埋戻しは、十分締固めを行う。

8． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

〔設計表示方法〕

－ － ( ) － a × b N ＝ ( ) 基

　　種別 　板寸法 　設計基数

表示例

－ Ｎ ＝ ５ 基

標識柱において基本とする色彩の標準マンセル値

道－Ⅳ－3

工種
記号 ＳＰ－Ｆ１

粗骨材の最大寸法 水セメント比 セメントの種類

片持型標識(F1) (その1)

－ １２６ －

700×1500

高炉セメント
（Ｂ種）

ＳＰ Ｆ1

25mm又は40mm 60％以下

ダ－クグレ－(濃灰色)

8cmまたは12cm

名
称

呼び強度 スランプ

18

ＳＰ Ｆ1 － 2Ａ －

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色) 10YR  6.0/1.0  程度 オフグレー(薄灰色) 5Y     7.0/0.5  程度

基本色名称 標準マンセル値 基本色名称 標準マンセル値

ダ－クブラウン(こげ茶) 10YR  2.0/1.0  程度 10YR  3.0/0.2  程度

ｄ

ｂ

梁
1

ｌ 1
1 5 0

板

ｂ / 2 ｂ / 4ｂ / 4

ｄ
支　柱

3

ａ
Ｈ

ベースプレート

アンカーボルト

基礎コンクリート

基礎材

ｌ
3

部ａ

最 小 0 . 5 ｍ

着 雪 防 止 板
5°

5ｌ

Ｐ - 12Ｌ

Ｍ-16×50ｌ

ｌ
5

ｌ
5 /
2

板

取付板詳細

d 3

ｅ2 ｅ3

1ｔ 1ｔ

1
0

2 0

1
0

d
1

2ｆ

1ｆ

ｅ
1

Ｒｉｂ Ｐ - 12Ｌ

Ｃａｐ Ｐ - 3.2Ｌ

Ｃａｐ Ｐ - 3.2Ｌ

7 ボルトφ1

1
0

部 詳 細ａ

ｅ4

ｂ

ｂ / 2ｂ / 4 ｂ / 4

アルミＴ 型材配置 図

ａ

Ｔ型アルミ材

注）標識板の取付は、各アルミＴ型材
毎に行う。

Ｃ
2

Ｃ
3

Ｃ
1

Ｃ
3

Ｃ 2 Ｃ3

Ｃ1

Ｃ3

Ｒｉ ｂ  Ｐ  -  1 2Ｌ

ｔ
2

1 0

1 0

d 3

2
0

2
0
0

ベースプレート詳細

Ｃ
2

アンカーボルト詳細

10 0 1 0 0

5
0

5
0

Ｃ 2

ア ン カー ボ ル ト

φ2

1
8
0 1
0
0

ｌ
4

ｌ
4
/
2

ｌ
4
/
2

Ｃ25 0 5 0

Ｐ - 6Ｌ

着雪防止板

種
別

決
定

に
用

い
る

標
示

板
寸

法

標
示

板
寸

法
着

雪
防

止
板

投
影

寸
法
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Ｈ　　≧　　3.5ｍ

（単位：mm） （単位：mm）

Ｈ　　≧　　5.0ｍ

（単位：mm） （単位：mm）

注）　1. 基礎コンクリートの寸法は下図を示す。

　　　2. 基礎コンクリートの （　　） 内寸法は、法肩に設置する場合の根入れ寸法を示す。

　　　3. 表中の基礎コンクリートの形状で対応出来ない場合は、別紙の基礎寸法選定表を参照されたい。

－ １２７ －

部  材  寸  法  選  定  表

道－Ⅳ－4

名
称

工種
記号 ＳＰ－Ｆ１片持型標識(F1) (その2)

3700未満
6-22200 400 300 19200 200 200 250

2500未満

Ｆ 1 - 3 Ａ
1300未満 2500以上

190.7×5.3 4050 216.3×5.8 4350

種　別
板の寸法 梁 支　　柱

ａ ｂ ｄ1 ｌ1 ｄ3 ｌ3

取付板 頭 部 寸 法 梁 フ ラ ン ジ

ｌ5 ｅ1 ｅ2 ｅ3 ｅ4 ｆ1 ｆ2 ｔ1 Φ1

Ｆ 1 - 1 Ａ 800未満
1000以上

114.3×4.5
2500未満

2850 165.2×4.5 4100 165 200 200 250 150 260 180 12 6-16

Ｆ 1 - 2 Ａ
800以上

1000以上
139.8×4.5 2850 190.7×5.3 4350 200 200 200 250 150 300 220 19 6-20

基礎コンクリート

正方形（□Ａ×Ｃ） 長方形（Ａ×Ｂ×Ｃ）

□800×1600（1600）　 800×900×1500（1600）　

□900×1800（1900）　 900×1400×1500（1500）　

366.1 29.6□1000×2000（2100）　 1000×1800×1500（1600）　22 4-22（Ｍ22） 900450 350 50

254.8 27.24-22（Ｍ22） 700

ベースプレート アンカーボルト 鋼材重量（kg）

Ｃ1 Ｃ2 Ｃ3 ｔ2 Φ2 ｌ4 支柱等 アンカーボルト

450 350 50 22 4-22（Ｍ22） 500 192.7 24.9

450 350 50 22

3700未満
400 300 19 6-22250 250 300 2004050 267.4×6.6 5850 200Ｆ 1 - 3Ｂ

1300未満 2500以上
190.7×5.3

2500未満
6-20150 300 220 19200 200 200 250

2500未満

Ｆ 1 - 2Ｂ
800以上

1000以上
139.8×4.5 2850 216.3×5.8 5850

260 180 12 6-16200 200 250 150Ｆ 1 - 1Ｂ 800未満
1000以上

114.3×4.5 2850 190.7×5.3 5600 165

ｆ1 ｆ2 ｔ1 Φ1ｅ1 ｅ2 ｅ3 ｅ4ａ ｂ ｄ1 ｌ1 ｄ3 ｌ3 ｌ5

取付板 頭 部 寸 法 梁 フ ラ ン ジ
種　別

板の寸法 梁 支　　柱

527.3 37.14-25（Ｍ24） 900600 450 75 25

326.7 29.6□1000×1900（1900）　 1000×1600×1500（1600）　

□1100×2100（2200）　 1100×2000×1500（1600）　

22 4-22（Ｍ22） 900450 350 50

256.8 27.24-22（Ｍ22） 700450 350 50 22

支柱等 アンカーボルトΦ2 ｌ4Ｃ1 Ｃ2 Ｃ3 ｔ2

アンカーボルト 鋼材重量（kg）ベースプレート 基礎コンクリート

正方形（□Ａ×Ｃ） 長方形（Ａ×Ｂ×Ｃ）

□900×1700（1700）　 900×1200×1500（1500）　

Ａ

Ｂ

Ｃ

道路進行方向

Ａ

Ａ

Ｃ
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種　別 ： Ｆ １ - 1 Ａ （単位：m） 種　別 ： Ｆ １ - 1 Ｂ （単位：m）

種　別 ： Ｆ １ - 2 Ａ （単位：m） 種　別 ： Ｆ １ - 2 Ｂ （単位：m）

種　別 ： Ｆ １ - 3 Ｂ （単位：m）

種　別 ： Ｆ １ - 3 Ａ （単位：m）

注）　1.　 表中のＡ、Ｂは下図を示す。

　　　2. 表中の数字は、根入れ寸法 （Ｃ） を示す。なお、 （　　） 内寸法は法肩に設置する場合の

　根入れ寸法 （Ｃ） を示す。

基　礎　寸  法  選  定  表

Ｂ　
0.7 0.9

1.2

1.5 1.9（2.1）

1.5 1.8

1.2（1.3） 1.0（1.2） 0.8（1.1）

1.2

道－Ⅳ－5

1.8

0.9

1.8

1.5（1.5） 1.3（1.3） 1.0（1.1） 0.8（1.0）

2.1
　Ａ

0.7 1.6（1.6） 1.5（1.5）

0.7（0.9）

1.2 1.4（1.4） 1.3（1.3） 1.4（1.1） 0.8（0.8） 0.6（0.6）

0.9 1.6（1.7）

1.5 1.3（1.3） 1.1（1.1） 0.9（0.9）

1.0（1.0） 0.7（0.7）

1.8 1.2（1.2） 1.0（1.0） 0.8（0.8）

Ｂ　
0.8 0.9 1.2 1.5 1.8 2.1

2.0 1.1（1.1）

2.4
　Ａ

0.8 1.9（1.9） 1.8（1.8） 1.6（1.6） 1.3（1.4） 1.1（1.3） 0.9（1.2）

0.9 1.8（1.9） 1.7（1.7） 1.5（1.5） 1.2（1.3） 1.0（1.2） 0.9（1.1）

1.2 1.7（1.7） 1.6（1.6） 1.4（1.4） 1.2（1.2） 0.9（1.0） 0.8（0.9）

1.5 1.5（1.5） 1.5（1.5） 1.3（1.3） 1.0（1.0） 0.8（0.8）

1.8 1.4（1.4） 1.3（1.3） 1.1（1.1） 0.9（0.9）

2.0 1.3（1.3） 1.3（1.3） 1.1（1.1） 0.8（0.8）

1.8 2.1 2.4
　Ａ

Ｂ　
0.9 1.2 1.5

1.0（1.2） 0.9（1.1）

0.9 2.0（2.0） 1.8（1.8） 1.6（1.6） 1.3（1.5）

1.6（1.6） 1.3（1.3） 1.1（1.1） 0.8（0.9）

1.1（1.4）

1.2 1.9（2.1） 1.7（1.8） 1.5（1.5） 1.3（1.4）

0.8（0.8）

1.8 1.6（1.6） 1.4（1.4） 1.2（1.2） 0.9（0.9）

1.5 1.7（1.8）

2.0 1.5（1.5） 1.3（1.3） 1.1（1.1）

1.8（1.8） 1.6（1.6） 1.3（1.3） 1.1（1.1） 0.9（1.0）

1.2（1.2） 0.9（0.9）1.8 1.8（1.8） 1.6（1.6） 1.4（1.4）

2.0 1.7（1.7） 1.5（1.5） 1.3（1.3） 1.1（1.1）

1.5（1.5） 1.3（1.3） 1.0（1.2） 0.8（1.1）

0.8

0.9 1.7（1.8） 1.7（1.7）

0.7（0.7）

1.5 1.4（1.4） 1.3（1.3） 1.1（1.1） 0.9（0.9）

1.5（1.6） 1.5（1.5）

1.0（1.0） 0.8（0.8）

0.8（0.9）1.3（1.3） 1.0（1.0）

1.3（1.3） 1.2（1.2）

1.7（1.7） 1.4（1.4） 1.2（1.2） 1.0（1.1）

2.0 1.2（1.2） 1.2（1.2） 0.9（0.9）

0.9（1.0）

1.5 1.6（1.6） 1.5（1.5） 1.3（1.3） 1.0（1.0） 0.8（0.8）

1.2 1.8（1.9）

1.5（1.5） 1.3（1.3） 1.1（1.1） 0.9（0.9）

1.1（1.3）

　Ａ

Ｂ　

2.0 1.4（1.4） 1.3（1.3） 1.0（1.0）

1.8（1.8） 1.6（1.6） 1.3（1.5） 1.1（1.3）

1.0

1.2 2.0（2.0）

Ｂ　
0.8 0.9 1.2

　Ａ
1.8 2.1

1.8（1.9） 1.8（1.8） 1.6（1.6） 1.4（1.4） 1.1（1.3） 0.9（1.2）

1.5

Ｂ　
0.9 1.2 1.5

　Ａ
1.8 2.1 2.3

1.9（1.9） 1.7（1.7） 1.5（1.5） 1.2（1.4） 1.1（1.3）

1.3（1.6）

1.0 1.2 1.5 1.8

2.1（2.1） 1.9（1.9） 1.7（1.7） 1.4（1.6）

－ １２８ －

名
称

工種
記号 ＳＰ－Ｆ１片持型標識(F1) (その3)

2.1 2.4 2.5

2.3（2.3）

Ａ

Ｂ

Ｃ

道路進行方向
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（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 設置箇所及び種別の選定は、「交通安全施設設計要領((社)北陸建設弘済会)」による。

2． 着雪防止板を設置する場合は、下図に示すとおり「表示板寸法+着雪防止板の投影寸法」

　を表示板寸法として読み換えることにより種別を決定するものとする。 ただし、梁材の取付け

　位置及び梁の補強材の長さ（ｌ2）については、表示板寸法のみから決定される種別の寸法に

　従うものとする。

〔仕　　　様〕

1． 標識板の材質は、アルミニウム合金板（ｔ＝2.0mm）とし、反射材料は原則としてカプセルレ

　ンズ型とする。また、アルミニウムＴ型材の材質は、JIS Ｈ 4100 Ａ6063Ｓ-Ｔ5とする。

2． 支柱及び梁の材質は、STK400とし、溶融亜鉛めっきを施すものとし、JIS Ｈ 8641（HDZ55）

　を標準とする。ただし、周辺環境との調和を図るために、支柱及び梁等の色彩を考慮する必

　要がある時は、明度、彩度の低い色彩（例えば茶系色等）を使用することが望ましい。

3． 標識板、支柱及び梁以外の部材の材質はSS400とする。

4． 基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

　ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

5． 　基礎材は再生砕石（ＲＣ-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

6． 　基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

7． 　埋戻しは、十分締固めを行う。

8． 「景観に配慮した道路付属物等整備ガイドライン（道路のデザインに関する検討委員会）」により

 適切な色彩を選定する。

〔設計表示方法〕

－ － ( ) － a × b N ＝ ( ) 基

　　種別 　板寸法 　設計基数

表示例

－ Ｎ ＝ ５ 基

－ １２９ －

ＳＰ Ｆ2

ＳＰ Ｆ2

18 8cmまたは12cm

－ 2Ａ －

名
称

1500×2500

25mm又は40mm 60％以下

標識柱において基本とする色彩の標準マンセル値

基本色名称

10YR  3.0/0.2  程度

高炉セメント

10YR  2.0/1.0  程度 ダ－クグレ－(濃灰色)

道－Ⅳ－6

呼び強度 スランプ 粗骨材の最大寸法

工種
記号

水セメント比 セメントの種類

ＳＰ－Ｆ２片持型標識(F2) (その1)

（Ｂ種）

グレ－ベ－ジュ(薄灰茶色) 10YR  6.0/1.0  程度 オフグレー(薄灰色) 5Y     7.0/0.5  程度

標準マンセル値 基本色名称 標準マンセル値

ダ－クブラウン(こげ茶)

1 5 °

5ｌ

Ｐ - 12Ｌ

Ｍ-16×50
ｌ

ｌ
5ｌ
5 /
2

板

取付板詳細

注） 標識板の取付は、各アルミＴ型材
　　 毎に行う。

ｌ
5ｌ
5 /
2

ｌ
2

5ｌ +ｌ2 +tan15°

ｂ

ｂ / 6

アルミＴ型材配置図

Ｔ型アルミ材

ｂ

ｂ / 2ｂ / 4 ｂ / 4

ａ

Ｔ型アルミ材

ｂ / 6ｂ / 3ｂ / 3

〔 Ｆ 　 -  1 8 Ａ ， Ｆ 　 - 1 8 Ｂ 〕2 2 〔 左 記 以 外 の 種 別 〕
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ｄ

ｂ

梁
1

ｌ 1
1 5 0

板

ｂ / 2 ｂ / 4ｂ / 4

ｄ
支　柱

3

ａ
Ｈ

ベースプレート

アンカーボルト

基礎コンクリート

基礎材

部ａ

最小0 . 5 ｍ

着 雪 防 止 板

ｌ
2

ｄ 2

Ｃ
2

Ｃ
3

Ｃ
1

Ｃ
3

Ｃ 2 Ｃ3

Ｃ1

Ｃ3

Ｒｉ ｂ  Ｐ  -  1 2Ｌ

ｔ
2

1 0

1 0

d 3

2
0

2
0
0

ベースプレート詳細

Ｃ
2

アンカーボルト詳細

1 0 0 1 0 0

5
0

5
0

Ｃ2

アンカー ボルト

φ2

1
8
0 1
0
0

ｌ
4

ｌ
4
/
2

ｌ
4
/
2

Ｃ25 0 5 0

Ｐ - 6Ｌ

Ｃ3 Ｃ3Ｃ2/ 2Ｃ2/ 2 / 2 Ｃ2/ 2

Rib PL-12

ｅ3ｅ2

ｅ
1

t1 t1 200

20

10

1
0

Cap PL-3.2

Cap PL-3.2

ボルトφ1

ｄ
1

ｄ3

10

ｆ3

ｆ2

ｆ3

ｆ2

ｄ3

ｅ3ｅ2

Rib PL-12

1
0

1
0

ｄ
1

ボルトφ1

20
Cap L-3.2

t1 t1 200

ｅ
1

Cap PL-3.2

〔Ｆ2-１Ａ、Ｆ２-１Ｂ〕 〔左記以外の種別〕

ａ部詳細

P

種
別
決
定
に
用
い
る
標
示
板
寸
法

着
雪

防
止
板

標
示

板
寸
法

着雪防止板

投
影

寸
法



Ｈ　　≧　　3.5ｍ

（単位：mm） （単位：mm）

注）　1. 基礎コンクリートの寸法は下図を示す。

　　　2. 基礎コンクリートの （　　） 内寸法は、法肩に設置する場合の根入れ寸法を示す。

　　　3. 表中の基礎コンクリートの形状で対応出来ない場合は、別紙の基礎寸法選定表を参照されたい。

　　　4. 着雪防止板を設置する場合、梁材の取付け位置及び梁の補強材の長さ（ｌ2）は、標示板寸法のみ

　から決定される種別の寸法に従うこと。

－ １３０ －

部  材  寸  法  選  定  表

道－Ⅳ－7

名
称

工種
記号 ＳＰ－Ｆ２片持型標識(F2) (その2)

Ａ

Ｂ

Ｃ

道路進行方向

Ａ

Ａ

Ｃ

4000未満
16

406.4
×9.5

6750 8-24350 16300 350 350 4504350
165.2×4.5

×2本
2000 250Ｆ 2 - 18 Ａ

4000未満 2500以上 216.3×5.8
×2本

2500未満
300 16 8-22300 350 350 4002850

139.8×4.5
×2本

2000 25016Ｆ 2 - 17 Ａ
3200以上

1000以上 190.7×5.3
×2本

4000未満
16

355.6
×7.9

6150 8-24450 350 16250 300 350 350

3500未満

Ｆ 2 - 16 Ａ
3500以上 216.3×5.8

×2本
4350

165.2×4.5
×2本

1600

300 16 8-22300 350 350 4003850
139.8×4.5

×2本
1600 25016Ｆ 2 - 15 Ａ

3200未満 3000以上 190.7×5.3
×2本

3000未満
12

318.5
×6.9

6150 300 16 8-22300 350 350 400

2500未満

Ｆ 2 - 14 Ａ
2700以上

2500以上 190.7×5.3
×2本

3350
139.8×4.5

×2本
1600 250

260 16 8-203502850
114.3×4.5

×2本
1600 25012Ｆ 2 - 13 Ａ

1000以上 165.2×4.5
×2本

4000未満
12

318.5
×6.9

5775 8-22300 164350
139.8×4.5

×2本
1350 250Ｆ 2 - 12 Ａ

3500以上 190.7×5.3
×2本

3500未満
8-22400 300 163850

139.8×4.5
×2本

1350 25012Ｆ 2 - 11 Ａ
2700未満 3000以上 190.7×5.3

×2本

3000未満
12

318.5
×6.9

5775 8-20Ｆ 2 - 10 Ａ
2200以上

165.2×4.5
×2本

3350
114.3×4.5

×2本
1350 250 250

101.6×4.2
×2本

1350 200 25012Ｆ 2 - 9 Ａ
139.8×4.5

×2本
2850

350

250 300

Ｆ 2 - 8 Ａ
190.7×5.3

×2本
4350

139.8×4.5
×2本

1100 250

4000未満
Ｆ 2 - 4 Ａ

Ｆ 2 - 7 Ａ
2200未満

Ｆ 2 - 5 Ａ

Ｆ 2 - 6 Ａ
1700以上 3000未満

12
267.4
×6.6

5400 16 8-20

2500未満

3350
114.3×4.5

×2本
1100 350

2500以上 165.2×4.5
×2本

16 8-20
101.6×4.2

×2本
1100 20012

300 260

12
267.4
×6.6

5025 300 300

梁の補強

114.3×4.5
×2本

850 250

850
101.6×4.2

×2本

12

12

12850

支　　柱

ｄ3 ｌ3

取付板

3500以上 165.2×4.5
×2本

250 350 260 16

ｔ1

8-20

t3 ｆ1ｅ1 ｅ2 ｅ3

250 300 300 300 220

ｆ2

260250

250

200

250 5025

267.4
×6.6

5400

1100 250 350300250 300
267.4
×6.6

12

267.4
×6.6

ｄ1 ｌ1 ｄ2 ｌ2 ｌ5

850 165

114.3×4.5
×2本

114.3×4.5
×2本

梁

3000以上
3850

4350

139.8×4.5
×2本

2850

2500以上

1000以上

165.2×4.5
×2.本

3850

種　別
ａ ｂ

板の寸法 頭 部 寸 法 梁 フ ラ ン ジ

Φ1

300 300

318.5
×6.9

5775

300

12 6-16

300 8-20300 220 16

2850
89.1×3.2

×2本

3000未満

180

267.4
×6.6

216.3
×5.8

5025

3350
139.8×4.5

×2本

Ｆ 2 - 1 Ａ
2500未満

114.3×4.5
×2本

1000以上

250

Ｆ 2 - 3 Ａ
1700未満 3000以上

1300以上
Ｆ 2 - 2 Ａ 5025

267.4
×6.63500未満

350 8-20250 300 300 260 16

3500未満

165.2×4.5
×2本

318.5
×6.9

6150

1000以上

2500未満

5400

5400

5775

12

355.6
×6.4

6150

300

350

300 350 350

400

350 350

260 16 8-20

3500以上

4000未満
8-22300 16350 400

318.5
×6.9

300

355.6
×6.4

6750

300 300

350 350

300 350 350

250

220 16 8-20

260 16
2500以上

1700×3000×1500（1800） 1,425.5 103.128 6-42（Ｍ42） 230 □1600×2700（2700）700 550 75 150900

ｌ6

100

100

100

100

100

9006-32（Ｍ30） 927.0 64.2180 □1500×2300（2300） 1500×2500×1500（1700）100500 75 25650

100

100

100

100

100

100

1500×2800×1500（1800） 1,123.5 64.225 6-32（Ｍ30） 180 □1500×2500（2600）650 500 75 100900

100

100

100

100

900

900

900

923.5 64.2180 □1500×2400（2400） 1500×2600×1500（1700）900500 75 25 6-32（Ｍ30）650

ｌ4

900

900

900

900

900

1400×2500×1500（1700） 856.8 62.325 6-32（Ｍ30） 180 □1400×2300（2300）600 450 75

900

900

900

900

900

900

62.3180 □1400×2100（2100） 1400×2200×1500（1600） 749.6450 75 25 6-32（Ｍ30）600

1400×2600×1500（1700） 874.7 62.325 6-32（Ｍ30） 180 □1400×2400（2500）600 450 75

1400×2400×1500（1700） 850.5 62.325 6-32（Ｍ30） 180 □1400×2300（2300）600 450 75

1400×2200×1500（1600） 738.3 62.325 6-32（Ｍ30） 180 □1400×2100（2100）600 450 75

595.9 45.3

844.1 62.3180 □1400×2100（2200）

45.3

1300×2000×1500（1500） 647.3 45.325 6-25（Ｍ24） 180 □1300×2000（2000）600 450 75

572.7 45.36-25（Ｍ24） 180 □1200×2000（2000） 1200×1800×1500（1600）600 450 75 25

657.6 45.3600 450 75 □1300×2000（2000） 1300×1900×1500（1600）25

ベースプレート

6-25（Ｍ24） 180

アンカーボルト

25600 450 75

ｔ2Ｃ3

22

Ｃ1 Ｃ2

600 450

基礎コンクリート 鋼材重量（kg）

アンカーボルト支柱等長方形（Ａ×Ｂ×Ｃ）正方形（□Ａ×Ｃ）

75

639.9 45.3

Φ2 ｌ7

600 450 75 25

412.5 33.3

6-25（Ｍ24） 180 □1100×2000（2100） 1100×1800×1500（1600） 564.0 45.3

1200×1900×1500（1600）

4-22（Ｍ22） 180 □1000×2000（2000） 1000×1700×1500（1500）

6-25（Ｍ24） 180 □1200×2000（2100）

600 25 6-25（Ｍ24）

450 75

450 75 180 □1300×2100（2200） 1300×2200×1500（1600） 664.9

25

25

6-32（Ｍ30）600

600

1400×2300×1500（1600）

6-25（Ｍ24） 180 □1300×2100（2100） 1300×2100×1500（1500）450 75
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（単位：mm） （単位：mm）

注）　1. 基礎コンクリートの寸法は下図を示す。

　　　2. 基礎コンクリートの （　　） 内寸法は、法肩に設置する場合の根入れ寸法を示す。

　　　3. 表中の基礎コンクリートの形状で対応出来ない場合は、別紙の基礎寸法選定表を参照されたい。

　　　4. 着雪防止板を設置する場合、梁材の取付け位置及び梁の補強材の長さ（ｌ2）は、標示板寸法のみ

　から決定される種別の寸法に従うこと。

－ １３１ －

片持型標識(F2) (その3)

Ｈ　　≧　　5.0ｍ

道－Ⅳ－8

部  材  寸  法  選  定  表

名
称

工種
記号 ＳＰ－Ｆ２

Ａ

Ｂ

Ｃ

道路進行方向

Ａ

Ａ

Ｃ

260 16
2500以上

220 16 8-20

355.6
×7.9

8250

350 350

350 350

300 350 350

250

3500以上

4000未満
8-22300 16350 400

260 16 8-20

355.6
×7.9

7650

300

350

300 350 350

400

350 350

3500未満

165.2×4.5
×2本

318.5
×6.9

7650

1000以上

2500未満

6900

6900

7275

12

8-20250 300 300
3500未満

350Ｆ 2 - 3 Ｂ
1700未満 3000以上

1300以上
Ｆ 2 - 2 Ｂ

114.3×4.5
×2本

850 260 16

8-20

Ｆ 2 - 1 Ｂ
2500未満

114.3×4.5
×2本

1000以上
12 6-16

3006525 300 220 16250

355.6
×6.4

7275

300

300

ｄ2 ｌ2 ｆ1ｌ5 ｅ1 ｅ2 ｅ3 Φ1

種　別
ａ ｂ

板の寸法 梁

3000以上
3850

4350

139.8×4.5
×2本

2850

2500以上

1000以上

2850

3000未満

12

318.5
×6.9

318.5
×6.9

318.5
×6.9

114.3×4.5
×2本

1100 250 350350

12

12

12

267.4
×6.6

267.4
×6.6

250

200

250

12
267.4
×6.6

6525

6525

300 260165 250 180

梁の補強

ｆ2

頭 部 寸 法 梁 フ ラ ン ジ

ｔ1

支　　柱

ｄ3 ｌ3

取付板

3500以上 165.2×4.5
×2本

t3ｄ1 ｌ1

850
89.1×3.2

×2本

165.2×4.5
×2.本

3850

114.3×4.5
×2本

850 250 250 350 260 16 8-2012
318.5
×6.9

6525 350 350

250 300 300
101.6×4.2

×2本
1100 20012

267.4
×6.6

6900 300 220 16 8-20

Ｆ 2 - 6 Ｂ
1700以上

2500以上 165.2×4.5
×2本

350

2500未満

3350
114.3×4.5

×2本
1100 350 260 16 8-20

3000未満
12

318.5
×6.9

6900

850
101.6×4.2

×2本
3350

139.8×4.5
×2本

4000未満
Ｆ 2 - 4 Ｂ

250 350Ｆ 2 - 7 Ｂ
2200未満

Ｆ 2 - 5 Ｂ

250 350

Ｆ 2 - 8 Ｂ
190.7×5.3

×2本
4350

139.8×4.5
×2本

1100 250 300 350

Ｆ 2 - 9 Ｂ
139.8×4.5

×2本
2850

101.6×4.2
×2本

1350 200 250

Ｆ 2 - 10 Ｂ
2200以上

165.2×4.5
×2本

3350
114.3×4.5

×2本
1350 250 250 8-20

3000未満
12

318.5
×6.9

7275

Ｆ 2 - 11 Ｂ
2700未満 3000以上 190.7×5.3

×2本
3850

139.8×4.5
×2本

1350 25016 400 300 16
3500未満

8-22

Ｆ 2 - 12 Ｂ
3500以上 190.7×5.3

×2本
300 164350

139.8×4.5
×2本

1350 250 8-22
4000未満

16
355.6
×7.9

7275

Ｆ 2 - 13 Ｂ
1000以上 165.2×4.5

×2本
3502850

114.3×4.5
×2本

1600 25012 260 16 8-20
2500未満

Ｆ 2 - 14 Ｂ
2700以上

2500以上 190.7×5.3
×2本

3350
139.8×4.5

×2本
1600 250 300 350 350 300 16 8-22

3000未満
16

355.6
×6.4

7650

Ｆ 2 - 15 Ｂ
3200未満 3000以上 190.7×5.3

×2本
3850

139.8×4.5
×2本

1600 25016 300 350 350

400

400 300 16 8-22
3500未満

Ｆ 2 - 16 Ｂ
3500以上 216.3×5.8

×2本
4350

165.2×4.5
×2本

1600 250 300 350 350 350 16 8-24
4000未満

16
406.4
×9.5

7650

Ｆ 2 - 17 Ｂ
3200以上

1000以上 190.7×5.3
×2本

2850
139.8×4.5

×2本
2000 25016 300 350 350

450

400 300 16 8-22
2500未満

Ｆ 2 - 18 Ｂ
4000未満 2500以上 216.3×5.8

×2本
4350

165.2×4.5
×2本

2000 250 300 350 350 450 350 16
4000未満

16
406.4
×9.5

8250 8-24

改19

□1700×2800（2800）700 550 75 150900 1700×3200×1700（1900） 1,573.9 103.128 6-42（Ｍ42） 230

ｌ6

100

100

100

100

100

6-32（Ｍ30） 1,125.7 64.2180 □1500×2500（2500） 1500×2900×1500（1700）100900650 500 75 25

100

100

100

100

100

100

1700×3000×1500（1700） 1,460.8 103.128 6-42（Ｍ42） 230 □1600×2600（2600）700 550 75 100900

100

100

100

100

900

900

900

6-32（Ｍ30） 1,114.7 64.2180 □1500×2600（2600） 1500×2900×1500（1800）900650 500 75 25

ｌ4

900

900

900

900

900

1500×2700×1500（1700） 990.3 64.225 6-32（Ｍ30） 180 □1500×2400（2400）650 500 75

900

900

900

900

900

900

450 62.3180 □1400×2400（2400） 1400×2600×1500（1600） 835.875 25 6-32（Ｍ30）600

1500×2800×1500（1800） 1,101.9 64.225 6-32（Ｍ30） 180 □1500×2500（2500）650 500 75

1500×2700×1500（1700） 982.3 64.225 6-32（Ｍ30） 180 □1500×2400（2400）650 500 75

1400×2500×1500（1700） 824.5 62.325 6-32（Ｍ30） 180 □1400×2300（2300）600 450 75

747.4 62.3

932.0 62.3

62.3

1400×2200×1500（1600） 795.4 62.325 6-32（Ｍ30） 180 □1400×2100（2100）600 450 75

634.4 45.36-25（Ｍ24） 180 □1300×2100（2100） 1300×2100×1500（1500）600 450 75 25

801.9 62.3450 75 6-32（Ｍ30） 180 □1400×2100（2100） 1400×2200×1500（1600）25

Ｃ1 Ｃ2

600

600

基礎コンクリート 鋼材重量（kg）

544.1 45.3

アンカーボルト支柱等長方形（Ａ×Ｂ×Ｃ）正方形（□Ａ×Ｃ）

6-25（Ｍ24）

75450

Ｃ3

アンカーボルト

25

ベースプレート

ｔ2

25600 450 75

45.3

Φ2 ｌ7

600 450 75 25

□1300×2000（2000） 1300×1900×1500（1600） 626.0

702.4

45.3

1300×2100×1500（1600）

6-25（Ｍ24） 180 □1100×2100（2100） 1100×1900×1500（1600）

6-25（Ｍ24） 180 □1300×2100（2100）

180

600 25 6-32（Ｍ30）

450 75

450 75 180 □1400×2200（2300） 1400×2400×1500（1600） 813.2

180 □1400×2400（2400）25

25

6-32（Ｍ30）600

600

1400×2600×1500（1700）

6-32（Ｍ30） 180 □1400×2200（2300） 1400×2300×1500（1600）450 75



基　礎　寸  法  選  定  表　（　A　型　）

（単位：m） （単位：m）

注）　1.　 表中のＡ、Ｂは下図を示す。

　　　2. 表中の数字は、根入れ寸法 （Ｃ） を示す。なお、 （　　） 内寸法は法肩に設置する場合の

　根入れ寸法 （Ｃ） を示す。

－ １３２ －

道－Ⅳ－9

名
称

工種
記号 ＳＰ－Ｆ２片持型標識(F2) (その4)

改19

Ａ

Ｂ

Ｃ

道路進行方向

1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.1(1.1)

1.4(1.7)

1.8 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.4) 1.2(1.2) 1.0(1.0)

2.0 1.8(1.8)

1.2(1.5)

種　別 ： Ｆ 2 - 7 Ａ

1.1(1.1)1.5 2.0(2.1) 1.9(1.9) 1.6(1.6)

1.3(1.6)

1.4(1.4) 1.1(1.3) 1.1(1.2)

1.6(1.8)

1.2(1.5)

1.9(1.9)

1.2 2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.6)

1.0 2.3(2.3) 2.1(2.1)

　Ａ
Ｂ　

1.2 1.5 1.8 2.1 2.4 2.7 2.8

2.0 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.2) 1.0(1.0)

1.8 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.1(1.1) 0.9(0.9)

1.5 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.3) 1.0(1.1)

1.1(1.4)

1.2(1.6)

1.2 2.1(2.2) 2.0(2.0) 1.7(1.7) 1.5(1.6) 1.2(1.5)

1.0 2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.8) 1.4(1.7)

　Ａ

種　別 ： Ｆ 2 - 6 Ａ
Ｂ　

1.2 1.5 1.8 2.1 2.4 2.7

2.0 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.1(1.1)

1.8 1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.1(1.1) 0.9(0.9)

1.5 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.1(1.1) 0.9(1.0)

1.1(1.2)1.2 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.6) 1.3(1.4) 1.1(1.3)

1.0 2.1(2.1) 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.6) 1.2(1.5) 1.1(1.4)

　Ａ
Ｂ　

1.2 1.5 1.8 2.1 2.4 2.6

種　別 ： Ｆ 2 - 5 Ａ

2.0 1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.2(1.2)

1.8 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.0(1.0) 0.9(0.9)

1.5 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.3) 1.0(1.2) 1.0(1.0)

1.2 2.1(2.2) 1.9(2.0) 1.7(1.8) 1.5(1.6) 1.2(1.5)

1.2(1.6)

1.1(1.4)

1.0 2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.8) 1.4(1.7)

2.7　Ａ
Ｂ　

1.2 1.5 1.8 2.1 2.4

種　別 ： Ｆ 2 - 4 Ａ

2.0 1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.1(1.1)

1.8 1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.2(1.2) 0.9(0.9)

1.5 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.1(1.2) 0.9(1.0)

1.2 2.0(2.1) 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.5) 1.1(1.4) 1.1(1.3)

1.0 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.7) 1.3(1.6)

　Ａ

1.2(1.5)

Ｂ　
1.2 1.5 1.8 2.1 2.4 2.6

種　別 ： Ｆ 2 - 3 Ａ

2.0 1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.2(1.2) 1.0(1.0)

1.8 1.6(1.6) 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.0(1.0)

0.9(0.9)1.5 1.8(1.8) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.2) 1.0(1.0)

1.2(1.3) 1.0(1.2)1.2 2.0(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.5)

1.1(1.4)

2.4　Ａ

1.0 2.1(2.2) 2.0（2.0） 1.9(1.9) 1.6(1.7) 1.4(1.5)

Ｂ　
1.0 1.2 1.5 1.8 2.1

種　別 ： Ｆ 2 - 2 Ａ

2.0 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.0(1.0)

1.8 1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.1(1.1) 0.9(0.9)

1.5 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.0(1.0) 0.8(0.8)

0.9(1.0)1.2 1.9(2.0) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.3) 1.0(1.2)

0.9 2.0（2.0） 1.8(1.8) 1.5(1.6) 1.3(1.5) 1.0(1.4)

　Ａ 2.1 2.4

種　別 ： Ｆ 2 - 1 Ａ
Ｂ　

0.9 1.2 1.5 1.8

1.0(1.0)2.0 1.5(1.5)

1.3(1.3) 1.1(1.1)1.8

1.9(1.9) 1.7(1.7)

2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6)

1.2(1.2)

(1.2)1.5 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.5) 1.3(1.4) 1.2(1.3)

1.8(1.8) 1.6(1.7) 1.3(1.6) (1.5)1.2 2.2(2.2) 2.1(2.1)

1.5(1.8) 1.4(1.7)

　Ａ 2.1 2.4 2.7 2.9
Ｂ　

1.2

種　別 ： Ｆ 2 - 13 Ａ

2.1(2.1) 1.8(1.9)

1.5(1.5) 1.2(1.2) 1.1(1.1)

1.0 2.5(2.5) 2.3(2.3)

1.5 1.8

2.0 2.1(2.1) 2.0(2.0) 1.7(1.7)

1.6(1.6) 1.3(1.4) 1.2(1.2)1.8 2.2(2.3) 2.1(2.1) 1.9(1.9)

1.5 2.3(2.3) 2.1(2.1)

1.2 2.5(2.5) 2.3(2.3) 1.4(1.8)

2.1(2.1) 1.9(2.0)

　Ａ

1.0 2.6(2.6) 2.4(2.4) 1.6(1.9)

1.8 2.1 3.0

2.1(2.1) 1.9(2.0) 1.6(1.9)

種　別 ： Ｆ 2 - 12 Ａ
Ｂ　

1.2 1.5

1.3(1.3) 1.1(1.1)

1.8(1.9) 1.6(1.7) 1.3(1.6) 1.3(1.5)

2.0 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6)

1.8 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.2)

1.5 2.3(2.4) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.6)

2.4(2.4) 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.7(1.9) 1.4(1.7)1.2

　Ａ

1.0 2.6(2.6) 2.4(2.4)

種　別 ： Ｆ 2 - 11 Ａ
Ｂ　

1.2 1.5 1.8

1.2(1.2) 1.0(1.0)

2.1 2.4

2.2(2.2) 2.0(2.0)

2.0 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.4)

2.4 2.7

1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.1(1.1)

2.7 2.9

1.7(1.9) 1.5(1.8)

1.8 2.0(2.0) 1.8(1.8)

1.5(1.5) 1.3(1.4) 1.1(1.2)1.5 2.1(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8)

1.2 2.4(2.4) 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.7)

2.4(2.4) 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.9) 1.5(1.8) 1.4(1.7)

　Ａ

1.0

2.1 2.4 2.7 2.8

1.3(1.6) 1.3(1.5)

種　別 ： Ｆ 2 - 10 Ａ
Ｂ　

1.2 1.5 1.8

1.2(1.4)

1.1(1.1)

2.0 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.0(1.0)

1.8 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.4(1.4)

1.3(1.3) 1.1(1.2) 1.1(1.1)

1.1(1.1) 1.0(1.0)

1.5 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6)

1.8(1.8) 1.6(1.6)1.2 2.2(2.2) 2.0(2.0)

1.8(1.8) 1.5(1.7) 1.3(1.6)1.0 2.4(2.4) 2.2(2.2) 2.0(2.0)

　Ａ

種　別 ： Ｆ 2 - 9 Ａ
Ｂ　

1.2 1.5 1.8 2.1 2.4

2.0 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.2) 1.0(1.0)

1.8 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.1(1.1)

1.5 2.2(2.3) 2.0(2.0) 1.8(1.8)

1.8(1.9) 1.6(1.8) 1.3(1.7) 1.3(1.6)

1.5(1.6) 1.3(1.5) 1.2(1.3) 1.2(1.3)

1.2 2.3(2.3) 2.1(2.1)

1.5(1.8) 1.4(1.8)1.0 2.5(2.5) 2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.8(1.9)

　Ａ 1.8 2.1 2.4 2.7 2.9

2.6

1.3(1.5) 1.2(1.4)

Ｂ　
1.2 1.5

種　別 ： Ｆ 2 - 8 Ａ



基　礎　寸  法  選  定  表　（　A　型　） 基　礎　寸  法  選  定  表　（　Ｂ　型　）

（単位：m） （単位：m）

注）　1.　 表中のＡ、Ｂは下図を示す。

　　　2. 表中の数字は、根入れ寸法 （Ｃ） を示す。なお、 （　　） 内寸法は法肩に設置する場合の

　根入れ寸法 （Ｃ） を示す。

－ １３３ －

道－Ⅳ－10

名
称

工種
記号 ＳＰ－Ｆ２片持型標識(F2) (その5)

改19

Ａ

Ｂ

Ｃ

道路進行方向

Ｂ　

種　別 ： Ｆ 2 - 15 Ａ
Ｂ　

Ｂ　

2.7 3.0
　Ａ

1.5 1.8 2.4

1.0 2.7(2.7) 2.5(2.5) 2.3(2.3) 2.0(2.1) 1.7(2.0)

2.0(2.1) 1.7(1.9) 1.5(1.8)1.2 2.6(2.6)

1.7(1.8) 1.4(1.6)

2.4(2.4) 2.2(2.2)

1.4(1.5)

1.4(1.4) 1.2(1.3)

1.5 2.4(2.4)

1.8 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7)

2.2(2.2) 1.9(1.9)

2.1

2.1 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.2(1.2)

2.4 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.4(1.4)

2.5 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.3)

種　別 ： Ｆ 2 - 16 Ａ

2.7 3.0 3.1
　Ａ

1.5 1.8 2.1 2.4

2.5(2.5) 2.2(2.2) 1.9(2.1) 1.9(2.1)1.0

2.2(2.2) 1.9(2.1)

2.9(2.9) 2.7(2.7)

1.7(2.0) 1.6(1.9)

1.5 2.5(2.6) 2.3(2.3) 2.1(2.1)

1.2 2.6(2.6) 2.4(2.4)

1.9(2.0) 1.6(1.8) 1.4(1.7)

1.8 2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.6(1.6) 1.3(1.5) 1.3(1.4)

2.1 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.4) 1.2(1.2)

2.4 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.2(1.2)

2.5 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.2)

種　別 ： Ｆ 2 - 17 Ａ
Ｂ　

2.7 2.9
　Ａ

1.5 1.8 2.1 2.4

1.0 2.6(2.6) 2.4(2.4) 2.2(2.2) 1.9(2.0) 1.8(2.0)

1.2 2.6(2.6) 2.4(2.4) 2.2(2.2) 1.9(2.0) 1.7(1.9) 1.5(1.8)

1.5 2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.6(1.7) 1.4(1.6) 1.3(1.5)

1.8 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.4) 1.2(1.2)

2.1 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.2) 1.1(1.1)

2.4 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.3)

2.5 1.8(1.8) 1.5(1.5) 1.3(1.3)

2.4 2.7 3.0 3.1
　Ａ

1.0 2.9(2.9) 2.7(2.4) 2.3(2.4) 2.3(2.3)

1.2 3.0(3.0) 2.8(2.8) 2.6(2.6) 2.4(2.4) 2.1(2.3) 2.0(2.2)

1.5

種　別 ： Ｆ 2 - 18 Ａ
Ｂ　

1.6 1.8 2.1

2.8(2.8) 2.7(2.7) 2.5(2.5) 2.3(2.3) 2.0(2.1) 1.7(2.0) 1.6(2.0)

1.5(1.7) 1.5(1.6)1.8 2.6(2.6) 2.4(2.4) 2.2(2.2)

1.4(1.4)2.1 2.4(2.4) 2.2(2.2) 2.0(2.0)

2.4 2.2(2.2) 2.1(2.1) 1.9(1.9)

2.5 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.5) 1.3(1.3)

1.6(1.6) 1.3(1.3)

1.8(1.8) 1.5(1.5)

2.0(2.0) 1.7(1.8)

種　別 ： Ｆ 2 - 14 Ａ

1.2 1.5 1.8 2.1 2.4 2.7 3.0
　Ａ

1.0 2.7(2.7) 2.5(2.5) 2.3(2.3) 1.8(1.9) 1.5(1.8)

1.5(1.8) 1.4(1.7)

2.0(2.0)

2.0(2.0)

2.3(2.3) 2.0(2.0) 1.8(1.9)1.2 2.4(2.4)

1.2(1.2)

(1.3)1.3(1.5)1.5 2.3(2.4) 2.2(2.2)

1.8 2.2(2.2)

2.1(2.1) 1.9(1.9)

2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.6)

1.1(1.1)

1.8(1.8) 1.5(1.5) 1.3(1.3)

1.7(1.7) 1.4(1.4) 1.2(1.2)2.0

2.0 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.1(1.1)

1.3(1.4) 1.3(1.3)

1.8 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.2) 1.1(1.1)

1.5 2.3(2.4) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.5)

2.9
　Ａ

1.2 2.4(2.4) 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.7(1.8) 1.4(1.7) 1.4(1.6)

種　別 ： Ｆ 2 - 7 Ｂ
Ｂ　

1.2 1.5 1.8 2.1 2.4 2.7

2.0 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.2) 1.0(1.0)

種　別 ： Ｆ 2 - 6 Ｂ

種　別 ： Ｆ 2 - 5 Ｂ

2.0 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.0(1.0) 0.9(0.9)

2.0 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.4) 1.2(1.2) 1.0(1.0)

1.8 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.1(1.1)

Ｂ　
1.2 1.5

　Ａ
2.7

1.0 2.2(2.2)

1.8 2.1 2.4

2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.7) 1.3(1.6)

1.2 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.5) 1.2(1.4)

1.5 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.1(1.2) 1.1(1.1)

1.8 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.1(1.1) 1.0(1.0)

2.4 2.7
Ｂ　

1.2 1.5
　Ａ

1.8 2.1

1.4(1.7)1.0 2.4(2.4) 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.9) 1.5(1.8)

2.8

1.2 2.2(2.2) 1.3(1.6) 1.3(1.5)

1.5 2.1(2.2) 2.0(2.0)

2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.7)

1.8(1.8) 1.5(1.5) 1.3(1.4) 1.2(1.3) 1.2(1.2)

1.8 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.1(1.1)

1.5(1.8)1.0 2.6(2.6) 2.4(2.4) 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.7(1.9)

1.2(1.3) 1.2(1.2)1.5 2.1(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.6) 1.3(1.4)

1.3(1.6) 1.3(1.6)1.2 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.9) 1.5(1.7)

1.0 2.4(2.4) 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.9) 1.5(1.8) 1.4(1.7)

　Ａ
2.7 2.8

種　別 ： Ｆ 2 - 4 Ｂ
Ｂ　

1.2 1.5 1.8 2.1 2.4

2.0 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.1(1.1) 0.9(0.9)

1.0(1.0)1.8 1.8(1.8) 1.7(1.7) 1.4(1.4) 1.2(1.2)

1.1(1.1)1.5 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.1(1.3)

1.2(1.5)1.2 2.2(2.3) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.6(1.7) 1.4(1.6)

1.0 2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.8(1.9) 1.6(1.7) 1.3(1.6)

　Ａ
2.7

種　別 ： Ｆ 2 - 3 Ｂ
Ｂ　

1.2 1.5 1.8 2.1 2.4

2.0 1.7(1.7) 1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.2(1.2) 0.9(0.9)

0.9(0.9)1.8 1.8(1.8) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.0(1.0)

1.0(1.1) 1.0(1.0)1.5 2.0(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.2)

1.1(1.4)1.2 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.6) 1.2(1.4)

　Ａ

1.0 2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.6) 1.2(1.6)

2.4 2.61.5 1.8 2.1

種　別 ： Ｆ 2 - 2 Ｂ
Ｂ　

1.0 1.2

0.8(0.8)2.0 1.6(1.6) 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.0(1.0)

1.8 1.7(1.7) 1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.1(1.1) 0.9(0.9)

1.5 1.8(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.1(1.1) 0.9(0.9)

1.3(1.4) 1.0(1.3) 1.0(1.2)1.2 2.0(2.1) 1.9(1.9) 1.8(1.8) 1.5(1.5)

1.1(1.4)

　Ａ

1.0 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.6) 1.2(1.5)

2.4 2.5

種　別 ： Ｆ 2 - 1 Ｂ
Ｂ　

1.0 1.2 1.5 1.8 2.1



基　礎　寸  法  選  定  表　（　B　型　）

（単位：m） （単位：m）

注）　1.　 表中のＡ、Ｂは下図を示す。

　　　2. 表中の数字は、根入れ寸法 （Ｃ） を示す。なお、 （　　） 内寸法は法肩に設置する場合の

  根入れ寸法 （Ｃ） を示す。

－ １３４ －

名
称 片持型標識(F2) (その6)

道－Ⅳ－11

工種
記号 ＳＰ－Ｆ２

改19

Ａ

Ｂ

Ｃ

道路進行方向

種　別 ： Ｆ 2 - 14 Ｂ
Ｂ　

2.7 3.0　Ａ 1.5 1.8 2.1 2.4

2.4(2.4) 2.1(2.1) 1.9(2.0)1.0 2.8(2.8) 2.6(2.6)

2.1(2.1) 1.8(2.0)1.2 2.5(2.5) 2.3(2.3) 1.6(1.9)

1.8(1.8) 1.5(1.7) 1.4(1.6)1.5 2.4(2.4) 2.2(2.2) 2.0(2.0)

1.5(1.5) 1.3(1.4) 1.3(1.3)1.8 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8)

1.4(1.4) 1.2(1.2)2.1 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.6(1.6)

1.2(1.2) 1.1(1.1)2.4 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5)

1.2(1.2) 1.1(1.1)2.5 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.4)

種　別 ： Ｆ 2 - 15 Ｂ

2.4 2.7 3.0 3.1
Ｂ　

1.5 1.8 2.1
　Ａ

2.6(2.6) 2.3(2.3) 2.1(2.2) 2.0(2.1)1.0 2.8(2.8)

2.5(2.5) 2.3(2.3) 2.0(2.1) 1.8(2.0)1.2 2.7(2.7) 1.7(2.0)

2.0(2.0) 1.7(1.9)1.5 2.6(2.6) 1.5(1.7) 1.5(1.7)

2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.7(1.7) 1.5(1.5)1.8 2.4(2.4)

2.4(2.4) 2.2(2.2)

1.4(1.4)

1.5(1.5) 1.3(1.3)2.1 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8)

1.4(1.4) 1.2(1.2)2.4 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.6(1.6)

1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.2(1.2)2.5 2.0(2.0) 1.8(1.8)

種　別 ： Ｆ 2 - 16 Ｂ

1.6 1.8 2.1 2.4
Ｂ　

2.7 3.0 3.1

2.8(2.8) 2.6(2.6)

　Ａ

1.0

1.2

2.3(2.3) 2.2(2.3)

2.9(2.9) 2.7(2.7) 2.5(2.5) 2.3(2.3) 2.0(2.2) 1.9(2.1)

1.5 2.7(2.7) 1.7(1.9) 1.6(1.9)

1.9(1.9) 1.6(1.7)1.8 2.5(2.5)

2.6(2.6) 2.4(2.4) 2.2(2.2) 1.9(2.1)

2.4(2.4) 2.1(2.1)

2.1 2.3(2.3) 2.2(2.2)

1.5(1.6)

2.4

1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.4)

2.1(2.1) 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.5) 1.3(1.3)

1.5(1.5) 1.3(1.3)2.5 2.1(2.1) 2.0(2.0) 1.7(1.7)

種　別 ： Ｆ 2 - 17 Ｂ
Ｂ　

2.7 3.0 3.1　Ａ

2.3(2.3) 2.0(2.1)1.0

1.5

2.9(2.9)

1.8 2.1 2.4

1.2

2.7(2.7) 2.5(2.5)

2.6(2.6) 2.4(2.4) 2.2(2.2)

1.9(2.1)

2.0(2.1) 1.7(1.9) 1.6(1.9)

1.5 2.5(2.5) 2.4(2.4) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.8) 1.5(1.7) 1.5(1.6)

1.8 2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.4)

1.5(1.5) 1.3(1.3)2.1 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.7(1.7)

1.3(1.3) 1.2(1.2)2.4 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6)

1.3(1.3) 1.2(1.2)2.5 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.5)

種　別 ： Ｆ 2 - 18 Ｂ
Ｂ　

1.6 1.8 2.1 2.4 2.7 3.0 3.3
　Ａ

2.8(2.8) 2.5(2.5)1.0

2.9(2.9) 2.7(2.7) 2.4(2.4) 2.2(2.3)1.2 3.1(3.1)

2.5(2.5) 2.3(2.3) 2.0(2.2) 1.8(2.1)1.5 2.9(2.9) 2.8(2.8)

2.3(2.3) 2.0(2.1) 1.8(1.9) 1.7(1.8)1.8 2.7(2.7) 2.5(2.5)

2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.6)2.1 2.6(2.6) 2.5(2.5) 2.3(2.3)

1.9(1.9) 1.6(1.6) 1.5(1.5)2.4 2.4(2.4) 2.3(2.3) 2.1(2.1)

1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.4(1.4)2.5 2.4(2.4) 2.3(2.3) 2.0(2.0)

2.4(2.4) 2.1(2.1)

種　別 ： Ｆ 2 - 8 Ｂ

2.1 2.4 2.7 3.01.8　Ａ
Ｂ　

1.2 1.5

1.0 2.6(2.6) 1.9(2.0) 1.6(1.9)

2.1(2.1) 1.9(2.0) 1.6(1.9) 1.5(1.8)1.2 2.5(2.5) 2.3(2.3)

1.8(1.9) 1.6(1.7) 1.3(1.6) 1.3(1.5)1.5 2.3(2.3) 2.1(2.1)

1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.2(1.2)1.8 2.2(2.3) 2.1(2.1) 1.8(1.8)

1.5(1.5) 1.2(1.2) 1.1(1.1)2.0 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7)

種　別 ： Ｆ 2 - 9 Ｂ

2.1 2.4 2.7 2.9
Ｂ　

1.2 1.5 1.8　Ａ

2.1(2.1) 1.8(1.9) 1.6(1.8) 1.4(1.7)1.0 2.5(2.5) 2.3(2.3)

1.9(1.9) 1.6(1.7) 1.3(1.6) 1.3(1.5)1.2 2.3(2.3) 2.1(2.1)

1.6(1.6) 1.3(1.4) 1.2(1.3) 1.2(1.2)1.5 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8)

1.4(1.4) 1.1(1.1)1.8 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6)

1.3(1.3) 1.0(1.0)2.0 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5)

種　別 ： Ｆ 2 - 10 Ｂ

2.1 2.4 2.7 2.9
Ｂ　

1.2 1.5 1.8
　Ａ

2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.8(1.9) 1.6(1.9)1.0 2.5(2.5)

2.1(2.1) 1.8(1.9) 1.6(1.8) 1.4(1.7)1.2 2.5(2.5) 2.3(2.3)

1.8(1.8) 1.5(1.6) 1.3(1.5) 1.3(1.4)1.5 2.2(2.2) 2.0(2.0)

1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.2(1.2)1.8 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8)

2.0 1.2(1.2) 1.1(1.1)2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.4)

種　別 ： Ｆ 2 - 11 Ｂ
Ｂ　

1.5 1.8 2.1 2.4 2.7 3.0
　Ａ

2.1(2.1) 2.0(2.1) 1.8(2.0)1.0 2.7(2.7) 2.5(2.5)

2.0(2.1) 1.8(2.0) 1.5(1.9)1.2 2.6(2.6) 2.5(2.5) 2.3(2.3)

1.7(1.8) 1.5(1.7) 1.4(1.6)1.5 2.4(2.4) 2.2(2.2) 2.0(2.0)

1.5(1.5) 1.3(1.3)1.8 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.7(1.7)

1.3(1.3) 1.2(1.2)2.1 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6)

1.2(1.2) 1.1(1.1)2.4 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.4)

2.5 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.4(1.4) 1.1(1.1)

1.5 1.8 2.1 2.4 2.7 3.0
Ｂ　

種　別 ： Ｆ 2 - 12 Ｂ

2.5(2.5) 2.2(2.2)

3.1
　Ａ

1.0 2.7(2.7) 2.0(2.1) 1.9(2.1)

2.2(2.2) 1.9(2.1) 1.7(2.0) 1.6(1.9)1.2 2.6(2.6) 2.4(2.4)

1.9(1.9) 1.6(1.8) 1.5(1.7) 1.5(1.7)1.5 2.5(2.5) 2.3(2.3) 2.1(2.1)

1.3(1.4)1.8 2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.6(1.6) 1.4(1.5)

2.1 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.4(1.4) 1.2(1.2)

2.4 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.5(1.5) 1.3(1.3) 1.2(1.2)

2.5 2.0(2.0) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.2) 1.1(1.1)

種　別 ： Ｆ 2 - 13 Ｂ
Ｂ　

1.2 1.5 1.8 2.1 2.4 2.7 3.0
　Ａ

1.0 2.5(2.5) 2.3(2.3) 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.6(1.9)

2.1(2.1) 1.8(1.9) 1.6(1.8) 1.4(1.7)1.2 2.5(2.5) 2.3(2.3)

1.3(1.4)1.5 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.5)

1.8 2.2(2.2) 2.0(2.0) 1.8(1.8) 1.6(1.6) 1.3(1.3) 1.2(1.2)

1.1(1.1)2.0 2.1(2.1) 1.9(1.9) 1.7(1.7) 1.5(1.5) 1.2(1.2)



側　面　図

〔設計条件〕

断　面　図

〔適用条件〕

1． ＰＣパイ桁を用いたスラブで、荷重分配を考慮しない支間10～20mの自歩道橋に適用する。

2． 冬期において、自歩道橋が車道の堆雪場所となる場合は、設計積雪深≒最大積雪深とする。

ただし、積雪深は、2.5mを超えてはならない。

〔仕　　様〕

1． 設計、施工および製品の品質・出来形基準は下記による。

①広幅ＰＣ桁によるスラブ橋設計施工マニュアル((社)北陸建設弘済会)

2. 間詰、張り出し部のコンクリート配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

※ 　自歩道が車道と同時施工される場合は、縁石を歩道幅員に含むものとする。 3. 地覆部のコンクリート配合規格は、下表のとおりとする。

  ただし、縁石は車道排水処理を考慮し、車道側に設ける。従って、パイ桁の配置上、必要自歩道幅の外桁

に設けざるを得ない場合は、その幅だけ、歩道が拡がる。

寸法表 単位：m ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

4． 鉄筋は、SD295またはSD345を使用する。

5. 高欄は鋼製高欄等とし、0.6kN／mを超えてはならない。

6. 間詰部の目地間隔は5mm以下とする。

7. 支承は簡易ゴム支承を標準とする。

8. 伸縮目地は、瀝青繊維質系を標準とするが、伸縮量等により、これによりがたい場合は別途検討する。

〔設計表示方法〕

Bpπ － L ( ) － B ( ) － ( ) － Hs ( ) － θ ( ) A＝ （ ）㎡

支間 幅員 形式 積雪深 斜角 橋面積

〔表示例〕

Bpπ － L － B － － Hs － θ A＝ ㎡

- -

0.2

名
称

C

同時施工される自歩道橋

0.22.0 0.4 0.2

Ｂｐπプレストレストコンクリートπスラブ橋（その1）

90 2110.0 2.0 A 1.0

セメントの種類

普通ポルトランド
セメント

30 8cm 50%以下25mm

工種
記号

-

粗骨材の最大寸法 水セメント比

8cm 25mm 55%以下

≦3.2

呼び強度 スランプ

4.4

高炉セメント
（B種）

0.2

-

0.23.4

形　式　B 形　式　C

4.0 0.4 0.20.5 -

-

4.0

3.5

3.0 0.4

≦4.0 ≦3.5 0.50.5 - 4.3

4.4 4.0 0.4 0.2 0.2 5.0

≦2.5 0.5- 3.3 2.5

3.4 3.0 0.4 0.2 -

- 2.4

3.0 2.5 0.5 -

2.0 0.4

0.150.4

2.0 2.4

3.0

-

0.5 -

0.2 4.0

0.150.4

A B

4.0

2.00.2 0.2 3.0

2.5

3.0

3.5

0.15

0.5 -

0.154.0 3.5

形　式　A

b b1 b2

　　　　形式
幅員 W B b

添加される自歩道橋 独立した自歩道橋

b2b1 b2 W B W B b b1

－ １３５ －

道－Ⅴ－1

呼び強度 スランプ 水セメント比

セメントの種類

24

粗骨材の最大寸法

桁
 高 H

支  間  L

桁  長  G L

W-(b1+b2)

B

W

W-(b1+b2)b1

W

B

W

W

Bbb

b2

b

b1 b2

b

ＰＣ鋼材の材料強度及び許容応力度 単位：N/mm2

12.7mm 15.2mm 19.3mm 21.8mm

1850  1850  1850  1850  

1600  1600  1600  1600  

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｯｼﾝｸﾞ中 1440  1440  1440  1440  

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｯｼﾝｸﾞ直後 1295  1295  1295  1260  

設計荷重時 1100  1100  1100  1080  

初期緊張応力度 1360  1360  1390  1390  

SWPR19L
鋼材の種類

引張強度

SWPR7BL

降伏点応力度

許容引張
応 力 度

主 桁

60    

39.2  

長 方 形 断 面 23.0  

許 容 曲 げ Ｔ形・箱形断面 22.0  
圧 縮 応 力

度
長 方 形 断 面 19.0  

Ｔ形・箱形断面 18.0  

2.0  

0    

2.0  

0.70 

6.0  

1.3  

2.5  

単位：N/mm2コンクリートの許容応力度

設計荷重時
許容斜引張応力度

許容曲げ引張応力度

平均せん断応力度の最大値

静荷重時

設 計 荷 重

作 用 時

プレストレッシング直後

静荷重時

設計荷重時

コンクリートが負担できるせん断応力度

ﾌﾟﾚｽﾄﾚｯｼﾝ ｸﾞ

直 後

プレストレスを与えるときの圧縮強度

設計基準強度　σｃｋ
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変位制限構造

地覆部等の配筋
間詰部

1箇所当り数量

張出し部 注1）張出し幅が20cmを越える場合は、別途検討する。

注2）G1'は、外桁の場合のG1鉄筋であり、ｽﾀｰﾗｯﾌﾟと同ピッチに配置する。

3主桁以上の場合 2主桁の場合

固　定　側 可　動　側

地覆部

パラペットの補強方法

名
称

工種
記号 Ｂｐπプレストレストコンクリートπスラブ橋（その2）

－ １３６ －

G1'を含んだ値を示す。

注）鉄筋量は、G1'鉄筋をｃｔｃ300で配置した時の

G1'を含んだ値を示す。

道－Ⅴ－2

コ ン ク リ ー ト

鉄 筋 D13

0.025　㎥／m

1.99    kg／m

Type-1 Type-2

注）鉄筋量は、G1'鉄筋をｃｔｃ300で配置した時の

ストッパ

目 地 材 硬質ゴム or SBR

 D19～D32

緩衝パッキン
t25 × 2枚

保護カバー

ナット

支圧版

目 地 材

支圧版

ナット

保護カバー

t25 × 2枚
緩衝パッキン

伸縮スポンジ

 D19～D32

300

50 200 50 50 150 50

D13 L=800

D13 L=1600

5
0

1
50

改08

200

50 100 50

S1 D13

5
0

D13G1

140

300

50 200 50

5
0

1
0
0

b2

(張出幅)

D13S2

D13G1’

1035+b2(張出幅)

8
0

D13×1115 + b2(張出幅)G1’

100

100
89

C1 D13×252 + h1
ctc300 ctc300

D13×417 + 2×h1C2
h
1-

37

327

h1
+7

7

50

h1
+7

7

D13×467 + 2×h1
ctc300

h
1-

37

427

C2’

h1
-3

7

500

50

100

300 50

5
0

1
5
0

D13C3

D13C2’C1 D13

D13G1’

h
1

(
地

覆
高

)

400

50 300 50

1
5
0

5
0

200

D13

D13C3

C2C1

D13

D13

G1’

h
1

(
地

覆
高

)

1箇所当り数量

コンクリート型枠

b2 = 200 とした場合

      0.350　 ㎡／m

鉄 筋 D13       6.19     kg／m

コ ン ク リ ー ト       0.0425 ㎥／m

（参考）

1箇所当り数量（参考）

コンクリート型枠    0.650　㎡／m

   0.1025 ㎥／m

   0.0875 ㎥／m

コンクリート型枠    0.450　㎡／m

  11.39   kg／m鉄 筋 D13

鉄 筋 D13   11.22   kg／m

Type-1   h1 = 150 とした場合

コ ン ク リ ー ト

Type-2   h1 = 150 とした場合

コ ン ク リ ー ト



　
〔適用条件〕

1． 原則として車道部における後付工法に使用する。使用にあたっては可動、固定の条件を考慮する。

2． 型式の選定は、許容伸縮量、設置箇所、機能を考慮する。

〔仕　　様〕

1． プレートの材質はSS400を標準とし、鉄筋はSD295とする。

2． 製品長（１ピース）は、横断勾配の変化点に合わせて決定する。ただし、最大長は6.0mとする。

3． 歯型の最小ラップは、10mmとする。

4. 設置遊間は、気温及び伸縮量を考慮する。

5. 据付は、コンクリートを原則とし、コンクリートの上面は、橋面高に合わせる。

6. コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

7. コンクリート打設にあたっては、十分な締固めを行う。

注)コンクリート量は割増率を考慮してある。 〔設計表示方法〕

EJ － － ( ) L ＝ ( ) ｍ

Ⅰ型 許容伸縮量 設計延長

〔表示例〕

EJ －Ⅰ－ L ＝ ｍ

注） 1． コンクリート量は割増率を考慮してある。

2． フープ筋及び誘導板は橋軸方向に設置し、歯型についても斜角、伸縮性を考慮する。

3． 誘導板の長さはウェブプレートから25cm（伸縮継手直角方向）、誘導板の間隔は25cmを標準とする。

4． ウェブプレートの厚さは12mmを標準とする。

50

95

30 70～100 5～35

L2(mm)

70 110～180 5～75

90～140 5～55

10536

フェースプレート

許　容
伸縮量
(mm)

標準後打
コンクリート量

(m
3
/m／片側)

28 85 55

0.05

50%以下8cm
普通ポルトランド

セメント

呼び強度

28 95 75

L1(mm)

ΔL
(mm)

道－Ⅴ－3

許　容
伸縮量
(mm)

伸縮継手遊間(mm)
ΔL
(mm) T(mm)

70 15～85

水セメント比

25mm30

80

Ⅰ

T(mm)

100

標準後打
コンクリート量

(m
3
/m／片側)

30 15～45 60

0.0550 15～65 80

－ １３７ －

名
称

工種
記号 ＥＪ－Ⅰ伸縮継手（Ⅰ型）

12

セメントの種類スランプ 粗骨材の最大寸法

フェースプレートを使用する場合

舗装

床版橋台

250(270)

150

（　）内は許容伸縮量70の場合

12 10 12

　L L1L2L1

300 伸縮継手遊間 300

標
準
1
50

10
3

150

(1
11
)

(1
20
～

20
0)

Ａ部

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ材

目地保護材

T
後打ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾌｪｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

誘導板 t=16

ﾌｰﾌﾟ筋

D16 ctc=250(200)

8

Ａ部

10

5

（Ａタイプ）

断　面　図

フェースプレートを使用しない場合

舗装

床版橋台

12

150

　L 300L1

標
準
1
50

150

Ａ部

(1
20
～

20
0)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ材

目地保護材

後打ｺﾝｸﾘｰﾄ
誘導板 t=16

D16 ctc=250

ﾌｰﾌﾟ筋

8

断　面　図

L

12

5

舗装

床版橋台

12 10 13

　LL2

300 伸縮継手遊間 300

標
準
1
50

(1
2
0～

20
0)

Ａ部

後打ちｺﾝｸﾘｰﾄ
誘導板 t=16

（Ｂタイプ）

断　面　図

（　）内は許容伸縮量70の場合

25 35

12

8

ﾌｰﾌﾟ筋

D16

通し筋

D16

誘導板

誘導板設置間隔 ﾌｰﾌﾟ筋設置間隔

ctc=250 ctc=250

L

1
2

 
L

12

平　面　図

ﾌｰﾌﾟ筋

D16

通し筋

D16

誘導板設置間隔 ﾌｰﾌﾟ筋設置間隔

ctc=250 ctc=250
（200) (200)

12
12

　
L

L1
L2

L1

伸
縮

継
手

遊
間

8

平　面　図
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〔適用条件〕

1． 原則として鋼橋の車道部に使用する。使用にあたっては可動、固定の条件を考慮する。

2． 活荷重はTL-25とする。

〔仕　　　様〕

1． プレートの材質はSM400を標準とし、鉄筋はSD345とする。

2． 歯型の最小ラップは、20mmとする。

3． 設置遊間は、気温及び伸縮量を考慮する。

4. コンクリート打設にあたっては、十分締固めを行う。

5. フェースプレート下面、水抜及び空気抜孔は、コンクリート打設後、無収縮モルタルで埋込む。

〔設計表示方法〕

EJ － － ( ) L ＝ ( ) ｍ

Ⅱ型 許容伸縮量 設計延長

〔表示例〕

EJ － Ⅱ － L ＝ ｍ

使用材料の規格及び基本寸法

標準寸法表

注1) フィンガーの形状は下図を参照のこと（D型は、二輪車の通行が多い場合に用いる）。

注2) 桁端遊間が大きい場合は、桁端遊間量からウェブ遊間(a)が決定されるので、その場合は上表のウェブ遊間（a）によって、

その他の諸を行うこと。

注3) 伸縮量を上表によらない場合は、別途計算によって寸法決定を行うこと。

注4) 伸縮量（ΔL）は、温度変化（ｰ20°～＋40℃）による全移動量に余裕量を加えた値を示す。

温度変化(-20℃～+40℃)
基準温度(春・秋+10℃)

－ １３８ －

名
称

工種
記号 ＥＪ－Ⅱ伸縮継手（Ⅱ型）

160 15～175 320 210 11 C(D)型95 100 220 50(58) 14

15～155 290 190 85 90

14

14 14 B型

65 70 200 42

75 80 200 44

220

11260 170

46

A型180 1245 50 10

15～115 230 150

36

80 200

15～75 170 110 12

lo b c d t1

60 180

t2

38

90 35

フィン
ガーラッ

プ

フィン
ガー
控長

フェース
プレート

フィン
ガー長

130 55

15～135

140

SM400A

ウェブ
プレート

フィンガー
形状

40 160 34

t3 t4

フェースプレート SM400　A,B,C

許　容
伸縮量(mm)

120

100

JIS G 3101 最小厚12mm

ウェブ
遊間

40 15～55 140

60JIS G 3101 最小厚10mm
リブ間隔標準 500mmピッチ 15～95

a

道－Ⅴ－4

100

Ⅱ

12

断面寸法　(mm) 主要部材版厚　(mm)

ΔL
(mm)

フランジ
プレート

リブ
プレート

JIS G 3101 最小厚9mm,幅50mm
フラットバー使用,　2本/リブ間隔

フィン
ガー
遊間

D25mm,　6本/リブ間隔
最小長　300mm

止水ゴムパッキン

JIS G 3106 最小厚25mm

ウェブプレート SM400A JIS G 3101 最小厚12mm

リブプレート SM400A

セットボルト F10T JIS B 1186

アンカーバー NSD400

下フランジプレート

硬質ゴム ボルト　M12以上（SUS304）

アンカープレート SS400

改08

（ａ） Ａ型  ｌo≦130mm （b） B型  130＜ｌo≦190mm （ｃ） Ｃ型  ｌo＞190mm （ｄ） Ｄ型  ｌo＞190mm

注）　ｌo＝フィンガー長

115 115

45 70 45 80

125 125

45 90

135 135 90

50 40

Ａ部

60

5

弾性シール材は最低温度を想定し

フェース部に5mm程度充填する。

シール材の厚さはウェブ遊間(a)の

1/3程度とする。

80
25
0

9

15°

70 80 50

200

t
3

80

2
0
～
3
0

1
2

D2
5

ｱﾝｶｰﾌﾟﾚｰﾄ

ｱﾝｶｰﾊﾞｰ

通し筋 D19

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ t4

橋台 主桁

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

止水ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ
M22(F10T)

50

8

30 15
t2

30
9
0

30
15
0 舗装

水抜及び空気抜孔 25

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

弾性シール材

10

100170d

15

bc

15

bd170

lo

ﾌｪｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

t
1

a

15°

6

10

A部

断　面　図

平　面　図

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ設置区間

標準500mm

主桁取付用長孔 25ｘ55

通し筋　D19

水抜及び空気抜孔25φ

Ｌ



　
〔適用条件〕

1．　原則として自歩道部における後付工法に使用する。使用にあたっては可動、固定の条件

を考慮する。

2． シールゴム、コーナー金具は、下記に留意して選定する。

・ 許容伸縮量

・ 防水性及び施工性に富んでいること。

・ 積雪時の荷重に対して十分な強度を有していること。

〔仕　　様〕

1．　シールゴムは、良質の黒色クロロプレン系ゴムにより成型したものを標準とする。

2．　製品長（１ピース）は、歩道復員に合わせて決定する。

3．　設置遊間は、気温及び伸縮量を考慮する。

4. 　据付は、コンクリートを原則とし、コンクリートの上面は、橋面高に合わせる。

5. 　コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

6. 　後打コンクリートに樹脂モルタルを使用する場合は、ガラスロービング及び打継用接着

剤を使用する。

〔設計表示方法〕

EJ － － ( ) L ＝ ( ) ｍ

Ⅳ型 許容伸縮量 設計延長
伸縮継手選定表 型式一覧表

〔表示例〕

EJ － Ⅳ － L ＝ ｍ

M-1 25

－ １３９ －

名
称

工種
記号 ＥＪ－Ⅳ伸縮継手（Ⅳ型）

8cm
普通ポルトランド

セメント

呼び強度

S-2 30

③

M-0 10 ④

スランプ 粗骨材の最大寸法 水セメント比

50%以下

①

20

Ⅳ

⑥

カットオフジョイント

S-1 20

道－Ⅴ－5

2.0

セメントの種類

30

品　　　名

25mm

型　式 許容伸縮量(mm) 整理No,

②

S-3 45

⑤

M-2 50

30

40

50 　⑥　⑨　⑪

　②　⑦　⑩

　③　⑧

許容伸縮量(mm) 該当整理No.

10

20

　④

　①　⑤

カップリングジョイント-C型

C-45 30 ⑦

C-65 40 ⑧

C-95 50 ⑨

ハマハイウェイジョイント
IP-E30 30 ⑩

IP-E50 50 ⑪

改03

標
準

1
0
0

150

5

150 遊間

50

200(標準）（標
準

）

シールゴム

接着剤塗布

コーナー金具

床版

コーナー金具

断 面 図

平 面 図

後打コンクリート



（単位：mm） 　
〔適用条件〕

1． 原則として伸縮量が50mmを超える橋梁の自歩道部に使用する。使用にあたっては可動、固定の

　条件を考慮する。

〔仕　　様〕

1． プレートの材質はSM400を標準とし、鉄筋はSD345とする。

2． 設置遊間は、気温及び伸縮量を考慮する。

3． コンクリート打設にあたっては、十分締固めを行う。

4. フェースプレート下面、水抜及び空気抜孔は、コンクリート打設後、無収縮モルタルで埋込む。

〔設計表示方法〕

EJ － － ( ) L ＝ ( ) ｍ

Ⅴ型 許容伸縮量 設計延長

〔表示例〕

EJ － Ⅴ － L ＝ ｍ

（単位：mm）
使用材料の規格及び基本寸法 標準寸法表

リブプレート 　SM400A
JIS G 3101 最小厚10mm
リブ間隔標準 500mmピッチ

道－Ⅴ－6

2.020

伸縮継手（Ⅴ型）

Ⅴ

ＥＪ－Ⅴ
名
称

工種
記号

許容伸縮量
(mm)

70

100

150

フェースプレート 　SM400A
L1(mm) L2(mm)

フェースプレート

215 65

135 145
ウェブプレート 　SM400A JIS G 3101 最小厚12mm

15～85

JIS G 3106 最小厚25mm

　硬質ゴム

ΔL(mm)

アンカープレート 　SS400
JIS G 3101 最小厚9mm,幅50mm
フラットバー使用,　2本/リブ間隔

15～115 165

ボルト　M12以上（SUS304）

15～165

D25mm,　6本/リブ間隔
最小長　300mm

115

下フランジプレート 　SM400A JIS G 3101 最小厚12mm

－ １４０ －

セットボルト 　F10T JIS B 1186

止水ゴムパッキン

アンカーバー 　NSD400

改19

80
25
0

9

15°15°

Ａ部

10

5

Ａ部

断　面　図

30

12 12 1010 10

L2

180 100 80 180

70 80 40

190

1
2

802
0

1
2

1
6

16
1
2

25

ｱﾝｶｰﾌﾟﾚｰﾄ

ｱﾝｶｰﾊﾞｰ

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

ﾌｪｰｽﾌﾟﾚｰﾄ

弾性ｼｰﾙ材

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ材

通し筋 D19

水抜及び空気抜孔 25

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ t=10mm
15 10

橋台 主桁

無収縮ﾓﾙﾀﾙ

止水ｺﾞﾑﾊﾟｯｷﾝ
M22(F10T)

50
8 8

8

8

8

8

 L L1

平　面　図
12

1
2

L
2 1
80

1
00

1
80

 
L

L
1

 
L

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ設置区間

標準500mm 主桁取付用長孔 25ｘ55

通し筋　D19 水抜及び空気抜孔25φ

ﾘﾌﾞﾌﾟﾚｰﾄ t=10mm



（単位：mm）

　
〔適用条件〕

1． 橋梁の排水に適用する。

A・・・路面に排水桝を設置できる場合。

B・・・スラブ桁及び箱桁等で、路面に排水桝を設置できない場合。

〔仕　　様〕

1． 構造は当図を標準とする。

2． 排水管はφ200mm以上の硬質塩化ビニール管（JIS K 6741）を標準とする。

3． 支持金具の材質はSS400とし、表面は溶融亜鉛めっき処理を行う。

4. 排水管は屈曲部を極力少なくし、屈曲部には蓋付掃除孔を設ける。

5. 支承付近では、排水管エッジを支承面より50cm程度下げる。

6. 高架橋等で桁下に影響を及ぼす恐れのある場合は、水平方向排水管により流末処理を行う。

7. 水平方向排水管の勾配は、原則として3％以上とする。

8. 水平方向排水管及び橋台、橋脚部垂直排水管支持金具の支持間隔は、概ね2.0mとする。

〔設計表示方法〕

BD － ( ) L ＝ ( ) ｍ

A,B種別 排水管設計延長

表示例

BD － A L ＝ ｍ

支持金具

①

②

③

④

⑤

⑥

注) 1. 鋼製桁の場合、⑥部材は不要。

2. 水平方向及び橋台、橋脚部垂直

ドレーンパイプ支持金具の場合、

②部材は不要。

アンカーボルトM12

－ １４１ －

M16ボ
ル
ト

ナ

ッ
ト

BD橋梁用排水装置（その１）

SS400

SS400

PL-100×9

SM400A

SM400A

SS400

SS400

名
称

M16

PL-100×6

L-65×65×6

道－Ⅴ－7

3.0

工種
記号

材質

排水管（VP管）

排水ます

支持金具 5
0
0
程
度

　　充分な振止め構造とする。

Ａ

500以下

注）主桁と排水管との離れが構造上500以上となる場合は、

φ200以上

ｂ部

Ｂ

排水管　　　

排水管　　

200程度

500以下

5
0
0程

度

φ200以上

支持金具

φ200以上

蓋付掃除孔

ａ部

100

ａ部詳細

200程度

4　　
蓋付掃除孔

排水桝

水平方向排水管

3％以上

うけ桝

水平方向排水管

3％以上

改19

エ

鋼製桁の場合

ｂ部詳細
コンクリート桁の場合

500以下

 2
16

アンカーボルト

4　

M12

ウ

（
　

　
　

　
　

　
）ブ

6.
0

6.
0

500以下

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄM16×45

2-PL100×6×468

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄM16×40

L-65×65×6×100

PL100×9×377以下

 2
16

6.
0

6.
0

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄM16×40ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄM16×40

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄM16×45

2-PL100×6×468

ﾎﾞﾙﾄﾅｯﾄM16×40

L-65×65×6×100

PL100×9×377以下



（単位：mm）

　
〔適用条件〕

1． 橋梁の排水に適用する。

〔仕　　様〕

1． 構造は当図を標準とする。

2． 設置位置は、原則として車道路肩（図-1）とする。ただし、下の主桁により障害となる場合は図ｰ2の

方法等による。

3． 設置間隔は、概ね20mとする。

4. 路面より20mm程度下げる。

5. 主桁の一部が排水の障害となる場合は、VP管取付け方向により調整する。

6. 施工中及び舗装後の浸透水を抜くため、抜けやすい位置に水抜孔を設ける。

7. 蓋は飛び跳ね防止のため、ボルト（SUS）により取り付ける。

〔設計表示方法〕

DM － ( ) N ＝ ( )

B種別 設計箇所数

表示例

DM － B N ＝

－ １４２ －

道－Ⅴ－8

3

名
称

工種
記号 ＤＭ橋梁用排水装置（その２）

材質

FC250

参考質量（kg）

50.0

蓋 SS400
MSGT

400×500×65

本　体

排水ます

排水管（VP管）
支持金具

5
00
程
度

500以下

図-1 設置標準図

  200以上

排水ます

縁石

鋼板蓋 ｔ＝9ｍｍ

主桁

排水管（VP管）

 200以上

縁石切欠き

図-２ 排水ますが主桁に当る場合

改19

425

5010 305 50 10

50
0

6
5

2
0

1
6
5

2
50

10

4
0

  220

  20010 10

530

51010 10

6
5

2010

  220

  20010 10

425

10 50 50305 10

5
3
0

10
1
0

5
1
0

Ｂ種（鋼製）

水抜孔  30半円
（低い位置に設置する）

水抜孔  30半円 水抜孔  30半円

4-M10タップ

MSGT400×500×65
蓋

導入パイプ孔



断　　面　　図 （単位：mm）

Ａ　断　面 Ｂ　断　面

　
〔適用条件〕

1． 　橋梁上で、車両用防護柵が必要とされる箇所に使用する。

2． 　適用する種別は、下表より選定する。

〔仕　　様〕

1． 　設計および構造規格は、下記による。

側　　面　　図 ① 防護柵の設置基準・同解説（(社)日本道路協会）

② 車両用防護柵標準仕様・同解説（(社)日本道路協会）

2． 　製品長は3.990ｍを標準とする。ただし、平面曲線半径が300ｍ以下の場合は2.990ｍとする。

3． 　部材間の目地モルタル幅を変化させることによって、平面曲線および縦断曲線に対応する。

なお、モルタルの最小幅は10ｍｍとする。

4． 　底面のモルタル厚を変化させることによって、縦断曲線に対応する。

なお、モルタルの最小厚は10ｍｍとする。

5． 　伸縮目地は延長160ｍ程度に1箇所設けるものとし、目地の最小幅は30ｍｍとする。

なお、目地材は瀝青繊維質目地板を使用する。

6． 　ブロック天端部にPC鋼材（SWPR19L　1S21.8;アンボンド処理）を配置し、緊張力Ｐ＝294ｋN/本

を導入する。なお、横締ＰＣ鋼材の延長は、20ｍ程度を標準とする。

種別の適用 設計条件 〔設計表示方法〕

－ （　　） Ｌ ＝ （　　）ｍ

SS,SA,SB,SC

表示例

－ Ｌ ＝ 100ｍ
プレキャストブロック材料

ＢＰＧＷ車道用高欄（プレキャスト製）(その１)

－ １４３ －

ＢＰＧＷ ＳＢ

工種
記号

ＢＰＧＷ

道路の区分

種　別

重大な被害が発生す
るおそれのある区間

SS

SA

SB

SC

-

-

高速自動車国道

その他の道路

名
称

道－Ⅴ－9

80km/ｈ以上

60km/ｈ以下

60km/ｈ以上

50km/ｈ以下

設計速度

SB

新幹線などと交差ま
たは近接する区間

設計延長25

650 以上 420 以上 280 以上

SS SA SB SC

自動車専用道路

JIS G 3536

SD295以上

N/mm
2

160 以上

100 以上 80 以上 65 以上 50 以上

衝 突 角 度 ( 度 )

1600

N/mm
2

N/mm
2

N/mm
2

70 N/mm
2

N/mm
2

35

N/mm
2

1800

SS

h2H h1

90

SA

備考

385 60

設 計 基 準 強 度

許容曲げ圧縮応力度 13.5

0.50

15

SB 70

b

1080 1060 790 1000 405 80

415

980 960 690 900

h3 B

890 11001180 1160

鉄　　　筋

PC鋼より線
SWEPR19L

コンクリート

180

SC

395

880 860 590 800

種 類

衝 撃 度 (kj)

車 両 質 量 (t)

衝 突 速 度 (km/h)

降 伏 点

材　料　項　目

許容せん断応力度

許 容 引 張 応 力 度

許容せん断応力度

引 張 強 さ

改23



PC鋼材定着ブロック緊張ケーブル配置詳細図 （単位：mm）

側　面　図

断　面　図

平　面　図

PC鋼材　緊張定着具　配置図

側　面　図

PC鋼より線（アンボンド被覆材）の端部処理概要図

伸縮目地部配置図

－ １４４ －

道－Ⅴ－10

名
称

工種
記号 ＢＰＧＷ車道用高欄（プレキャスト製）(その２)

改23



〔設計条件〕

〔適用条件〕

1． 剛性防護柵ＳＢ種に適用する。

2． 当図は、施工延長50m以上の場合に適用する。

3． 当図の設計条件以外の場合は、荷重、路側条件を勘案し設計する。

4． アンカ-鉄筋については、別途検討を行う。

　　(アンカ-鉄筋ピッチは、床版配筋ピッチに合わせる。)

〔仕　　様〕

1． コンクリ-トの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上記配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

2． 鉄筋は、SD345を使用する。

3． 膨張目地間隔は50m程度とし、厚さ20mm程度の瀝青繊維質目地板を使用する。

〔設計表示方法〕

BGＷ L ＝ ( ) m

　設計延長

表示例

BGＷ L ＝ m

－ １４５ －

名
称

工種
記号 ＢＧＷ車道用高欄　(コンクリ-ト製)

　kN/m
3 鉄筋コンクリ-ト

 コンクリ-ト付着応力度の基本値

 鉄筋の引張応力度の基本値

      衝 突 荷 重

100

　数　量　表 (10m当り)

強度の特性値

25mm

躯体型枠面積

( m
2 
)

躯体コンクリ－ト

( 24N/mm
2 
)

( m
3 
)

3.145

      単 位 質 量

24 8cmまたは12cm

 コンクリ-ト設計基準強度

 コンクリ-ト圧縮応力度の制限値 　N/mm
2

1.6 　N/mm
2

200

道－Ⅴ－11

24.5

呼び強度 スランプ 粗骨材の最大寸法

高炉セメント
(B種)

55%以下

58 　kN 　　

20.03

水セメント比 セメントの種類

　N/mm
2

8

24

　N/mm
2

1.639

収縮目地
( m )
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1890 1.560 2.948 150.3① D16 51

種別 径 長さ(mm) 本数
単位重量 １本当りの質量 質量

摘要
(kg/m) (kg) (kg)

9900 1.560 15.444 216.2② D16 14

D16 366.5

合計 366.5

(10m当り)鉄筋質量表

（SD345)

（SD345)

目地・ｽﾘｯﾌﾟﾊﾞｰ 目地・ｽﾘｯﾌﾟﾊﾞｰ

収縮目地ｽﾘｯﾌﾟﾊﾞｰ φ25-1000

R=55

1676
0

50

=
3
0
0

=
4
5
5

35

75

75

=
4
5
5

=
30
0

1
63

=
30
2

=
4
5
7

9900
150

30

9
80

9
00

3
0

1
8
0

6
90

445
12570250

標準断面図 目 地 工 ｽﾘｯﾌﾟﾊﾞｰ設置図（A部詳細図）

配 筋 図

鉄筋加工図

鉄筋組立図ﾒｯｼｭ筋展開図

3
@
1
5
1.
7

3
@
1
0
0

（ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系 t≧10mm）

削溝の後 ｺｰｷﾝｸﾞ材充填

収縮目地　＠=10m

②D16

①D16

② 14ーD16Ｘ9900① 51ーD16Ｘ1890

3
@1
5
1.
7

3
@
1
0
0

3
@
10
0
.
7

3
@
15
2
.
3

①D16②D16

①D16②D16

15048@200=9600

10000
50 509900

150 15048@200=9600

201000

80
4
＠
1
00
=
4
0
0

9900

6
94

6
9
5

3
0

250

躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ

σck=24kN/mm 2

鋼管 φ32-520 滑材充填

（瀝青繊維質系 t=20mm）

目地材

A部

9
00

膨張目地

1
5
φ

3
1
.
2
5φ

1
0
5

1
0
5
.8

床版上面床版上面

8
5
5

8
6
6

8
0

2%

2%

埋
込
長

8
0

9
8
0

定着長　15φ

1
8
8
8



（単位：mm）

〔設計条件〕

〔適用条件〕

1. 橋梁からの飛雪等により沿道に支障をきたすおそれのある個所（高架橋、跨線橋等）に

 適用する。
2. 設置範囲は原則として、「設計要領〔道路編〕」による。

3. 透過性防護柵に設置する場合には別途考慮する。

〔仕　　様〕

1. 橋梁の壁高欄への支柱の取付けは原則としてＵ型ボルトの埋込方法とするが、既設橋

 梁に取付ける場合は穿孔方式ボルトを用いることができる。

2. 部材には全て溶融亜鉛メッキを施すものとし、その規格はJIS H 8641による。

〔設計表示方法〕

Ｌ＝（ ） ｍ

表示例

Ｌ＝ ｍ

使用材料

XS-33

－ １４６ －

名
称

工種
記号 ＳＮ飛雪等防止柵

―

規　　格

STKR400

SS400

σba=210N/m㎡

σba=210N/m㎡

σba=210N/m㎡

σba=210N/m㎡

強度区分4.6

SS400

SS400

SS400

金　　　網

枠　　　材

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

取付ﾎﾞﾙﾄ

エキスパンドメタル

成 形 鋼 板

Ｕ－ＢＮ

Ｂ・Ｎ

設　計　荷　重

道－Ⅴ－12

ＳＮ

ＳＮ 20

部　　材

取付金具
ＰＬ

山　　形　　鋼

構造用角形鋼管

材　　　　　料

2.0kN/㎡風　荷　重

支　　柱

許容応力度（短期）

σba=210N/m㎡

σba=210N/m㎡
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設計延長

材料表

L-75x75x9 120 4

員数

1 0.1

名称 形　　状
標　準　部 伸縮継手部

長さ 重量 長さ 員数

70 1 0.1 70

100 6 2.7 100

1

Uﾎﾞﾙﾄ M16(2N,2W付) 490 2 1.7 490 2

パ
ネ
ル

XS33-1080×2.3 1815 1

PL-80×6 － －

　　-45×45×3.2 5790 1

重量

支
　
柱

□-75x75x3.2 1600 1 11.2 1600 1 11.2

PL-70x3.2

4.8 120 4 4.8

3 1.3

L-100x75x7 － － － 100 3 2.8

L-50x50x6

1.7

計 20.5 21.9

17.7 1685 1 16.4

20.1

PL-44×6 100 6 1.2 － － －

21.0 5530

Ｍ12（1N、2Ｗ付） 35 12 0.9

－ －

6 2.3

－ － －

－ 100

40 12 1.1

計 40.8 39.9

Ｍ12（2N、2Ｗ付） －

注）取付ボルト穴は伸縮桁長70ｍ未満に適用し、
　これより長い場合は別途検討すること。

15
0

1
60
0

3
90

3
9
0

2
7
0

3
00

1
00

20

75

175

5050

30
30
20

3
0

1
0
0

4
0

3
0

18

225

65
35

10075

20
30

50

3
90

1
60
0

1
00

3
00

2
7
0

3
9
0

15
0

3
0
4
0

1
0
0

3
0

1
4

1
4

45

6
0

2
0

1
2
06
0

30

37.5

75

37.5

2
0 6
0

1
2
0

6
0

30

37.537.5

75

6-14×45長孔

L-100×75×7

L-75×75×9

□-75×75×3.2

4-20×30長孔

18

4-20×30長孔

L-75×75×9

□-75×75×3.2

L-50×50×6

12-14×18長孔

PL-70×70×3.2

4

3

4

3

75

150

75

1
2
0

7
5

75 75 75

9 9

M16×490
アンカーボルト
（埋込式）

□-75×75×3.2

L-75×75×9

15

4
5 3
0

45

3.2 10 3.2

55

2000

1
1
0
0

1
0
8
0

2
0
0
0

5
00

2
0

1
0
0

3
00

1
0
0

（埋込長）

50 120

断面図正面図
（伸縮部）（標準部）

アンカーボルト
M16

枠 材

取付ボルト

支 柱

金 網

枠 材

金 網

取付ボルト

37.5

2000

1925 37.5

1815 55

37.5

120 1685 120

1925 37.5

アンカーボルト

75

60.5

M12×40(1N,1-3種N,2W付)

M12×35(1N,2W付)

120

5565

55

3025

3
0
2
0

2
0

5
5

45

1
4

18

1
4

4 4

4

4

         　（伸縮量60mm（±30mm）未満）

L-50×50×6

PL-70×70×3.2

L-50×50×6

44 80

道路側

支柱詳細図
（伸縮継手部）（標準部）

枠材詳細図 支柱取付詳細図

パネル取付詳細図

（標準部） （伸縮継手部）



（単位：mm）

　
〔設計条件〕

1． 落下物防止網に作用する荷重は、１kN/ｍとする。

2． ワイヤーロープのたわみは10ｃｍ程度とする。

〔適用条件〕

1. 跨道橋、跨線橋等の高欄間に隙間がある場合に設置する。

2. その他、必要に応じて設置する。

3. 積雪地域における道路や鉄道との交差箇所は、つららの発生による被害の防止を考慮した構造

　としなければならない。

〔仕　　様〕

1. 各部材の表面処理は溶融亜鉛めっき(JIS Ｈ8641)を標準とする。　

〔設計表示方法〕

ＦＧ－Ｗ(　)　 Ｌ＝ (　)ｍ

表示例

ＦＧ－Ｗ1.2 Ｌ＝ 50ｍ

材料表 (Ｗ＝1.0ｍ、Ｌ＝25ｍ当たり)

－ １４７ －

ア ン カー

名
称

168個

JIS G 3525

(普通Zより亜鉛めっき鉄線4種)
99.4ｍ

122個

道－Ⅴ－13

ＦＧ落下物防止網

JIS G 3547

(亜鉛めっき鉄線4種)

25ｍ

工種
記号

(一般構造用圧延鋼材SS400)

備　　考

ワイヤークリップ

ターンバックル 4個

品　　名

金　　網

ワイヤーロープ

結合コイル

JIS G 3552

JIS G 3547(亜鉛めっき鉄線4種)

JIS G 3101
52個

規　　格

φ3.2x56

φ8(3x7 G/O)

φ3.2x50x300

φ19

数　量

改19

設計延長幅

10
0

3
00

2
00

3
00

1
00

10
00

10
00

10
0
0

1
00
0

10
00

1
0
00

25
00
0

ａ

Ｗ

結合コイル

結合コイル

ターンバックル

金網

15
0

Ｗ

アンカーボルト

1
00

た
わ
み

ターンバックル

300
φ3.2

5
0

結合コイル

30
0

アイボルトM20

ワイヤークリップ

6.5

1
8

2020

40

M8

1
8

18 3
6

31

ワイヤークリップ

7
1

80

3
5

φ
40

30

25.5

72アイボルト

M20x30

アンカー

側面図 金網及びロープ構造図（ａ部）

□
2
1

W(5/8)

250

φ
24

(3x7)

ワイヤーロープφ8

2
50
00

      M20x80

（埋込長80,穿孔径26mm）

メネジアンカー

水平ナックル

平面図



（単位：mm）

〔設計条件〕

注）　1．橋体の設計には、死荷重のみ

　　　（1.0kN/m）を考慮する。

〔適用条件〕

1. 検査路の取付け位置は、計画高水位（ＨＷＬ）より上とする。

2. 下部工検査路は、地盤と桁底面の高さを考慮して設置ヶ所を検討する。

3. 本図の検査路支持スパンは5m以下を想定している。

4. 本図の条件を外れる場合には、「道路橋検査路設置要領（案）（北陸地方整備局）」によるも

　のとする。

〔仕　　様〕

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

2. Ｕボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナットを使用すること。

3. 部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。亜鉛の付着量は、JIS H8641HDZ55とする。

但し、ボルト・ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZ35とする。
4. チェッカープレートの長尺物が入手困難な場合は、適宜板継ぎを行う。板継ぎ溶接が困

 難な場合は、横支材等を入れて床板がたわまないようにすること。

5. 床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔を間隔1m(0.7㎡ )程度に1箇所程

 度設けるのが良い。
6. M16打込式アンカーボルトの埋込長は、60mmを標準とする。
7. 特記なきスカーラップは、35Ｒとする。
8. 検査路及び受台の寸法は標準的な例を示したものであり、各々の橋梁にあわせて寸法を

 決定すること。

〔設計表示方法〕

検査路　ＢＳＢＣ―Ｄ Ｎ＝（ ） 箇所
梯　子　ＢＳＢＣ―Ｔ Ｎ＝（ ） 箇所

表示例

検査路　ＢＳＢＣ―Ｄ Ｎ＝ 2 箇所
梯　子　ＢＳＢＣ―Ｔ Ｎ＝ 3 箇所

工種
記号 ＢＳＢＣ橋梁下部工検査路

－ １４８ －

水平力

鉛直力
手
摺

名
称

設　計　荷　重

道－Ⅴ－14

1.0kN/m

3.5kN/㎡

0.4kN/m

0.6kN/m

死荷重

活荷重

改19

設計箇所数

配　置　図

昇降梯子1

昇降梯子2

{ B2 }

1

3

2

4

19×40長孔

  1 - BASE PL   335×13×300 (SM400A)

  4 - BN   M16×50 (2-W)

  1 - H   175×175×7.5×11×777 <1197>

  6 {8}- 打込式アンカー M16

検査路

1
36

18φ孔

< B3 >B1
{ B2 }B1 < B3 >

下部構造検査路支持構造

梯　子
  2 -  L    50×50×6×6000

（水平材）
転落防止リング

200R

2

（鉛直材）

転落防止リング

梯子支持金具

昇　降　梯　子

ステップ詳細図

  1 - RB  φ22×430

3
0
0

3
0
0

3
0
01
2
0
0

200 ステップ

下部構造検査路

5
0

2
0
0

4545

90 4
5

4
59
0

4060

100 400 100

430

φ
2
2

φ18孔

φ
2
2

4060

400 100100

ステップ取付位置

  2 - FB   90×6×350

  2 - 打込式アンカー M16

100

30
30
10

20100 680 <1100> 10

8
0

1
7
5

8
0

3
3
5

13 777 <1197>

13 247 380 <800> 160

16

3
7
.
5

1
7
5

1
00

3
7
.
5

4

2

3
0

2
7
5

3
0

3
3
5

30 120 120 30

300

62.5 175 62.5

5
0

1
7
5

5
0

3
3
5

30
1
9
5

30

18φ孔

2

300

3012012030

4

50
1
7
5

5
0

62.562.5 175

8
0

50 400 50
2
8
4

6
1
0

3
0
0

20
0
0

ス
テ
ッ

プ
間

隔
 
1
4
×
3
0
0
=4
2
0
0

1
0
0

φ34

65
0

水
平
材

間
隔

 7
×

6
00
=
4
20
0

1
4
50

1900

3
0
0

20
0
0

2
1
50

6
3
0
0

1
2
00

梯
子
支

持
金

具
 1
2
0
0

17
5
0

1
5
0

6
00
0

φ
34

200

30
6
0

3
0

 15 -  RB   φ22×430 
  2 -  PIPE φ34.0×2.3×712 (STK400)
  2 -  FB   50×6×192
  4 -  BN  M12×35 (2-W)

 16 -  BN  M16×40 (2-W) 
  3 -  FB   50×4.5×4250
  8 -  FB   50×4.5×2101 
転落防止リング

 12 -  BN  M12×35 (2-W)
  4 -  GUSS PL  65×6×140
  4 -  L    65×65×6×1890 
  2 - 打込式アンカー M16 
  2 -  FB   90×6×315 
梯子支持金具

B1 B1 B1 B2 B1

5000以下 700 5000以下 5000以下

ブラケット 上部工検査路と共通

200 1600 200

2000

780 200

820 200980

B3 B3

昇降梯子2

昇降ステップ

1
7
5

昇降ステップ詳細図



（単位：mm）

〔設計条件〕

注）　1.橋体の設計には、死荷重のみ

　（1.0kN/m）を考慮する。

〔適用条件〕

1. 検査路の取付け位置は、桁下面より上とする。

2. 本図の検査路支持スパンは6mを想定している。

3. 本図の条件を外れる場合には、「道路橋検査路設置要領（案）（北陸地方整備局）」による

　ものとする。

〔仕　　様〕

1. 特記なき材質は、全てSS400とする。

2. Ｕボルト付き以外のナットは、全て緩み止めナットを使用すること。

3. ※印付きの部材は、本体付を示す。

4. ※印以外の部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZ55とする。

但し、ボルト・ナットおよび板厚3.2mm未満の部材は、HDZ35とする。

5. チェッカープレートの長尺物が入手困難な場合は、適宜板継ぎを行う。

板継ぎ溶接が困難な場合は、横支材等を入れて床板がたわまないようにすること。

6. 床材に縞鋼板を使用する場合は、直径10mmの排水孔を間隔1m(0.7㎡)程度に1箇所程

 度設けるのが良い。

7. 検査路支持構造の材質は、母材と同等の材質とする。
8. 特記なきスカーラップは、35Ｒとする。
9. 検査路及び受台の寸法は標準的な例を示したものであり、各々の橋梁にあわせて寸法

 を決定すること。

〔設計表示方法〕

ＢＳＰＣ―Ｄ Ｌ＝（ ） ｍ

表示例

ＢＳＰＣ―Ｄ Ｌ＝10ｍ

設　計　荷　重

道－Ⅴ－15

1.0kN/m

3.5kN/㎡

0.4kN/m

0.6kN/m

死荷重

活荷重

工種
記号 ＢＳＰＣ橋梁上部工検査路

－ １４９ －

水平力

鉛直力
手
摺

名
称

改19

設計延長
横桁 下フランジ

19×40 長孔

3
2

1
6

  4 - BN M16×45 (2-W)

  2 - FLG PL 80×8×682(母材と同材質)

  4 - PL 200×8×166(母材と同材質)

3

2

1

※

※

10 165.5 9 165.5 10

180180

50

8
8

20
0

80 80100 100

25 632 25

682

8
8

2
00

1

2

25 632 25

682

380

40

408
0

80 4
0 4
0

1

2

1

2

受台詳細

6

  2 - PL  60×8×662 (SM400A)

  2 - PIPE φ2.7×2.3×5800 (STK400)

  1 - Ch.PL 642×3.2×5750 (SS400相当品)
  2 - CH 125×65×6×8×5800

 56 - BN  M10×30 (1-W,1-TW)
  7 - FB  90×9×670
  2 - L   75×75×6×670

φ10孔

  1 - PL  215×12×185 (SM400A)

12φ孔 爪先板
90×3.2

  4 - BN  M10×35 (2-W)
  4 - BN  M16×45 (2-W)

6

端 支 柱 部

BN M10×30

(1-W,1-TW)        

4

FB 90x9

Ch.PL t=3.2

19×40長孔

支持構造 取付け板 4

4

L 75×75×6

歩廊端部詳細図

歩廊詳細図

20
C

20C

支柱(L形鋼)に溶接

6

1750

37
5

3
75

3
5
0

11
0
0

1
28
.
2

1900 1750 200

100100

6000

200

5800

検査路

検査路

  4 - PIPE φ21.7×1.9×5800 (STK400)
  8 -  L  65×65×6×1283
  4 - PL  90×3.2×1918
  2 - PL  90×3.2×1835

  8 - U.BOLT 呼び32C
 16 - U.BOLT 呼び15C

 32 - BN  M10×35 (2-W)
 32 - BN  M16×45 (2-W)
  8 - PL  215×12×185 (SM400A)

20
6
42

20

6
82

200 750 1000 950 950

2007×242.9=17002007×200=1400150
250

50 7×200=1400 150
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5800100 100

65 552 65
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（単位：mm）

〔適用条件〕

1. 雪崩の発生するおそれのある斜面に、設置する。

2． 設計積雪深　（Hｓｍ）　3.0, 3.5, 4.0, 4.5

3． 斜面勾配　（θ°） 30

4． グライド係数（N)

地表状態

5. 柵配列は、等高線に平行に継続配置とする。

　1）　列間隔：Lｍ

1. 雪密度 ： γｓ＝3.5ｋN/m
3

2. 雪 　圧 ： 道路防雪便覧((社)日本道路協会)による。

3. 使用材料及び許容応力度 　2）　柵間隔：Aｍ

　　　 柵間隔Aは、1.0ｍ以下とする。

〔仕　　様〕

1． 支持バーの取付は、U-B.N（φ12）で行っても良い。この場合、材料表は（　）内の値を用いる。

2. 部材には、全て溶融亜鉛メッキを施すものとし、その規格は　ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　による。

3. 基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

4. 寸法表示におけるボルトの縁端距離は、最小値である。

５. 基礎寸法C5の※印は、基礎が柵延長方向に連続していることを示す。

６. 基礎地盤が岩の場合で、主柱、支柱の基礎を独立させる場合は、別途検討する。

〔設計表示方法〕

－ － － － S N ＝ ( ) 基
　許容応力度は各部材の使用状態により、道路橋示方書（Ⅱ鋼橋編）((社)  設計  斜面 鋼製  設計基数

日本道路協会)により低減を行う。  積雪深  勾配  グライド係数

　なお、HTBは市場性等よりF10Tを使用してもよいが、軸力管理はF8Tに準

じて行うこと。 表示例

　SB－Hｓ4.0－θ30－N3.0－S  　　　N ＝ 20 基

〃

STKR400

〃 σ ｃa=137N/mm
2

　〔設計条件〕

主柱 H形鋼

・玉石（φ30ｃｍ以上）の斜面

・大岩の凹凸面

4.0

部材 材料 許容応力度

SS400

σ ba=137N/mm
2

45

SS400

12

20

3.0

Hｓｍ

2.0

21

24

名
称

・小さいかん木地
・50ｃm以下の凹凸面
・草　地

4.0 60

・平滑岩盤
・葉の長い草地
・湿　地

30ﾟ
Ｎ

3.5

鋼製雪崩予防柵 30°（その１）

35ﾟ 40ﾟ

3.0

52

15

8cm又は12cm 25mm又は40mm

スランプ

18

斜面方位

呼び強度

・礫（φ30ｃm以下）の斜面
・丈1ｍ以上のかん木地
・50ｃm以上の凹凸面

4.5 67

N (　　)

60％以下

粗骨材の最大寸法

17

28

31 22

水セメント比

18

道－Ⅵ－1

高炉セメント
（B種）

3.0

45ﾟ

16

14

セメントの種類

工種
記号 SB-30-S

－

結合ボルト Ｈ.Ｔ.Ｂ
M 16:19.6N

規格

支持バー
構造用

角形鋼管 σ ba=137N/mm
2

τ 　a=　78N/mm
2

支柱

－

F8T

σ ｃｋ=18N/mm
2

　取付プレート
リブプレート

ＰＬ －

　　支持バー
取付ボルト

Ｂ.Ｎ
（U-B.N)

基礎 コンクリート －

SB

M 24:30.4N

－ １５０ －

Hs (　　) θ30

A1

A2

500

50
0

A3

500 500 C1 C2

C4
C
3

80
0

θ＝30°

55°

50°
75
°

1：
0.
3

50
0

C5

A4
Ｘ

30
0=

A5
1
50

300 3Ｘ1800=5400

6000

B5

B5
450

B5

B5

φ=B4

t=12

20
0

12

t=9

10

B1

B2

10

H.T.B M-B3

6

6 70
28

5
70

t=6
t=6

3

3

BNM16

35
40

φ19

15
0

35
40

3
00

30
0

側 面 図

Hs

10°

15°

50
0

500

正 面 図

結合部詳細図 支持バー取付詳細図

28
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Ｎ

北向き斜面

Ｎ

南向き斜面

Ａ



（単位：mm）

　

（単位：mm）

寸　法　表

主要部材断面

－ １５１ －

3.5 4.0 4.5

10 17.5 1000 12 21.5 

290 

3600 28 1000 

1200 

2900 148 

2620 

1300 

610 3657 20 

2020 1050 275 2290 275 

1500 2550 

28 

2900 148 

17.5 1300 12 17.5 

310 3657 16 

1000 12 17.5 1000 

2900 148 

610 3657 16 

1000 

Hsm

B

主柱

2.0

290 2020 1050 290 2290 

2550 

道－Ⅵ－2

材　　料　　表

工種
記号 SB-30-S鋼製雪崩予防柵 30°（その２）

名
称

154 1300 

B

1200 

B C A

154 1000 

275 

1000 

148 1300 

支柱

2.0

100×100×6×8

150×150×7×10

100×100×6×8

 N
3.0

支持バ－

2.0 100×100×2.3

125×125×6.5×9

100×100×6×8

100×100×2.3
3.0

100×100×3.2

100×100×2.3 100×100×2.3

150×150×7×10

3.0
150×150×7×10

175×175×7.5×11

4.0 175×175×7.5×11 200×200×8×12

125×125×6.5×9

125×125×3.2
100×100×3.2

4.0 100×100×3.2 125×125×3.2

3.5

125×125×6.5×93.0

4.0 125×125×6.5×9

17.5 1000 10 

3215 

1000 2550 

16 

3

5

A B C

800 290 1690 

290 

950 

4.0

1

2.0

1

4

3.0

3

5

2

1

800 

Hsm

N
A B

3.0

C A

2837 

2620 

2 1900 154 1000 2250 154 

7 17.5 1000 9 17.5 

2396 16 270 450 16 

2100 28 800 2700 28 800 3000 28 1000 3600 28 1000 

1050 1200 275 800 290 1690 950 290 2290 2620 

2 1900 154 1000 2250 154 1000 1500 

2020 

2396 16 270 2837 

1500 

16 450 3215 16 

2700 

300 

4 7 17.5 1000 9 17.5 1000 10 

28 1000 3000 

800 290 1690 950 

2100 28 800 

1900 154 1300 2250 154 

3 2396 16 270 2837 16 150 3215 16 500 

4 7 17.5 1000 9 17.5 1300 1300 

1000 3000 5 2100 28 1000 28 2700 28 

4.0 4.5

6500※ 3600 32 6500※
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・

・

・ 支持バーの
取付をU-B.N
で行う場合
質量は（　）
内の値を用
いる。

主 柱

支 柱

支 持 バ ー

H ・ T ・ Ｂ

コンクリ ート

型 枠

土 工

主 柱

支 柱

支 持 バ ー

H ・ T ・ Ｂ

コンクリ ート

H ・ T ・ Ｂ

コンクリ ート

型 枠

型 枠

土 工

主 柱

支 柱

Hs
ｍ

4

4

4

8

16

16

数量

4

4

N

4

8

16

8

2.0

3.0

4.0

土 工

支 持 バ ー

23

41

10

36

19

14

305

242

540(482)

3.6

3.0

10

36

19

質量(kg)

305

242

416(359)

3.6

ｍ
3

ｍ2

ｍ
3

ｍ
3

ｍ2

305

242

540(482)

3.6

ｍ
3

ｍ
3

ｍ2

ｍ3

3.5

数量 質量(kg)

4 352

4 272

10 521(449)

16 3.6

11 ｍ
3

39 ｍ2

20 ｍ
3

4 466

4 275

10 532(449)

16 3.6

14 ｍ
3

42 ｍ2

22 ｍ
3

4 466

4 275

10 687(603)

16 3.6

18 ｍ
3

50 ｍ2

30 ｍ3

4.0

数量 質量(kg)

4 479

4 301

11 586(494)

16 3.6

14 ｍ
3

45 ｍ2

23 ｍ
3

4 517

4 301

11 927(833)

16 3.6

17 ｍ
3

51 ｍ2

29 ｍ
3

4 659

4 400

11 941(833)

16 3.6

25 ｍ
3

34 ｍ2

33 ｍ3

4.5

数量 質量(kg)

4 580

4 439

13 692(584)

ｍ
3

16 3.6

16 ｍ
3

16 3.6

4 740

4 422

21 ｍ
3

60 ｍ2

445

13 1129(985)

35 ｍ
3

4 918

38 ｍ2

38 ｍ3

16 6.2

30 ｍ
3

4

支柱、支持
バーの質量
には、取付
PLB.Nを含
む。

土工は掘削
数量を示す。
埋戻しは、掘
削と同数量
を見込む。

備考

13 908(784)

49 ｍ2

25



（単位：mm）

〔適用条件〕

1. 雪崩の発生するおそれのある斜面に、設置する。

2． 設計積雪深　（Hｓｍ）　3.0, 3.5, 4.0, 4.5

3． 斜面勾配　（θ°） 35

4． グライド係数（N)

地表状態

5. 柵配列は、等高線に平行に継続配置とする。

　1）　列間隔：Lｍ

1. 雪密度 ： γｓ＝3.5ｋN/m3

2. 雪 　圧 ： 道路防雪便覧((社)日本道路協会)による。

3. 使用材料及び許容応力度 　2）　柵間隔：Aｍ

　　　 柵間隔Aは、1.0ｍ以下とする。

〔仕　　様〕

1． 支持バーの取付は、U-B.N（φ12）で行っても良い。この場合、材料表は（　）内の値を用いる。

2. 部材には、全て溶融亜鉛メッキを施すものとし、その規格は　ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　による。

3. 基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

4. 寸法表示におけるボルトの縁端距離は、最小値である。

５. 基礎寸法C5の※印は、基礎が柵延長方向に連続していることを示す。

６. 基礎地盤が岩の場合で、主柱、支柱の基礎を独立させる場合は、別途検討する。

〔設計表示方法〕

　許容応力度は各部材の使用状態により、道路橋示方書（Ⅱ鋼橋編）((社) － － － － S N ＝ ( ) 基
日本道路協会）により低減を行う。  設計  斜面 鋼製  設計基数

　なお、HTBは市場性等よりF10Tを使用してもよいが、軸力管理はF8Tに準  積雪深  勾配  グライド係数

じて行うこと。 表示例

　SB－Ｈｓ4.0－θ35－Ｎ3.0－S  　　　N ＝ 20 基

　〔設計条件〕

名
称 鋼製雪崩予防柵 35°（その１）

24

21

Hｓｍ

52

Ｎ

4.0

・小さいかん木地
・50ｃm以下の凹凸面
・草　地

60％以下

22 18

15

17

20

12

14

16

25mm又は40mm

SB Ｈｓ (　　)

674.5

18 8cm又は12cm

道－Ⅵ－3

斜面方位

工種
記号 SB-35-S

セメントの種類スランプ

3.0

4.0

粗骨材の最大寸法呼び強度 水セメント比

31

60 28

45ﾟ

3.0

3.5

・平滑岩盤
・葉の長い草地
・湿　地

35ﾟ 40ﾟ30ﾟ

45

部材 材料 許容応力度 規格

2.0

高炉セメント
（B種）

・玉石（φ30ｃｍ以上）の斜面

・大岩の凹凸面

・礫（φ30ｃm以下）の斜面
・丈1ｍ以上のかん木地
・50ｃm以上の凹凸面

SS400

支柱 〃 σ ｃa=137N/mm
2 〃

主柱 H形鋼
σ ba=137N/mm

2

τ 　a=　78N/mm
2

　取付プレート
リブプレート

ＰＬ － SS400

支持バー
構造用

角形鋼管 σ ba=137N/mm
2 STKR400

－

　　支持バー
取付ボルト

Ｂ.Ｎ
（U-B.N)

－ F8T

結合ボルト Ｈ.Ｔ.Ｂ
M 16:19.6N

M 24:30.4N

－ １５２ －

基礎 コンクリート －

Ｎ (　　)θ35

σ ｃｋ=18N/mm
2

改19

Ｎ

北向き斜面

Ｎ

南向き斜面

Ａ

A1

A2

500
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0
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500 500 C1 C2
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0

θ＝35°
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45°

75
°

1：
0.
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0

C5

A4
Ｘ
3
00
=A
5

15
0

300 3Ｘ1800=5400

6000

側 面 図

Hs

10°

15°

50
0

正 面 図

500

B5

B5
450

B5

B5

φ=B4

t=12

20
0

12

t=9

10

B1

B2

10

H.T.B M-B3

6

6 70
28 28

5
7
0

t=6
t=6

3

3

BNM16

3
5

4
0

φ19

15
0

35
40

30
0

30
0

結合部詳細図 支持バー取付詳細図



（単位：mm）

（単位：mm）

寸　法　表　

主　要　部　材　断　面

－ １５３ －

名
称

工種
記号 SB-35-S鋼製雪崩予防柵 35°（その２）

3.0 3.5 4.0 4.5

100×100×2.3

100×100×3.2

125×125×6.5×9

150×150×7×10

100×100×3.2
125×125×3.2

125×125×3.2 125×125×4.5

28 6500※ 3300 

材　　料　　表143 

3757 16 

2750 128 

28 

920 

1000 3000 

1300 

16 460 3278 

17.5 1000 

28 800 2400 

970 590 

1000 3000 28 

1000 

28 

17.5 

1000 3300 

1000 11 17.5 

2320 

1000 

2750 

800 2400 

11 

900 270 

28 800 

1000 270 

3000 

主柱

2.0

道－Ⅵ－4

C

270 2320 

支柱

2.0

100×100×6×8

支持バ－

2.0
100×100×2.3

100×100×3.2

3.0

4.0

150×150×7×10

3.0
150×150×7×10

175×175×7.5×11

4.0 175×175×7.5×11 200×200×8×12

125×125×6.5×9

Ｎ

100×100×2.3 100×100×3.2

100×100×6×8
100×100×6×8

3.0

4.0 125×125×6.5×9

125×125×6.5×9
150×150×7×10

A B

Hsm

1000 

1150 255 

143 

16 

28 

900 270 2020 1000 1 750 270 1770 

157 1000 2750 1000 2100 157 1000 

3 2527 16 

2400 2 1850 157 

970 3757 590 2869 16 760 

7 17.5 

3278 16 

10 17.5 1000 8 17.5 1000 

3 2527 

4 7 

1 750 270 1770 

28 

1150 255 

2 1850 157 1000 2100 157 1000 

2020 

2400 157 1300 

1000 10 17.5 1300 

16 590 2869 16 760 3278 

5 2100 

1 750 

16 670 

17.5 1000 8 17.5 

241 1150 

2 1850 

3 2527 

255 

16 2869 

2100 157 1500 2400 

270 1770 900 270 2020 

16 

2100 

4

11 

3757 

4 7 17.5 

157 1300 

8 1000 

1000 

2670 

1500 

720 

3300 28 

20 

2320 

1300 

3.0

4.0

5 2100 

1500 

21.5 10 17.5 

1000 

2670 

1500 

2.0

C

2670 

1000 

1220 

5

143 1300 

Hsm

N
BA B C AA B C

32 6500※

3.0 3.5 4.0 4.5

28 1000 2400 28 

改19

・

・

・ 支持バーの
取付をU-B.N
で行う場合
質量は（　）
内の値を用
いる。

支柱、支持
バーの質量
には、取付
PLB.Nを含
む。

土工は掘削
数量を示す。
埋戻しは、掘
削と同数量
を見込む。

4.5

554

4474

数量

4

質量(kg)

824(724)

3.6

16

12

16

ｍ3

ｍ2

3.6

22

62

36

878

580

1373(1240)

ｍ3

4

4

12

6.2

33

40

42

16

ｍ3

ｍ2

ｍ3

主 柱

支 柱

支 持 バ ー

H ・ T ・ Ｂ

コンクリ ート

型 枠

土 工

主 柱

支 柱

支 持 バ ー

H ・ T ・ Ｂ

コンクリ ート

H ・ T ・ Ｂ

コンクリ ート

型 枠

型 枠

土 工

主 柱

支 柱

Hsｍ

4

4

4

8

16

16

数量

4

4

N

4

8

16

8
2.0

3.0

4.0

土 工

支 持 バ ー

38

20

14

24

43

295

250

540(482)

3.6

ｍ3

3.0

10

38

20

質量(kg)

295

250

416(359)

3.6

ｍ3

ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ2

ｍ3

295

250

416(359)

3.6

10

9 469(404)

ｍ2

ｍ3

16 3.6

11 ｍ3

40 ｍ2

4 333

4 273

21 ｍ3

4 441

4 276

9 618(543)

16 3.6

14 ｍ3

43 ｍ2

22

31 ｍ3

16 3.6

18 ｍ3

ｍ3

4 441

51 ｍ2

4 276

9 758(682)

4 491

4 305

586(494)

16 3.6

15 ｍ3

11

47 ｍ2

24 ｍ3

4 491

4 305

11 755(663)

16 3.6

ｍ3

4 627

18 ｍ3

53 ｍ2

34 ｍ3

16 3.6

26 ｍ3

12

36 ｍ2

4 404

11 768(664)

30

16

4

4

51

25

708

ｍ3

ｍ2

ｍ3

1026(909)

450

備考
4.0

数量 質量(kg)

3.5

数量 質量(kg)



（単位：mm）

〔適用条件〕

1. 雪崩の発生するおそれのある斜面に、設置する。

2． 設計積雪深　（Hｓｍ）　3.0, 3.5, 4.0, 4.5

3． 斜面勾配　（θ°） 40

4． グライド係数（N)

地表状態

5. 柵配列は、等高線に平行に継続配置とする。

　1）　列間隔：Lｍ

1. 雪密度 ： γｓ＝3.5ｋN/m3

2. 雪 　圧 ： 道路防雪便覧((社)日本道路協会)による。

3. 使用材料及び許容応力度 　2）　柵間隔：Aｍ

　　　 柵間隔Aは、1.0ｍ以下とする。

〔仕　　様〕

1． 支持バーの取付は、U-B.N（φ12）で行っても良い。この場合、材料表は（　）内の値を用いる。

2. 部材には、全て溶融亜鉛メッキを施すものとし、その規格は　ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　による。

3. 基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

4. 寸法表示におけるボルトの縁端距離は、最小値である。

５. 基礎寸法C5の※印は、基礎が柵延長方向に連続していることを示す。

６. 基礎地盤が岩の場合で、主柱、支柱の基礎を独立させる場合は、別途検討する。

〔設計表示方法〕

　許容応力度は各部材の使用状態により、道路橋示方書（Ⅱ鋼橋編）((社) － － － － S N ＝ ( ) 基
日本道路協会)により低減を行う。  設計  斜面 鋼製  設計基数

　なお、HTBは市場性等よりF10Tを使用してもよいが、軸力管理はF8Tに準  積雪深  勾配  グライド係数

じて行うこと。 表示例

　SB－Ｈｓ4.0－θ40－Ｎ3.0－S  　　　N ＝ 20 基

σ ｃｋ=18N/mm
2

－ １５４ －

基礎 コンクリート －

SB Ｈｓ (　　)

　　支持バー
取付ボルト

Ｂ.Ｎ
（U-B.N)

－ F8T

－

　取付プレート
リブプレート

ＰＬ － SS400

結合ボルト Ｈ.Ｔ.Ｂ
M 16:19.6N

M 24:30.4N

支持バー
構造用

角形鋼管 σ ba=137N/mm
2 STKR400

支柱 〃 σ ｃa=137N/mm
2 〃

部材 材料 許容応力度 規格

主柱 H形鋼
σ ba=137N/mm

2

τ 　a=　78N/mm
2

SS400

道－Ⅵ－5

斜面方位

・玉石（φ30ｃｍ以上）の斜面

・大岩の凹凸面

・礫（φ30ｃm以下）の斜面
・丈1ｍ以上のかん木地
・50ｃm以上の凹凸面

・小さいかん木地
・50ｃm以下の凹凸面
・草　地

2.0

3.0

4.0

・平滑岩盤
・葉の長い草地
・湿　地

30ﾟ 35ﾟ 40ﾟ

4.0 5.0

24 17

45ﾟ

3.0 45 21 15 12

Hｓ
ｍ

N

スランプ 粗骨材の最大寸法

14

4.0 60 28 20 16

3.5 52

60％以下
高炉セメント

（B種）

18

SB-40-S鋼製雪崩予防柵 40°（その１）

4.5 67 31 22

呼び強度

　〔設計条件〕

θ40 Ｎ (　　)

名
称

工種
記号

セメントの種類

18 8cm又は12cm

水セメント比

25mm又は40mm

改19

Ｎ

北向き斜面

Ｎ

南向き斜面

Ａ

A1
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500

5
0
0

A
3

500 500 C1 C2

C
4

C
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1
0
0
0

θ＝40°

60°

40°
8
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°

1：
0.
3

側 面 図

H
s
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50
0
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正 面 図

5
0
0

C5

A
4
Ｘ

3
0
0
=
A
5

1
50

300 3Ｘ1800=5400

6000

B5

B5
450

B5

B5

φ=B4

t=12

20
0

12

t=9

10

B1

B2

10

H.T.B M-B3

6

6 70
28 28

5
7
0

t=6
t=6

3

3

BNM16

3
5

4
0

φ19

1
50

3
5

4
0

3
0
0

3
0
0

結合部詳細図 支持バー取付詳細図



（単位：mm）

（単位：mm）

　

寸　法　表　

主　要　部　材　断　面

Hsm 4.0 4.5

21.5 1500 8 17.5 

N

3.0 3.5

A

100×100×6×8

6500※ 3000 

1050 

2250 

2400 

17.5 

32 6500※

10 21.5 17.5 1500 

2700 32 6500※

125×125×4.5

200×200×8×12

125×125×6.5×9

150×150×7×10

125×125×3.2

125×125×4.5125×125×3.2

100×100×3.2

125×125×6.5×9

150×150×7×10

175×175×7.5×11

100×100×6×8

125×125×6.5×9

125×125×3.2

125×125×6.5×9

150×150×7×10

4.0

100×100×3.2

125×125×3.2
5.0

材　　料　　表

1800 

20 640 

2410 

21.5 

128 1500 

1000 

1300 9 

770 3754 3447 20 

241 

2000 

3 2605 16 290 3064 16 750 

1500 128 2000 143 1300 1800 2450 143 

4

1950 950 255 2210 270 1640 800 255 

157 

5.0

1 700 

4 6 

5 1800 

2 1700 

6 

5 1800 32 28 6500※ 2700 6500※ 3000 6500※

2 1700 

4 6 

3 2605 

28 1000 

3064 16 20 940 

1000 9 

1050 3447 16 970 

1500 

2000 157 1000 2250 

17.5 1300 8 17.5 

16 490 

950 255 2210 1050 

28 6500※2700 28 

241 2410 

4.0

1 700 270 1640 800 

2 1700 157 1300 

17.5 

16 1440 

270 1950 

28 1000 2400 28 1000 

10 4 6 17.5 1000 8 17.5 

143 

1000 9 

3754 3064 16 1050 3447 

17.5 1300 

28 

2605 16 790 

2410 

2 1700 157 1000 2000 

8 

1300 

17.5 1000 

1000 2700 

9 17.5 1000 10 

5 1800 28 800 2400 28 

17.5 1000 

3 2605 16 790 16 1050 

17.5 1000 

2450 143 

16 

157 1000 

3064 1270 3754 3447 16 1440 

1000 157 1000 

2210 1050 

2000 157 1000 2250 

255 2410 270 1950 950 270 

A B Ｃ

2.0

1 700 270 1640 800 

C A B CB C A B

5 1800 28 1000 2400 28 

100×100×2.3
100×100×2.3 100×100×3.2

3.0

4.0
125×125×6.5×9

125×125×6.5×9

175×175×7.5×11

150×150×7×10

Hsm

 N

3.0

5.0

4.0

3.0

主柱
3.0

5.0

3.5 4.0 4.5

支持バ－

2.0 100×100×2.3

2.0

支柱

2.0

100×100×6×8

10 

28 

1000 3000 

143 1300 2450 

3754 

3.0

1 700 

970 

270 1640 800 

143 

16 3

270 1950 950 255 

1500 157 1300 2250 

道－Ⅵ－6

名
称

工種
記号 SB-40-S鋼製雪崩予防柵 40°（その２）

255 

－ １５５ －

1000 1000 3000 28 

2210 1050 

2450 

1300 

改19

・

・

・

支柱、支持
バーの質量
には、取付
PLB.Nを含
む。

土工は掘削
数量を示す。
埋戻しは、掘
削と同数量
を見込む。

支持バーの
取付をU-B.N
で行う場合
質量は（　）
内の値を用
いる。

ｍ2

28 ｍ3
26 ｍ3

27 ｍ3

ｍ2
52 ｍ2

54型 枠 41 ｍ2
48

3.6

コンク リート 11 ｍ3
16 ｍ3

17 ｍ3
17 ｍ3

3.6 16 3.6 16

10 521(449) 11 755(663)支 持 バ ー 7 364(314) 9

4 313 4 447支 柱 4 255 4

4 352 4 504

2.0

主 柱 4 276

H ・ T ・ Ｂ 16 3.6

土 工 22 ｍ3

備考
4.5

数量 質量(kg)

4.0

数量 質量(kg)

45 ｍ2

4 580

11 1259(1136)

49 ｍ3

65 ｍ3

16 6.2

45 ｍ3

4 798

36 ｍ3

42 ｍ2

11 955(833)

16 6.2

4 798

4 580

41 ｍ2

40 ｍ3

941(833)

16 3.6

30 ｍ3

11

4 643

4 450

41 ｍ2

54 ｍ3

16 6.2

38 ｍ3

4 420

10 1131(1033)

41 ｍ3

4 595

31 ｍ3

39 ｍ2

10 855(757)

16 3.6

4 595

4 420

59 ｍ2

36 ｍ3

842(757)

16 3.6

20 ｍ3

10

4 466

4 418

36 ｍ2

39 ｍ3

16 3.6

29 ｍ3

4 381

9 758(682)

26 ｍ3

4 416

25 ｍ3

35 ｍ2

9 618(543)

16 3.6

4 416

4 290

50 ｍ2

29 ｍ3

16 3.6

17 ｍ3

3.5

数量 質量(kg)

4 314

4 314

287

469(404)

16

4 287

9 469(404)

ｍ3

ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ2

ｍ3

3.0

14

44

24

質量(kg)

276

255

472(422)

3.6

276

255

581(530)

3.6

34

53

276

255

581(530)

3.6

17

49

29

19

N

4

7

16

7
3.0

4.0

5.0

土 工

支 持 バ ー

Hsｍ

4

4

4

7

16

16

数量

4

4

H ・ T ・ Ｂ

コンク リート

型 枠

型 枠

土 工

主 柱

支 柱

支 柱

支 持 バ ー

H ・ T ・ Ｂ

コンク リート

コンク リート

型 枠

土 工

主 柱

主 柱

支 柱

支 持 バ ー

H ・ T ・ Ｂ



（単位：mm）

〔適用条件〕

1. 雪崩の発生するおそれのある斜面に、設置する。

2． 設計積雪深　（Hｓｍ）　3.0, 3.5, 4.0, 4.5

3． 斜面勾配　（θ°） 45

4． グライド係数（N)

地表状態

5. 柵配列は、等高線に平行に継続配置とする。

　1）　列間隔：Lｍ

1. 雪密度 ： γｓ＝3.5ｋN/m3

2. 雪 　圧 ： 道路防雪便覧((社)日本道路協会)による。

3. 使用材料及び許容応力度 　2）　柵間隔：Aｍ

　　　 柵間隔Aは、1.0ｍ以下とする。

〔仕　　様〕

1． 支持バーの取付は、U-B.N（φ12）で行っても良い。この場合、材料表は（　）内の値を用いる。

2. 部材には、全て溶融亜鉛メッキを施すものとし、その規格は　ＪＩＳ　Ｈ　８６４１　による。

3. 基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

4. 寸法表示におけるボルトの縁端距離は、最小値である。

５. 基礎寸法C5の※印は、基礎が柵延長方向に連続していることを示す。

６. 基礎地盤が岩の場合で、主柱、支柱の基礎を独立させる場合は、別途検討する。

〔設計表示方法〕

　許容応力度は各部材の使用状態により、道路橋示方書（Ⅱ鋼橋編）((社) － － － － S N ＝ ( ) 基
日本道路協会)により低減を行う。  設計  斜面 鋼製  設計基数

　なお、HTBは市場性等よりF10Tを使用してもよいが、軸力管理はF8Tに準  積雪深  勾配  グライド係数

じて行うこと。 表示例

　SB－Ｈｓ4.0－θ45－Ｎ3.0－S  　　　N ＝ 20 基

F8T

σ ｃｋ=18N/mm
2

4.5

－ １５６ －

SS400

－

セメントの種類

名
称

3.0

4.0 60

45

3.5

・小さいかん木地
・50ｃm以下の凹凸面
・草　地

Hｓ
ｍ

30ﾟ

6.0

5.0

道－Ⅵ－7

4.0

4.0

3.0

工種
記号 SB-45-S鋼製雪崩予防柵 45°（その１）

斜面方位

・礫（φ30ｃm以下）の斜面
・丈1ｍ以上のかん木地
・50ｃm以上の凹凸面

部材 材料 許容応力度 規格

35ﾟ
N

主柱 H形鋼
σ ba=137N/mm

2

τ 　a=　78N/mm
2

支柱 〃 σ ｃa=137N/mm
2 〃

支持バー
構造用

角形鋼管 σ ba=137N/mm
2 STKR400

　取付プレート
リブプレート

ＰＬ － SS400

結合ボルト Ｈ.Ｔ.Ｂ
M 16:19.6N

M 24:30.4N

基礎 コンクリート －

　　支持バー
取付ボルト

Ｂ.Ｎ
（U-B.N)

－

16

14

1215

17

40ﾟ

高炉セメント
（B種）

18

SB Ｈｓ (　　) θ45 Ｎ (　　)

呼び強度 スランプ 粗骨材の最大寸法

〔設計条件〕

67 31 22

28

21

2452

・玉石（φ30ｃｍ以上）の斜面

・大岩の凹凸面

水セメント比

18 8cm又は12cm 25mm又は40mm 60％以下

5.0
・平滑岩盤
・葉の長い草地
・湿　地

45ﾟ

20

改19

Ｎ

北向き斜面

Ｎ

南向き斜面

Ａ

A1

A2

500

50
0

A3

500 500 C1 C2
C4

C3
10

00
θ＝45°

65°

35°

80
°

1：
0.
3

側 面 図

Hs

10°

10°

50
0

500

正 面 図

5
00

C5

A4
Ｘ
3
00
=A
5

15
0

300 3Ｘ1800=5400

6000

B5

B5
450

B5

B5

φ=B4

t=12

20
0

12

t=9

10

B1

B2

10

H.T.B M-B3

6

6 70
28 28

5
70

t=6
t=6

3

3

BNM16

35
40

φ19

1
50

35
40

30
0

30
0

結合部詳細図 支持バー取付詳細図



（単位：mm）

（単位：mm）

150×150×7×10

100×100×6×8

寸　法　表　

主　要　部　材　断　面

6500※

2350 

1000 2400 6500※ 2700 

－ １５７ －

100×100×3.2

125×125×3.2

150×150×7×10

175×175×7.5×11

125×125×6.5×9

125×125×3.2

125×125×4.5

100×100×6.5×9

125×125×4.5

950 

1140 4035 

5 1800 28 1000 2100 28 

251 

8 17.5 1000 9 17.5 

28 28 6500※

1000 

16 1640 4035 16 

1000 

1980 3520 

2050 146 1000 2350 

3 2661 16 1090 3176 

950 237 2480 

2 1550 160 1000 1850 160 1300 146 

3.0

251 1590 750 1 650 

4 6 17.5 1000 

5.0

1 650 

150×150×4.5

200×200×8×12

175×175×7.5×11

125×125×6.5×9

150×150×7×10

5.0

5.0

道－Ⅵ－8

材　　料　　表

名
称

工種
記号 SB-45-S鋼製雪崩予防柵 45°（その２）

6500※

1920 

A A

251 

2700 28 

850 237 2140 

1590 750 

6500※28 

1500 17.5 

6500※ 2400 

9 

840 

237 1920 850 237 2140 

146 1800 

16 

主柱

3.0 125×125×6.5×9

20 

125×125×6.5×9

150×150×7×10

150×150×7×10

175×175×7.5×11

6.0

1

100×100×6×8

支持バ－

3.0 100×100×2.3

4.0

6.0

5.0

100×100×3.2

125×125×3.2

4.0

6.0 125×125×4.5

Hsm

 N

125×125×3.2

4.0

6.0 200×200×8×12 250×250×9×14

支柱

3.0

B CB C A

4.0

1 650 251 

4 6 17.5 

1590 

2 1550 160 1300 

1000 

3

750 

C

251 1920 

B

1000 

1420 16 

7 17.5 

850 237 2140 950 224 2480 

1850 160 1000 2050 146 1300 

2661 16 1090 3176 16 4035 3520 16 1640 1420 16 1480 

2350 132 1500 

17.5 1000 8 17.5 1000 9 17.5 1500 

5 1800 28 1000 2100 28 

7 

224 2480 

2 1550 160 1500 1850 146 1300 2050 132 1800 

3 2661 16 590 3176 16 1120 3520 20 1180 

4 6 17.5 1500 7 17.5 1300 8 21.5 1800 

5 1800 28 1000 2100 28 6500※ 2400 28 2700 32 6500※

650 251 1590 750 237 1920 850 224 2140 950 224 2480 

132 2 1550 160 1300 1850 146 

4035 

1500 2050 132 1800 2350 

8 

2200 

3 2661 16 1090 3176 16 920 3520 

1800 

20 880 

4 6 17.5 1000 7 17.5 1500 

4.5

A B C

2100 

5 1800 28 6500※ 2100 6500※ 2400 6500※32 6500※

9 21.5 

2700 32 

21.5 

3.0 3.5 4.0 4.5

Hsm

N

3.0 3.5 4.0

28 

改19

・

・

・ 支持バーの
取付をU-B.N
で行う場合
質量は（　）
内の値を用
いる。

主 柱

支 柱

支 持 バ ー

H ・ T ・ Ｂ

コンクリ ート

型 枠

土 工

主 柱

支 柱

支 持 バ ー

H ・ T ・ Ｂ

コンクリ ート

H ・ T ・ Ｂ

コンクリ ート

型 枠

型 枠

土 工

主 柱

支 柱

6.0 H ・ T ・ Ｂ

コンクリ ート

型 枠

土 工

主 柱

支 柱

支 持 バ ー

Hsｍ

4

4

4

7

16

16

数量

4

4

N

4

7

16

7

3.0

4.0

5.0

土 工

支 持 バ ー

16

26

34

4

4

3.6

590(530)7

ｍ3

ｍ2

257

258

472(422)

3.6

36

54

340

261

16

48

29

19

257

258

581(530)

3.6

3.0

15

45

24

質量(kg)

257

258

364(314)

3.6

36

ｍ3

ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ2

ｍ3

ｍ3

ｍ2

ｍ3

ｍ3

3.5

数量 質量(kg)

4 295

4 293

8 540(482)

16 3.6

17 ｍ3

52 ｍ2

31 ｍ3

4 391

4 297

8 674(606)

16 3.6

26 ｍ3

37 ｍ2

33 ｍ3

4 391

4 391

8 674(606)

16 3.6

30 ｍ3

38 ｍ2

41 ｍ3

4 498

4 394

8 905(826)

16 3.6

34 ｍ3

39 ｍ2

47 ｍ3

4.0

数量 質量(kg)

4 428

4 423

9 758(682)

16 3.6

28 ｍ3

39 ｍ2

35 ｍ3

4 547

4 426

9 770(682)

16 3.6

30 ｍ3

40 ｍ2

41 ｍ3

4 547

4 426

9 1018(930)

16 3.6

38 ｍ3

43 ｍ2

57 ｍ3

4 679

4 549

9 1030(930)

16 6.2

42 ｍ3

44 ｍ2

61 ｍ3

4.5

数量 質量(kg)

4 611

4 475

10 855(757)

16 3.6

30 ｍ3

43 ｍ2

38 ｍ3

4 611

4 612

10 1131(1033)

16 3.6

38 ｍ3

45 ｍ2

52 ｍ3

4 758

4 614

10 1364(1248)

16 6.2

44 ｍ3

47 ｍ2

64 ｍ3

6.2

4 1100

4 619

82 ｍ3

備考

54 ｍ3

50 ｍ2

10 1392(1249)

16

支柱、支持
バーの質量
には、取付
PLB.Nを含
む。

土工は掘削
数量を示す。
埋戻しは、掘
削と同数量
を見込む。



（単位：mm）
断　　面　　図 正　　面　　図

〔適用条件〕

1. 　雪崩の発生を未然に防ぐため、斜面に設置する。

2． 　グライド係数（N)は、下表より選定する。

地表状態

3. 　雪崩予防柵は、雪崩発生源と推察される領域にくまなく、等高線に平行配置する。

　1）　列間斜間距離：L（ｍ）
列間斜間距離　説明図

各 部 材 断 面 図

　2）　水平方向柵間隔：A（ｍ）

　　　 柵間隔Aは、1.0ｍ以下とする。

4. 　下部工は個々の現地条件に合わせて設計を行う。本標準設計の下部工の条件を以下に示す。

   1）　支持地盤 ①単位重量 γ＝ kN/㎥ 　2）　上載荷重

②粘着力 Ｃ＝ kN/㎡ ④単位重量 γ＝ kN/㎥

　〔設計条件〕 　構造角度表 （単位：度） ③内部摩擦角 θ＝ 度

〔仕　　様〕

1． 　設計、施工および構造規格・管理基準は、下記による。

① 土木用コンクリート製品設計便覧（道－９）

② 道路防雪施設マニュアル（コンクリート構造編）（(社)北陸建設弘済会）

③ 道路防雪便覧（(社)日本道路協会）

2. 　バーと梁および梁と柱の連結は、ボルト・ナットによる。

3. 　下部工コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

γc(kN/㎥） 　上部工部材の許容応力度 (N/mm
2
)

Hs（m）

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

〔設計表示方法〕

ＳＢ－Ｈs（　）－θ（　）－Ｎ（　）－Ｐ　 Ｎ ＝（　　）基  

　 設計  斜面    PC製   設計基数

　 積雪深  勾配 グライド係数

表示例
鉄筋 ＳＢ－Ｈｓ4.0－θ45－Ｎ3.6－Ｐ   Ｎ ＝ 20 基

南　向　き　斜　面
   斜面勾配θ（度）

－ １５８ －

道－Ⅵ－9

工種
記号 ＳＢ－Ｐ

18

PC雪崩予防柵（その１）

北　向　き　斜　面

35

名
称

種別 PC雪崩予防柵 θ α

斜面方位

50 35

42.5

プレテンション方式PC部材バー

85 60

β γ

30 45 75

40 40

60

77.5 60

80 60

82.5 60下 部 工 現場打ちコンクリート 45 37.5

柱 プレキャスト鉄筋コンクリート部材

上
部
工

梁 プレキャスト鉄筋コンクリート部材 35

配
置

柵間隔（水平方向） Ａ   （ｍ）   1.0 以下

列 間 斜 間 距 離 　　　（ｍ）   L

設
計
荷
重

死 荷 重   コンクリ－ト   25

積雪荷重

  設計積雪深   3.0,3.5,4.0,4.5,5.0

斜　面　勾　配      θ   （度）   30,35,40,45,50

許容応力度

 積雪単位質量 γｓ（ｋN/㎥）
  3.50 (Hs=3.0,3.5,4.0)
  3.67 (Hs=4.5)
  3.83 (Hs=5.0)

曲げ圧縮
応  力  度

ﾌ ﾟ ﾚ ｽ ﾄ ﾚ ｯ ｼ ﾝ ｸ ﾞ 直 後 23.0

死 荷 重 時 ， 積 雪 時 19.0

  グライド係数 　N
曲げ引張
応  力  度
(PC部材)

ﾌ ﾟ ﾚ ｽ ﾄ ﾚ ｯ ｼ ﾝ ｸ ﾞ 直 後 -2.0

  クリープ係数 　K 死 荷 重 時 0.0

使
用
材
料

コンクリート

σck（N/mm
2
）

上部工 　60

引 　張
応力度

1110

下部工 　18 導 入 直 後 1295

積 雪 時 -2.0

緊 張 作 用 時 1440

40以上 30

鉄筋 SD295　または　SD345 引 張 応 力 度 180

PC鋼材 SWPR7BL　1S15.2 設 計 荷 重 時

・平滑岩盤
・葉の長い草地
・湿　地

35 40以上

・玉石（φ30cｍ以上）の斜面

・大岩の凹凸面 1.2 1.5 1.8 1.3 1.6 2.0

30

2.7

・小さいかん木地
・50cm以下の凹凸面
・草　地

2.0 2.5 3.0 2.4 3.0 3.6

・礫（φ30cm以下）の斜面
・丈1ｍ以上のかん木地
・50cm以上の凹凸面

1.6 2.32.0 2.4

3.2 4.03.3 3.9

1.8

4.8

設計積雪深
Hs（m）

斜面角度θに対する列間斜間距離：Ｌ

30ﾟ 35ﾟ 40ﾟ 45ﾟ 50ﾟ

2.6

3.5 52.2 24.4 17.3

3.0 44.7 20.9 14.8 10.3

14.0 12.0

16.0 13.7

12.0

15.5

4.0 59.7

4.5 67.1 31.4 18.022.2

27.9 19.7

水セメント比

17.2

20

100

5.0 74.6 34.9 24.7 20.0

30

呼び強度 スランプ セメントの種類

高炉セメント
（B種）

18 8cm又は12cm 25mm又は40mm 60％以下

粗骨材の最大寸法

コ
ン
ク
リ
ー
ト

P
C
鋼
材

改23



寸法表及び選定表（その1）
斜面勾配　θ＝30度

構造寸法表 （mm） 構造寸法表 （mm） 部材選定表 （mm）
Hs(m) Hs(m) Hs(m)

N N N

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5 部材寸法は（幅×高さ）にて表記
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1 〔設計表示方法〕
2 2 ＳＢ－Ｈs（　）－θ（　）－Ｎ（　）－Ｐ　 Ｎ ＝（　　）基
3 3 　 設計  斜面    PC製   設計基数

4 4 　 積雪深  勾配 グライド係数

5 5

1 1 表示例
2 2 ＳＢ－Ｈｓ4.0－θ45－Ｎ3.6－Ｐ   Ｎ ＝ 20 基
3 3

4 4

5 5

※1～5はA1，A2，A3等の構造寸法の補助番号を示す。

※A3が300を越えた場合は、バーを1本追加する。

 

283 830 500 1000

3133 2190 3450 3450

1350 1000 1000 800

4439 1000 1570 280

4280 2190 300 260

283 830 500 1000

3133 2190 3450 3450

1350 1000 1000 800

4439 1000 1570 280

4280 2190 300 260

283 830 500 1000

800

3133 2190 3450 3450

800 1350 1000 10001000 1000 8001000 1000 1000

2.0

850 1000 1000

1840 1410 2060

2513 1410 300

2.4

2.6

850 1000

1840 1410

2513 1410

2729 1000

4439 1000 1570 280

4280 2190 300 260

道－Ⅵ－10

283 830 500 1000

800

3133 2190 3450 3450

3080 1000

2380 2486

438 800 500 1000 386

230

1800 2760 30702760 2785 1980 3070

5.0

A B C D
1350 1000 1000800 11001000 1000 1000

14301000 3612

1000

1.2

1.3

1.6

1.8

3.2

1840 1410 2060

800
A B C
850 1000 1000

D A B C D A B C DD A B C
1000 800800 1250 1000 1000

2060 2138 1590 2380

490 810 500 1000 800 500 1000 335 830 500

260

1000

2513 1410 300 230 2921 1590 300 3396 300 230 3804 1980 3001800

1000 1460 280 39632729 1000 1420 280 3137 1000 1550 280

800 1100 1000 1000 800 1250

280

2060 2138 1590 2380 2380 2486 1800 2760 2760 2785 1980 3070 3070

490 810 500 1000 438 800 500 1000 386 800 500 1000 335 830 500 1000

2513 1410 300 230 2921 1590 300 230 3396 1800 300 230 3804 1980 300 260

2729 1000 1420 280 3137 1000 1430 280 3612 1000 1460 280 3963 1000 1550 280

850 1000 1000 800 1000 1000 1000 800 1100 1000 1000 800 1250 1000 1000 800

1840 1410 2060 2060 2138 1590 2380 2380 2486 1800 2760 2760 2785 1980 3070 3070

490 810 500 1000 438 800 500 1000 386 800 500 1000 335 830 500

2513 1410 300 230 2921 1590 300 230 3804 1980 300

1000

1420 280 3137 1000 1430

1800300 230 3396

1100

280 3963 10003612 1000 1460

1000 1000 8001000 1000 1000 800850 1000 1000 800 1250 1000 1000 800

1840 1410 2060 2060 2138 1590 2380 2380 2486 1800 2760 2760

490 810 500 1000 438 800 500 1000 386 830 500 1000

2785 1980 3070 3070

3.2

335 830 500 1000

260

3963 1000 1550 280

230 2921 1590 300 230 3396 1800 300 260 3804 1980 300

2729 1000 1420 280 3137 1000 1430 280 3555 1000 1530 280

300×400

850 1000 1000 800 1000 1000 1000 800 1000 1000 8001100 1000 1000 800

1840 1410 2060 2060 27602138 1590 2380 2380 1800 2785 1980 3070 3070

1250

490 810 500 1000 438 800 500 1000 386 830 500 1000

2486 2760

335 830 500 1000

2513 1410 300 230 2921 1590 300 230

300×200

3396 1800 300 260

300×300

2729 1000 1420 280 3137 1000 1430 280 3555 1000 1530 280 3963 1000 1550 280

3804 1980 300 260

200×300

1000 800 1000 1000 1000 800 1100 1000 1000 800 1250 1000 1000 800

2060 2060 2486 18002138 1590 2380 2380 2760 2760 2785 1980 3070 3070

490 810 500 1000 438 800 500 1000 386 830 500 1000 830 500 1000

200×200

2.6

4439 1000 1570

1.3

300 230 2921 1590 300 230 2603396

335

300 260 1980 300

2.0

2.4

1420 280 3137 1000 1430

1800

200×200

3963 1000

3804

850 1000 1000 800 1000 1000 1000

280 3555

800 1250

15501000 1530 280

1000

2380

800

2486

1100 1000 1000

1840 1410 2060 2060 2138 1590 2760 2760

5.0

1000 800

490 810 500 1000 438

2785 1980 3070

840 500 1000 386 830 500

2380 1800

300 260 3804

1000

4.0 4.5

335 830 500 1000

2513 1410 300 230 3396 18002921 1590 300 260 1980 300 260

1.2

3.2

260

3.0 3.5

2729 1000 1420 280 1520 280 3555 1000 1530 280 3963 1000 1550 280

2.4

2.6

3.2

1.8

2.0

2.4

2.6

1000 1000 1000 800850 1000 1000 800 1100 1000 1000 800 1250 1000 1000 800

1.8

2.0

1840 1410 2060 2060 2138 1590 2380 2380 2486 1800 2760 2760 3070

2.4

2.6

3.2

1.2

2190 300

3070

280

1.6

490 810 500 1000 438 840 500 1000 830 500 1000386 830 500 1000

2513 1410 300 230 2921 1590 300 260 3396 1800 300 260 260

1.3

1.6

1.8

2.0

335

4280

2785 1800 3070

1.2

1.3

1.6

1.8

2729 1000 1420 280 3080 1000 1520 280 3555 1000 1530 280 3963 1000 1550 280

1.2

1.3

1.6

3804 1800 300

3.0 3.5 4.0 4.5

2801550280

260

2729 1000

280

1350 1000 1000 800

3133 2190 3450 3450

283 830 500 1000

4280 2190 300 260

4439 1000 1570 280

1350 1000 1000 800

3133 2190 3450 3450

283 830 500 1000

4280 2190 300 260

4439 1000 1570 280

1350 1000 1000 800

3133 2190 3450 3450

283 860 500 1000

4280 2190 300 290

500

4381 1000 1640 280

1350 1000 1000 800

280

3133 2190 3450 3450

2190 300 290

283 860

4280

1000

－ １５９ －

工種
記号 ＳＢ－Ｐ

名
称 PC雪崩予防柵（その２）

4381 1000 1640

改08

※ ※

バ
ー

梁

柱



寸法表及び選定表（その2）
斜面勾配　θ＝35度

構造寸法表 （mm） 構造寸法表 （mm） 部材選定表 （mm）
Hs(m) Hs(m) Hs(m)

N N N

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5 部材寸法は（幅×高さ）にて表記
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1 〔設計表示方法〕
2 2 ＳＢ－Ｈs（　）－θ（　）－Ｎ（　）－Ｐ　 Ｎ ＝（　　）基
3 3 　 設計  斜面    PC製   設計基数

4 4 　 積雪深  勾配 グライド係数

5 5

1 1 表示例
2 2 ＳＢ－Ｈｓ4.0－θ45－Ｎ3.6－Ｐ   Ｎ ＝ 20 基
3 3

4 4

5 5

※1～5はA1，A2，A3等の構造寸法の補助番号を示す。

※A3が300を越えた場合は、バーを1本追加する。

 

工種
記号 ＳＢ－Ｐ

名
称 PC雪崩予防柵（その３）

495 850 500 1000

2895 2440 3140 3140

1300 1000 1000 800

4343 1000 1390 290

4184 2440 300 300

495 850 500 1000

2895 2440 3140 3140

1300 1000 1000 800

4343 1000 1390 290

4184 2440 300 300

495 850 500 1000

800

2895 2440 3140 3140

800 1300 1000 10001000 1000 800950 1000 1000

2.5

800 1000 1000

1717 1580 1890

2481 1580 300

3.0

317 830 500

1717

3.3

800 1000

1717 1580

2481 1580

2697 1000

2481

4343 1000 1390 290

4184 2440 300 300

道－Ⅵ－11

495 850 500 1000

800

2895 2440 3140 3140

3030 1000

2170 2306

237 830 500 1000 156

270

2010 2510 28002510 2576 2200 2800

5.0

A B C D
1300 1000 1000800 1050950 1000 1000

12801000 3548

1000

1.5

1.6

2.0

2.3

4.0

1717 1580 1890

800
A B C
800 1000 1000

D A B C D A B C DD A B C
1000 800800 1200 1000 1000

1890 1987 1780 2170

317 830 500 1000 820 500 1000 76 860 500

300

1000

2481 1580 300 280 2871 1780 300 3332 300 270 3723 2200 3002010

1000 1300 290 38822697 1000 1270 290 3087 1000 1390 290

800 1050 1000 1000 800 1200

290

1890 1987 1780 2170 2170 2306 2010 2510 2510 2576 2200 2800 2800

317 830 500 1000 237 830 500 1000 156 820 500 1000 76 860 500 1000

2481 1580 300 280 2871 1780 300 270 3332 2010 300 270 3723 2200 300 300

2697 1000 1270 290 3087 1000 1280 290 3548 1000 1300 290 3882 1000 1390 290

800 1000 1000 800 950 1000 1000 800 1050 1000 1000 800 1200 1000 1000 800

1717 1580 1890 1890 1987 1780 2170 2170 2306 2010 2510 2510 2576 2200 2800 2800

317 830 500 1000 237 830 500 1000 156 860 500 1000 76 860 500

2481 1580 300 280 2871 1780 300 300 3723 2200 300

1000

1270 290 3087 1000 1280

2010300 270 3332

1050

290 3882 10003491 1000 1380

1000 1000 800950 1000 1000 800800 1000 1000 800 1200 1000 1000 800

1717 1580 1890 1890 1987 1780 2170 2170 2306 2010 2510 2510

1000 237 830 500 1000 156 860 500 1000

2576 2200 2800 2800

4.0

76 860 500 1000

300

3882 1000 1390 290

280 2871 1780 300 270 3332 2010 300 300 3723 2200 300

2697 1000 1270 290 3087 1000 1280 290 3491 1000 1380 290

300×400

800 1000 1000 800 950 1000 1000 800 1000 1000 8001050 1000 1000 800

1580 1890 1890 25101987 1780 2170 2170 2010 2510 2576 2200 2800 2800

1200

317 830 500 1000 237 830 500 1000

300×300

156 860 500 1000

2306

76 860 500 1000

2481 1580 300 280 2871 1780 300 270

300×200

3332 2010 300 300

2697 1000 1270 290 3087 1000 1280 290 3491 1000 1380 290 3882 1000 1390 290

3723 2200 300 300

200×300

1000 800 950 1000 1000 800 1050 1000 1000 800 1200 1000 1000 800

1890 1890 2306 20101987 1780 2170 2170 2510 2510 2576 2200 2800 2800

317 830 500 1000 237 860 500 1000 156 860 500 1000 860 500 1000

200×200

3.3

4343 1000 1390

1.6

300 280 2871 1780 300 310 3003332 300 300 2200 300

2.5

3.0

76

1270 290 3030 1000 1360

2010

200×200

3882 1000

3723

800 1000 1000 800 950 1000 1000

290 3491

800 1200

13901000 1380 290

1000

2170

800

2306

1050 1000 1000

1717 1580 1890 1890 1987 1780 2510 2510

5.0

1000 800

317 830 500 1000 237

2576 2200 2800

860 500 1000 156 860 500

2170 2010

300 300 3723

1000

4.0 4.5

76 890 500 1000

1580 300 280 3332 20102871 1780 300 310 2200 300 330

1.5

4.0

300

3.0 3.5

2697 1000 1270 290 1360 290 3491 1000 1380 290 3824 1000 1460 290

3.0

3.3

4.0

2.3

2.5

3.0

3.3

950 1000 1000 800800 1000 1000 800 1050 1000 1000 800 1200 1500 1000 800

2.3

2.5

1717 1580 1890 1890 1987 1780 2170 2170 2306 2010 2510 2510 2800

3.0

3.3

4.0

1.5

2440 300

2800

290

2.0

317 830 500 1000 237 860 500 1000 890 1180 1200156 860 500 1000

2481 1580 300 280 2871 1780 300 310 3332 2010 300 300 330

1.6

2.0

2.3

2.5

76

4184

2576 1700 2160

1.5

1.6

2.0

2.3

2697 1000 1270 290 3030 1000 1360 290 3491 1000 1380 290 3824 1000 1460 290

1.5

1.6

2.0

3723 2200 450

3.0 3.5 4.0 4.5

2901390290

300

2697 1000

290

1300 1000 1000 800

2895 2440 3140 3140

495 890 500 1000

4184 2440 300 330

4285 1000 1480 290

1300 1400 1000 800

2895 2040 2620 3140

495 890 900 1000

4184 2440 420 330

4285 1000 1480 290

1300 1600 1000 800

2895 1840 2360 3140

495 890 1190 1100

4184 2440 480 330

4285 1000 1480 290

1300 1600 1000 800

2895 1840 2360 3140

495 890 1790 1700

4184 2440 480 330

－ １６０ －

4285 1000 1480 290

改08

※ ※

バ
ー

梁

柱



寸法表及び選定表（その3）
斜面勾配　θ＝40度

構造寸法表 （mm） 構造寸法表 （mm） 部材選定表 （mm）
Hs(m) Hs(m) Hs(m)

N N N

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5 部材寸法は（幅×高さ）にて表記
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1 〔設計表示方法〕
2 2 ＳＢ－Ｈs（　）－θ（　）－Ｎ（　）－Ｐ　 Ｎ ＝（　　）基
3 3 　 設計  斜面    PC製   設計基数

4 4 　 積雪深  勾配 グライド係数

5 5

1 1 表示例
2 2 ＳＢ－Ｈｓ4.0－θ45－Ｎ3.6－Ｐ   Ｎ ＝ 20 基
3 3

4 4

5 5

※1～5はA1，A2，A3等の構造寸法の補助番号を示す。

※A3が300を越えた場合は、バーを1本追加する。

※Hs＝4.5　N=4.8，Hs=5.0　N=4.8の場合は、下部工の奥行は4.500mである。  

工種
記号 ＳＢ－Ｐ

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

4144 1000 1330 300

4043 2630 540 370

189 910 1910 1800

2639 1830 1940 2790

1250 1800 1000 800

4144 1000 1330 300

4043 2630 510 370

189 910 1630 1600

2639 1930 2040 2790

1250 1700 1000 800

4144 1000 1330 300

1000 800

4043 2630 510 370

189 910 1230 1200

1.8

2.0

2.4

1000

800

2639 1930 2040 2790

1250

3.0 3.5 4.0 4.5

3001260300 300 3759 1000

3701 1000 1330 3003335 1000 1330 3002952 1000 1230 3002586 1000 1230 300

1.8

2.0

2.4

2.7

3.0

3.6

3.9

4.8

1.8

3600 2380 480 380

2.0

2.4

2.7

3.0

300

3234 2180 450 380

910 1750 1800411

2793 1930 330 3502427 1730 300 360

920 1260 140023 880 770 1200134 890 500 1000

3.6

3.9

4.8

1.8

2350 1780 1860 24902111 1670 1720 22401823 1830 1840 19401584 1730 1680 1680

1150 1600 1000 8001000 1500 1000 800750 1000 1000 800 900 1100 1000 800

1330 300

3.6

3.9

4.8

2.7

3.0

3.6

3.9

1250 300 3701 1000

3600 2380 480 380

1230 300 3393 10002586 1000 1230 300 2952 1000

3.0 3.5

300×200

3234 2180 390 350

2350 1780

2427 1730 300 360

4.0 4.5

300 910 1350 1400

1860 2490

411 880 720 1000

2111 1880 1930 2240

23 880 500 1000134 890 500 1000

5.0

1823 1930 1940 19401584 1730 1680 1680

1150 1600 1000 8001000 1300 1000 800900 1000 1000 800750 1000 1000 800

1250 300

200×200

3701 1000 1330 300

3600

1230 300 3393 10001160 300 2952 1000

300 350 3803234 2180 300 350 2380 480300 330 2793 1930

200×200

411 880 500 1000 300 910 1150 1200

2.0

2.4

134 850 500 1000 23 880 500 1000

1860 24902240 2240 2350 17801680 1680 2111 21801823 1930 1940 1940

1000 8001000 800 1150 1600

3759 1000 1260 300

1000 800 1000 10001000 800 900 1000

200×300

3600 2380 360 340

300×300

3393 1000 1250 3002952 1000 1230 3002643 1000 1160 300

3234 2180 300 3502793 1930 300 350

650 1000

2427 1730 300 330

300 88023 880 500 1000 411 880 500 1000

2111 2180 2240

134 850 500 1000

2350 2180 2280 2490

1150

22401823 1930 1940 1940

800900 1000

1584 1730 1680 1680

1200 10001000 1000 1000 8001000 800750 1000 1000 800

300×400

3393 1000 1250 3002952 1000 1230 3002643 1000 1160 300

350 3600 2380 300

500 1000

340350 3234 2180 300330 2793 1930 300

3759 1000 1260 300

2350 2380 2490 2490

134 850 500 1000

4.8

300 880411 880 500

22401823 1930 1940 1940

23 880 500 1000 1000

1584 1730 1680 1680

1150 10001000

2111 2180 2240

800 1000 800750 1000 1000 800 900 1000 1000

1170 3393 1000 1250

1000 1000800

2643 1000 1160 300 3009 1000

1000

2427 1730 300 330 2793 2380 300 3401930 300 320 3234

1000 300

2180 300 350 3600

500 880 5001000 411 880 500134 850 500 1000 23 850

800

1584 1730 1680 1680 1823 2380 2490 24901930 1940 1940 2111

800 1150

2180 2240 2240 2350

1000 1000 1000800 1000 1000 1000750 1000 1000 800 900 1000

340

2643 1000 1160 300 3009 1000 1260 3001000 1170 300 3393

350 3600

1000 1250 300 3759

300 2380 300320 3234 2180 3002427 1730 300 330 2793 1930

2490

134 850 500 1000 23 880 500 1000850 500 1000 411

2240 2350

880 500 1000 300

2380 24901940 2111 2180 2240

300

900 1000 1000 800 1000 1150

300 3759 1260

1680 1823 1930 1940

1170 1000300 3450 1000 11802643 1000 1160 300 3009 1000

1000

2427 1730 300 330 2793 2380 300 340320 3234

1000 300

2180 300 320 3600

880 5001000 411 840 500

2350 2380 2490

134 850 500 1000 23 850 500

1680 1823 1930 1940

1000 800800 1150 1000 1000800 900 1000 1000
DD A B CD A B CD A B C

4.8

A B C
750 1000 1000

1584 1730 1680

1.8

2.0

2.4

2.7

1250 10001000

2180 2240 2490

2793 1930 300 350

800 1000

1940 2111

1930 300

A B C D

2790 27902240

道－Ⅵ－12

189 870 500 1000

800

2639 2630

名
称 PC雪崩予防柵（その４）

4043 2630 300 340

4202 1000 1260 300

5.0

3.6

3.9

750 1000

1584 1730

2427 1730

2643 1000

3.0

750 1000 1000

1584 1730 1680

2427 1730 300

800 1250 1000 10001000 1000 8001000 1000 800

2639 2630 2790 2790

189 870 500 1000

4043 2630 300 340

4202 1000 1260 300

1250 1400 1000 800

2639 2230 2360 2790

189 910 800 1000

4043 2630 420 370

4144 1000 1330 300

1250 1700 1000 800

－ １６１ －

189 910 1030 1000

2.7

370

4144 1000 1330

3.0

4043 2630 510

2639 1930 2040 2790

300

1700

改08

※ ※

バ
ー

梁

柱



寸法表及び選定表（その4）
斜面勾配　θ＝45度

構造寸法表 （mm） 構造寸法表 （mm） 部材選定表 （mm）
Hs(m) Hs(m) Hs(m)

N N N

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5 部材寸法は（幅×高さ）にて表記
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1 〔設計表示方法〕
2 2 ＳＢ－Ｈs（　）－θ（　）－Ｎ（　）－Ｐ　 Ｎ ＝（　　）基
3 3 　 設計  斜面    PC製   設計基数

4 4 　 積雪深  勾配 グライド係数

5 5

1 1 表示例
2 2 ＳＢ－Ｈｓ4.0－θ45－Ｎ3.6－Ｐ   Ｎ ＝ 20 基
3 3

4 4

5 5

※1～5はA1，A2，A3等の構造寸法の補助番号を示す。

※A3が300を越えた場合は、バーを1本追加する。

※Hs＝4.5　N=4.8，Hs=5.0　N=3.9の場合は、下部工の奥行は4.500mである。  

PC雪崩予防柵（その５）

道－Ⅵ－13

工種
記号 ＳＢ－Ｐ

5.0
3.0 3.5 4.0 4.5

名
称

3.0 3.5 4.0 4.5

A B C D A B C D A B C D A B C D

1.8

700 1000 1000 800 800 1000 1000 800 900 1000 1000 800 1050 1000 1000 800

1440 1840 1460 1460 1696 2090 1720 1720 1953 2350 1990 1990 2159 2550 2200 2200

440 870 500 1000 296 860 500 1000 153 860 500 1000 9 890 500 1000

2345 1840 300 380 2762 2090 300 370 3181 2350 300 360 3516 2550 300 390

2561 1000 1070 310 2978 1000 1080 310 3397 1000 1090 310 3675 1000 1160 310

2.0

700 1000 1000 800 800 1000 1000 800 900 1000 1000 800 1050 1000 1000 800

1440 1840 1460 1460 1696 2090 1720 1720 1953 2350 1990 1990 2159 2550 2200 2200

440 870 500 1000 296 860 500 1000 153 860 500 1000 9 890 500 1000

2345 1840 300 380 2762 2090 300 370 3181 2350 300 360 3516 2550 300 390

2561 1000 1070 310 2978 1000 1080 310 3397 1000 1090 310 3675 1000 1160 310

2.4

700 1000 1000 800 800 1000 1000 800 900 1000 1000 800 1050 1000 1000 800

1440 1840 1460 1460 1696 2090 1720 1720 1953 2350 1990 1990 2159 2550 2200 2200

440 870 500 1000 296 860 500 1000 153 900 500 1000 9 890 500 1000

2345 1840 300 380 2762 2090 300 370 3181 2350 300 390 3516 2550 300 390

2561 1000 1070 310 2978 1000 1080 310 3340 1000 1150 310 3675 1000 1160 310

2.7

700 1000 1000 800 800 1000 1000 800 900 1000 1000 800 1050 1400 1000 800

1440 1840 1460 1460 1696 2090 1720 1720 1953 2350 1990 1990 2159 2150 1850 2200

440 870 500 1000 296 860 500 1000 153 900 500 1000 9 890 730 1000

2345 1840 300 380 2762 2090 300 370 3181 2350 300 390 3516 2550 420 390

2561 1000 1070 310 2978 1000 1080 310 3340 1000 1150 310 3675 1000 1160 310

3.0

700 1000 1000 800 800 1000 1000 800 900 1000 1000 800 1050 1700 1000 800

1440 1840 1460 1460 1696 2090 1720 1720 1953 2350 1990 1990 2159 1850 1600 2200

440 870 500 1000 296 900 500 1000 153 900 500 1000 9 890 890 1000

2345 1840 300 380 2762 2090 300 400 3181 2350 300 390 3516 2550 510 390

2561 1000 1070 310 2921 1000 1140 310 3340 1000 1150 310 3675 1000 1160 310

3.6

700 1000 1000 800 800 1000 1000 800 900 1300 1000 800 1050 1700 1000 800

1440 1840 1460 1460 1696 2090 1720 1720 1953 2050 1730 1990 2159 1850 1600 2200

440 870 500 1000 296 900 500 1000 153 900 660 1000 9 930 1190 1300

2345 1840 300 380 2762 2090 300 400 3181 2350 390 390 3516 2550 510 420

2561 1000 1070 310 2921 1000 1140 310 3340 1000 1150 310 3617 1000 1220 310

3.9

700 1000 1000 800 800 1000 1000 800 900 1400 1000 800 1050 1600 1000 800

1440 1840 1460 1460 1696 2090 1720 1720 1953 1950 1650 1990 2159 2550 2200 2200

440 910 500 1000 296 900 500 1000 153 900 820 1100 9 930 1120 1800

2345 1840 300 410 2762 2090 300 400 3181 2350 420 390 3516 2550 480 420

2504 1000 1130 310 2921 1000 1140 310 3340 1000 1150 310 3617 1000 1220 310

4.8

700 1000 1000 800 800 1500 1000 800 900 1600 1000 800 1050 1700 1000 800

1440 1840 1460 1460 1696 1590 1310 1720 1953 1750 1480 1990 2159 1850 1600 2200

440 910 500 1000 296 900 860 1100 153 900 1330 1500 9 930 1690 1800

2345 1840 300 410 2762 2090 450 400 3181 2350 480 390

2504 1000 1130 310 2921 1000 1140 310 3340 1000 1150 310

5.0
A B C D

1.8

2560 2240

366 890

3617 1000 1220 310

3516 2550 510 420

620

800 1.81200 1200 1000

2366 2410 2.0

1000 2.4 200×200

3853 2760 360 390 2.7

4012 1000 1170 310 3.0

2.0

1200 1400 1000 800 3.6 200×300

2366 2360 2060 2410 3.9

366 890 730 1000 4.8

3853 2760 420 390 1.8

4012 1000 1170 310 2.0

2.4

1200 1700 1000 800 2.4 300×200

2366 2060 1800 2410 2.7

366 930 1000 1100 3.0 300×300

3853 2760 510 420 3.6 300×400

3954 1000 1230 310 3.9

2.7

1200 1700 1000

1800

366 930 1200

2760

200×200

1300 2.0

2.4

800 4.8

2366 2060

510 420

2410

3954 1000 1230 310

3853

2.7

1.8

3.0

1200 1800 1000

366 930 1360

3954 1000 1230

800

1400

310

3.0

2366 1960 1710 2410 3.6

3.9

3853 2760 540 420 4.8

3.6

1200 1700 1000

366 930 1700

3954 1000 1230

800

2366 2060 1800 2410

1800

3853 2760 510 420

310

3.9

1200 1800 1000

366

3954 1000 1230

800

2366 1960 1710 2410

-

-

1800

3853 2760 540 420

310

930 1760

- -

4.8

- - - -

- - -

－ １６２ －

- - - -

- - -

- -

※ ※

バ
ー

梁

柱

改08



寸法表及び選定表（その5）
斜面勾配　θ＝50度

構造寸法表 （mm） 構造寸法表 （mm） 部材選定表 （mm）
Hs(m) Hs(m) Hs(m)

N N N

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5 部材寸法は（幅×高さ）にて表記
1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

1 1 〔設計表示方法〕
2 2 ＳＢ－Ｈs（　）－θ（　）－Ｎ（　）－Ｐ　 Ｎ ＝（　　）基
3 3 　 設計  斜面    PC製   設計基数

4 4 　 積雪深  勾配 グライド係数

5 5

1 1 表示例
2 2 ＳＢ－Ｈｓ4.0－θ45－Ｎ3.6－Ｐ   Ｎ ＝ 20 基
3 3

4 4

5 5

※1～5はA1，A2，A3等の構造寸法の補助番号を示す。

※A3が300を越えた場合は、バーを1本追加する。

※Hs＝4.5　N=4.8，Hs=5.0　N=3.6，Hs=5.0　N=3.9の場合は、下部工の奥行は4.500mである。  

26 940 1330 1500

2076 2010 1430 2010

1150 1800 1000 800

3707 1000 1140 320

3606 2810 540 470

26 940 1130 1300

2076 2010 1430 2010

1150 1800 1000 800

3765 1000 1080 320

3606 2810 510 440

26 900 890 1100

800

2076 2110 1510 2010

800 1150 1700 10001000 1000 800750 1000 1000

3.0

650 1000 1000

1286 1910 1220

2234 1910 300

3.6

3.9

650 1000

1286 1910

2234 1910

2450 1000

3765 1000 1080 320

3606 2810 480 440

道－Ⅵ－14

26 900 750 1000

800

2076 2210 1580 2010

2778 1000

1440 1731

58 870 500 1000 381

420

2420 1660 18401660 1904 2610 1840

5.0

A B C D
1150 1600 1000800 850750 1000 1000

10001000 3222

1000

1.8

2.0

2.4

2.7

4.8

1286 1910 1220

800
A B C
650 1000 1000

D A B C D A B C DD A B C
1000 800800 1000 1000 1000

1220 1508 2160 1440

236 880 500 1000 870 500 1000 204 910 500

440

1000

2234 1910 300 430 2619 2160 300 3006 300 420 3307 2610 3002420

1000 1020 320 34662450 1000 990 320 2835 1000 1080 320

800 850 1000 1000 800 1000

320

1220 1508 2160 1440 1440 1731 2420 1660 1660 1904 2610 1840 1840

236 880 500 1000 58 870 500 1000 381 870 500 1000 204 910 500 1000

2234 1910 300 430 2619 2160 300 420 3006 2420 300 420 3307 2610 300 440

2450 1000 990 320 2835 1000 1000 320 3222 1000 1020 320 3466 1000 1080 320

650 1000 1000 800 750 1000 1000 800 850 1000 1000 800 1000 1500 1000 800

1286 1910 1220 1220 1508 2160 1440 1440 1731 2420 1660 1660 1904 2110 1480 1840

236 880 500 1000 58 870 500 1000 381 910 500 1000 204 910 700

2234 1910 300 430 2619 2160 300 440 3307 2610 450

1000

990 320 2835 1000 1000

2420300 420 3006

850

320 3466 10003165 1000 1070

1000 1000 800750 1000 1000 800650 1000 1000 800 1000 1700 1000 800

1286 1910 1220 1220 1508 2160 1440 1440 1731 2420 1660 1660

236 880 500 1000 58 870 500 1000 381 910 500 1000

1904 1910 1340 1840

4.8

204 910 880 1100

440

3466 1000 1080 320

430 2619 2160 300 420 3006 2420 300 440 3307 2610 510

2450 1000 990 320 2835 1000 1000 320 3165 1000 1070 320

300×400

650 1000 1000 800 750 1000 1000 800 1000 800850 1200 1000 800

1286 1910 1220 1220 16601508 2160 1440 1440 2220 1904 1810 1270 1840

1000 1800

236 880 500 1000 58 910 500 1000

300×300

381 910 580 1000

1731 1530

204 910 1020 1200

2234 1910 300 430 2619 2160 300 450

300×200

3006 2420 360 440

2450 1000 990 320 2778 1000 1060 320 3165 1000 1070 320 3466 1000 1080 320

3307 2610 540 440

1000 800 750 1000 1000 800 850 1500 1000 800 1000 1800 1000 800

200×300

1220 1220 1731 19201508 2160 1440 1440 1320 1660 1904 1810 1270 1840

236 880 500 1000 58 910 500 1000 381 910 790 1100 950 1320 1500

3.9

3707 1000 1140

2.0

300 430 2619 2160 300 450 4703006 450 440 2610 540

3.0

3.6

204

990 320 2778 1000 1060

2420

200×200

3408 1000

200×200

3307

650 1000 1000 800 750 1200 1000

320 3165

800 1000

11401000 1070 320

1000

1310

800

1731

850 1600 1000

1286 1910 1220 1220 1508 1960 1250 1660

5.0

1800 800

236 880 500 1000 58

1904 1810 1270

910 570 1000 381 910 930

1440 1820

480 440 3307

1200

4.0 4.5

204 950 1420 1600

2234 1910 300 430 3006 24202619 2160 360 450 2610 540 470

1.8

4.8

470

3.0 3.5

2450 1000 990 320 1060 320 3165 1000 1070 320 3408 1000 1140 320

3.6

3.9

4.8

2.7

3.0

3.6

3.9

750 1500 1000 800650 1000 1000 800 850 1600 1000 800 1000 1900 1000 800

2.7

3.0

1286 1910 1220 1220 1508 1660 1110 1440 1731 1820 1250 1660 1840

3.6

3.9

4.8

1.8

2810 540

1840

320

2.4

236 920 500 1000 58 910 880 1200 950 1660 1800381 910 1330 1600

2234 1910 300 460 2619 2160 450 450 3006 2420 480 440 470

2.0

2.4

2.7

3.0

204

3606

1904 1710 1200

1.8

2.0

2.4

2.7

2393 1000 1050 320 2778 1000 1060 320 3165 1000 1070 320 3408 1000 1140 320

1.8

2.0

2.4

3307 2610 570

3.0 3.5 4.0 4.5

3201080320

440

2450 1000

320

1150 1700 1000 800

2076 2110 1510 2010

26 940 1490 1700

3606 2810 510 470

3707 1000 1140 320

1150 1900 1000 800

2076 1910 1360 2010

26 940 1670 1800

3606 2810 570 470

3707 1000 1140 320

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

-

- - - -

- - - -

-

- - - -

- - -

- -

-

-

－ １６３ －

工種
記号 ＳＢ－Ｐ

名
称 PC雪崩予防柵（その６）

- - -

改08

※ ※

バ
ー

梁

柱



（単位：mm）
側　　面　　図 正　　面　　図

〔設計条件〕

1． 雪密度 1)  積雪密度　γs　＝　3.5kN/m
3

2)  表層雪崩　γa　＝　1.5kN/m
3

2． 雪圧及び雪崩の衝撃力

　 道路防雪便覧((社)日本道路協会)による。

3． 使用材料及び許容応力度

　許容応力度は、各部材の使用状態により、「道路橋示方書 (Ⅱ鋼橋編)((社)日本道路協会)」

により低減を行う。

〔適用条件〕

1． 発生した雪崩を止める場合に、設置する。

2． 設計積雪深　( Hs
m
 )         3.5

3． 斜面勾配　( θ1  ° )        30, 35, 40, 45

4． 設置勾配　( θ2  ° )        10, 20

5． グライド係数　( N )            3.2

〔仕　　様〕

　寸 法 表 （単位：ｍ） 　材　料　表 1. 支持バ－の取付は、Ｕ－Ｂ．Ｎ（φ12）で行っても良い。この場合、材料表は（　）内の値を用いる。

2. 部材は、全て溶融亜鉛メッキを施すものとし、その規格はJIS　Ｈ　8641による。

3. 基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

㎥ ㎥ 4. 寸法表示におけるボルトの縁端距離は、最小値である。

㎡ ㎡ 5. 基礎地盤が岩の場合で、主柱、支柱の基礎を独立させる場合は、別途検討する。

㎥ ㎥

　主要部材断面表 ※１） 支柱、支持バ－の質量には、取り付けＰＬ、Ｂ、Ｎを含む。 〔設計表示方法〕
※２） 土工は掘削数量を示す。埋め戻しは、掘削と同数量を見込む。 － － － － － S N ＝ ( ) 基

※３） 支持バ－の取り付けをＵ－Ｂ、Ｎで行う場合、質量は (  )内の値を用  設計  斜面  設置  鋼製   設計基数

いる。  積雪深  勾配  勾配 グライド係数

表示例
　DS－Hｓ3.5－θ130－θ220－N3.2－S  　　　N ＝ 20 基

－ １６４ －

鋼製雪崩防護柵

道－Ⅵ－15

工種
記号 ＤＳ－Ｓ

呼び強度 スランプ 粗骨材の最大寸法 水セメント比

427 934

セメントの種類

名
称

結 合 部 詳 細 図 支持バ－取付詳細図

土　　工 54

1068

4 968 4

20

1 900 8

2 3824 3200

高炉セメント
（B種）

18 8cm又は12cm 25mm又は40mm 60％以下
698 (603) 9

Hs(　　) θ1(　　) θ2(　　) N(　　)

設置勾配
θ2 (度)

記号
No

Ａ Ｂ C Ｄ

10

1 1000 9 427 1394

2 4221 3600 257 598

3 4708 ― ― ―

257

3 4265 ― ―

設置勾配
θ2 (度)

部       材

―

10
20

主柱 175×175×7.5×11

支柱 150×150×7×10

支持バ－ 100×100×3.2

コンクリ－ト

名　　称
θ2 = 10° θ2 = 20°

数量(本) 質量　(kg) 数量(本) 質量　(kg)

43 35

支持バ－

主　　柱

型　　枠 29 33

Ｈ．Ｔ．Ｂ 16 8.6 16

888

10

DS

47

支　　柱 4 775 4 719

8.6

628 (543)

改19

STKR400

〃

SS400

規　　　格

Ｈ．Ｔ．Ｂ

Ｂ．Ｎ
（Ｕ-Ｂ．Ｎ）

Ｈ　形　鋼

〃

構 造 用
角 形 鋼 管

ＰＬ

許容応力度

σba=137N/mm
2

ηa =78N/mm
2

σca=137N/mm
2

σba=137N/mm
2支 持 バ ー

基 礎 コンクリート

―

―

―

ρb=38N/mm
2

取付ﾌﾟﾚ ｰﾄ

ﾘ ﾌ ﾞ ﾌ ﾟ ﾚ ｰ ﾄ

結合ボルト

支 持 バ ー
取付ボルト

―

F8T

SS400

σck=18N/mm
2

支 柱

主 柱

部　　材 材　　料



（単位：mm）

〔設計条件〕

1． 雪密度 1)  積雪密度　γs　＝　3.5kN/m
3

2)  表層雪崩　γa　＝　1.5kN/m
3

2． 雪圧及び雪崩の衝撃力

　 道路防雪便覧((社)日本道路協会)による。

3． 使用材料

　プレテンション方式プレストレストコンクリ－ト ： σck＝58.9N/mm
2

： σck＝58.9N/mm
2

　プレテンション方式プレストレストコンクリ－ト ： σck＝58.9N/mm
2

プレストレストコンクリート、鋼材の許容応力度は、コンクリート標準示方書及び道路橋示方書を準用する。

〔適用条件〕

1． 発生した雪崩を止める場合に、設置する。

2． 設計積雪深　( Hs
m
 )         3.5

- - - - -　θ2 °= 20 タイプのみ。 3． 斜面勾配　( θ1  ° )        30, 35, 40, 45

4． 設置勾配　( θ2  ° )        10, 20

5． グライド係数　( N )            3.2

〔仕　　様〕

1． 主柱、支柱、支持バ－の取付は、ボルト・ナット（Ｂ.Ｎ）による。また、ボルト類は、溶融亜鉛メッキ

　HDZ 35 ( JIS H 8641 ) を施す。

2． 基礎コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす

3． 基礎地盤が岩の場合で、主柱、支柱の基礎を独立させる場合は、別途検討する。

主要部材断面 〔設計表示方法〕

－ － － － － P N ＝ ( ) 基

　設計 　斜面 　設置 PC製   設計

　積雪深 　勾配 　勾配   基数

グライド係数

表示例 　

－ － － － － P N ＝ 基

ＤＳ－ＰPC雪崩防護柵
 側　面　図 正　面　図

支持バ－ 主柱・支柱

名
称

工種
記号

θ2 10 10

材　　料　・　材　　質

　プレキャスト鉄筋コンクリ－ト

　SWPR 7A～12.4φ

主　柱

支　柱

支持バ－

PC鋼線

H s 3.5 θ1 30

D S H s  (     )

セメントの種類

θ2 (　　)

粗骨材の最大寸法 水セメント比

θ1 (　　)

呼び強度

高炉セメント
（B種）

N (     )

道－Ⅵ－16

18 8cm又は12cm

D S

25mm又は40mm 60％以下

鉄   筋

スランプ

鋼
材 　SD295

N 3.2

コ

ン

ク

リ
ー

ト

450×160 450×160

　　　　　　　　θ2°
θ1°

10 20

ｂ　×　ｈ ｂ　×　ｈ

－ １６５ －

30・35
40・45

主　柱 250×300 250×350

支　柱 200×250 200×250

支持バー

改23

寸　法　表

900

1070

500

3500

10

3824

6

1000

4708

－

Ｅ 1395 935

Ｄ

Ｃ

2

30，35
40，45

Ａ

Ｂ

－

600

4221

2

　　　　　　θ2°
θ1°

10 20

1 1

600

5

426520

4200



断　面　図 （単位：mm）

　
〔適用条件〕

1． 山間地の道路において、雪崩防護のために設置するもので、落石防護施設としては設置しない。

2. 標準値として設定した設計条件による部材選定表を下表に示す。

概略検討時等で、スパン及び設計積雪深が下表と異なる場合は、直近上位のタイプを用いてもよい。

寸法表 （単位：mm）

L1

L3

上部工設計条件（標準値として設定） コンクリートの許容応力度

3. 本標準図は、設計条件としてデブリ、巻だれ、沈降力を考慮していない。これらの荷重を考慮する

Ｌ (m) 　必要のある場合は、別途検討する。

θ ( ﾟ)

α ( ﾟ)

〔仕　　様〕

1． 設計、施工および構造規格・管理基準は、下記による。

　① 土木用コンクリート製品設計便覧（道－11）

　② 道路防雪施設マニュアル（コンクリート構造編）((社)北陸建設弘済会)

　③ 道路防雪便覧（(社)日本道路協会）

2． 1ブロックは、10m程度（2.5m×4セット）を標準とする。

3． 柱のPC鋼材は、アンボンドケーブル（SWPR19L　1S19.3)とし、ネジ式定着具により定着させる。

4． 横締めは、ケーブル（SWPR19L　1S19.3)を使用し、緊張を行った後グラウトを行う。

5． 柱および横締め定着部は、保護モルタル（無収縮モルタル）を施す。

6． 谷側受台の箱抜き部は、支柱建込後、コンクリート等で間詰めする。

ＰＣ鋼材の材料強度及び許容応力度

〔設計表示方法〕

－ － ( ) Ｌ ＝ ( ) ｍ
スパン

表示例

－ － Ｌ ＝

－ １６６ －

PCスノーシェッド（その１）

道－Ⅵ－17

工種
記号 ＳＳ

スパン　L　　　（m）

8 9 10 11

名
称

記
号

スパン　L　　　（m）

8 9 10 11 12 13

2170

175+ｈ×tanθ

L2
2@3000
＝6000

3@3000
＝9000

3@3000
＝9000

3@3000
＝9000

4@3000
＝12000

4@3000
＝12000

185 1200

種　　　別 PCスノ－シェッド 60.0 N/mm
2

2123 139 1154

上部工部材
主梁　：　プレテンション方式PC部材 ﾌﾟﾚｽﾄ

ﾚｯｼﾝｸﾞ
直後

上部工構造 １剛接２ヒンジラ－メン構造　（逆Ｌ型） 死荷重時

屋根勾配 10 雪崩時

長方形断面の場合 23.0 〃

 柱　　：　ポストテンション方式PC部材 T型及び箱型断面の場合 22.0 〃

長方形断面の場合 19.0 〃

スパン 8,9,10,11,12,13 積雪時 T型及び箱型断面の場合 18.0 〃

長方形断面の場合 28.5 〃

斜面勾配 45 地震時 T型及び箱型断面の場合 27.0 〃

設
計
荷
重

死 荷 重   コンクリ－ト γc  (kN/㎥）

γs  （ｋN/㎥）　

雪崩荷重
　単位質量 γa  （ｋN/㎥）　

　動摩擦係数 μa

  25 ﾌ ﾟ ﾚ ｽ ﾄ ﾚ ｯ ｼ ﾝ ｸ ﾞ 直 後 -2.0

  3.50(Hs=1.0,2.0,3.0,4.0)
  3.83 (Hs=5.0)
  4.17 (Hs=6.0)
  4.50 (Hs=7.0)

積雪時･雪崩時･地震時 （PRC)

柱

死荷重時 0.0

〃

積雪荷重

  設計積雪深 Ｈs  （m）   1.0, 2.0,3.0,4.0,5.0,6.0,7.0 主
梁

死荷重時 -2.0 〃

  単位質量 〃

積雪時 -2.0 〃

　4.50 雪崩時･地震時 -3.0 〃

地震荷重 　設計水平震度 ｋ h 　0.25 ﾌ ﾟ ﾚ ｽ ﾄ ﾚ ｽ ﾄ 導 入 時 の 強 度 40.0

降 伏 点 強 度 1600 N/mm
2 1600

　0.3 許 容 斜 引 張 応 力 度 1.30 〃

鋼 材 の 種 類 SWPR7BL　1S15.2 SWPR19L　1S19.3

N/mm
2引 張 強 度 1850 N/mm

2 1850

許容引
張強度

緊張作用時 1440 N/mm
2

設計荷重時 1110

導入直後 1295 N/mm
2 1295

（γｓ＝3.50） 使用部材

N/mm
2

1440 N/mm
2

N/mm
2

1110 N/mm
2

〃

N/mm
2

積雪深 Hs（m）
項目

（単位重量 γｓ（ｋN/m
3
））

（γｓ＝3.50） 使用部材

4.0

（γｓ＝3.50） 使用部材

3.0

12 13

1.0 構造タイプ S108 S109 S110 S111 S112 S113

Bs50-Cs50 Bs60-Cs60

2.0 構造タイプ S208 S209 S210 S211 S212 S213

Bs70-Cs70 Bs80-Cs80

Bs50-Cs50 Bs60-Cs60 Bs70-Cs70

S313S312S311S309 S310構造タイプ S308

構造タイプ S408

Bs50-Cs50 Bs60-Cs60

S411 S412 S413

Bs80-Cs80（γｓ＝3.50） 使用部材 Bs60-Cs60 Bs70-Cs70

S409 S410

5.0 構造タイプ S508 S509 S510 S511

S611

使用部材

S512 S513

（γｓ＝3.83） 使用部材 Bs60-Cs60 Bs70-Cs70 Bs80-Cs80 Bs90-Cs90

S711

（γｓ＝4.17）

6.0 構造タイプ S608 S609

Bs70-Cs70 Bs80-Cs80

S610

使用部材 Bs70-Cs70 Bs80-Cs80

S612

Bs90-Cs90

7.0 構造タイプ S708 S709 S710

ＳＳ Ｈｓ4.0 10 50ｍ

Bs90-Cs90

ＳＳ H s  (     )

設計積雪深 設計延長

（γｓ＝4.50）

許
容
曲
げ
圧
縮
応
力
度

許
容
曲
げ
引
張
応
力
度

応力度の種類
設計基準強度 σck
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（単位：mm）

主梁断面図 主梁断面図 （単位：mm）

中間横梁・山側横梁部 支承部詳細図

（注） 上部構造と下部構造の隙間がアンカーバーの直径の１／２をこえる場合は、アンカーバーの照査は

　せん断の照査に加えて曲げを考慮した照査を行う。

主梁剛接部切欠詳細図
主梁寸法表 （単位：mm）

柱断面図 主梁間防水工詳細図 伸縮目地間防水詳細図

柱寸法表 （単位：mm）

山側(パラペット)防水工詳細図 水平アンカー

700

Cs-80 Cs-90

柱頭幅ｂ 500 600 700 800 900

600

Bs-60

タイプ名

500

Cｓ-60 Cs-70

Bs-90 900 800 500

0

500

Bs-70

Bs-50

350

Bs-80 800 700 400

400 150

道－Ⅵ－18

工種
記号 ＳＳ

600

タイプ名 ｈ ｈ1
ｃ

中間横梁 山側横梁

名
称

－ １６７ －

PCスノーシェッド（その２）

250

Cs-50

改19



（単位：mm）
横　断　図

〔適用条件〕

1． 冬期交通における地吹雪および吹き溜まりによる、道路交通阻害を防止するために設置する。

2. 標準値として設定した設計条件による部材選定表を下表に示す。

概略検討時等で、スパン及び設計積雪深が下表と異なる場合は、直近上位のタイプを用いてもよい。

部材断面図

寸法表-1 （単位：mm）

（使用部材タイプの記号説明）

表現例 - 4 - 10

上部工設計条件（標準値として設定） 寸法表-2 （単位：mm）

　上縁側鉄筋本数（使用鉄筋径：M25タイプ-D16,M30・M35タイプ-D19)

部材厚（M25-部材厚25ｃｍ,M30-部材厚30ｃｍ,M35-部材厚35ｃｍ）

3. 本標準図は、設計条件として斜面雪圧、風荷重を考慮していない。これらの荷重を考慮する

(kN/m
3
) 　必要のある場合は、別途検討する。

（m）

〔仕　　様〕
(kN/m

3
) 1． 設計、施工および構造規格・管理基準は、下記による。

　① 土木用コンクリート製品設計便覧（道－12）

　② 道路防雪施設マニュアル（コンクリート構造編）((社)北陸建設弘済会)

　③ 道路防雪便覧（(社)日本道路協会）

2． 1ブロックは、10m程度（2.5m×4セット）を標準とする。

コンクリートの許容応力度 ＰＣ鋼材の材料強度及び許容応力度 3． 部材のPC鋼材は、SWPR19L 1S19.3 あるいは 1S21.8 を使用する。

4． 頂部は、ゴムパッキンをはさみ、連結ボルトで部材間を連結する。

5． 横締めは、ケーブル（SWPR7BL　1S12.7あるいは1S15.2)を使用し、緊張を行なった後グラウト

　を行う。

6． 採光窓は、固定式窓を標準とし、ポリカーボネート板（ｔ＝5mm）を使用する。

〔設計表示方法〕

－ － ( ) Ｌ ＝ ( ) ｍ

スパン

表示例

－ － Ｌ ＝

－ １６８ －

設計積雪深 設計延長

ＳＲ Ｈｓ4.0 10 50ｍ

ＳＲ H s  (     )

1080 N/mm
2

18.0 〃

28.5 〃

積雪時 T型及び箱型断面の場合

　0.25

60.0

23.0

22.0T型及び箱型断面の場合 降伏点強度

許容引
張強度

緊張作用時

雪崩時 長方形断面の場合

5787 5914

死荷重時 長方形断面の場合 19.0

ﾌﾟﾚｽﾄ
ﾚｯｼﾝｸﾞ
直後

長方形断面の場合

M35タイプ

M25タイプ

M30タイプ

350

250

300

M30-6-10（Ⅲ）

S7097.0

γｓ＝4.50

記号

0 0 0

H1

500

15

5958

11

6000

下縁側鉄筋（Ⅰタイプ：10-D13,Ⅱタイプ：12-D16,Ⅲタイプ：12-D19,Ⅳタイプ：10-D19）

S711

M25 （Ⅰ）

M35-6-12（Ⅳ）使用部材

名
称

14

使用部材

　プレグラウトPC鋼材本数（使用鋼材：M25タイプ-SWPR19L　1S19.3,M30・M35タイプ-SWPR19L　1S21.8）

4.0

γｓ＝3.50

構造タイプ

M30-6-12（Ⅰ）

M30-4-12（Ⅱ） M30-6-12（Ⅰ） M35-6-10（Ⅰ）

M35-6-10（Ⅰ）M30-4-12（Ⅰ） M30-6-12（Ⅰ）

M30-4-10（Ⅰ）

S611 S612

Δ

8

5650

スパン　　L　　（m）

9 10

0

60006000

10002000 1500

S511 S512 S513

S610

M25-6-10（Ⅰ）

S608

使用部材

S708

記号

H

γｓ＝3.83

12

6000

S609構造タイプ

M25-6-10（Ⅰ）

6.0

γｓ＝4.17

M25-4-10（Ⅰ） M25-6-10（Ⅰ）

S509 S510

M30-4-10（Ⅱ）

構造タイプ

M25-4-10（Ⅰ）

S508

M30-4-10（Ⅰ）

S710

使用部材 M25-4-10（Ⅰ）

S309 S311

S211S208 S209 S210

M25-4-10（Ⅰ）

12

S109 S110 S111

S308 S310

S112

道－Ⅵ－19

項目
11108 151413

スパン　L　　　（m）

工種
記号

S215S214

S115S114

M30-4-10（Ⅰ）M25-6-10（Ⅰ）

S213

S113

S409

M30-4-10（Ⅰ）M25-6-10（Ⅰ）M25-4-10（Ⅰ）

S408 S410 S411

M30-6-12（Ⅰ）

S413

M30-6-10（Ⅰ）M30-4-10（Ⅰ）

S313S312

S412

M30-4-12（Ⅰ）

積雪深

単位重量

1.0

γｓ＝3.50

S212

M25-6-10（Ⅰ）

S108構造タイプ

使用部材

9

2.0

5.0

使用部材

構造タイプ

γｓ＝3.50

構造タイプ

使用部材

3.0

γｓ＝3.50

構造タイプ

N/mm
2

N/mm
2

  3.50(Hs=1.0,2.0,3.0,4.0)
  3.83 (Hs=5.0)
  4.17 (Hs=6.0)
  4.50 (Hs=7.0)

上部工構造 ３ヒンジア－チ構造

設
計
荷
重

設計水平震度

γc　

スパン　Ｌ (m) 8,9,10,11,12,13,14,15

Ｈs

鋼材の種類

上部工部材

種　　　別 PCスノ－シェルタ－

ポストテンション方式PC部材

γｓ　

ｋh

SWPR19L　1S19.3 SWPR19L　1S21.8

死 荷 重

積雪荷重

地震荷重

コンクリ－ト

設計積雪深

 積雪単位質量

  25

  1.0, 2.0,3.0,4.0,5.0,6.0,7.0

1600

引張強度 1850 N/mm
2 1800

設計荷重時 1110 N/mm
2

1600 N/mm
2

地震時 T型及び箱型断面の場合

N/mm
2

導入直後 1295 N/mm
2 1260 N/mm

2

1440 N/mm
2

積雪時･地震時
（PRC)

〃

N/mm
2

N/mm
2

〃

〃

ﾌ ﾟ ﾚ ｽ ﾄ ﾚ ｯ ｼ ﾝ ｸ ﾞ 直 後 -2.0

27.0

ＳＲPCスノーシェルター（その１）

13

〃

1440

ﾌ ﾟ ﾚ ｽ ﾄ ﾚ ｽ ﾄ 導 入 時 の 強 度 40.0 〃

設計荷
重時

死荷重時

応力度の種類
設計基準強度 σck

許
容
曲
げ

圧
縮
応
力
度

許
容
曲
げ

引
張
応
力
度
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部材配置図

M25タイプ M30タイプ
（単位：mm） （単位：mm）

横締位置

横締位置スパンL(m)

中央部ブロック番号

頂部ブロック番号

スパンL(m)

⑦

11,12

④

⑧

13

⑤

⑧ ⑨

⑨

8

③

⑥

9,10

④

－ １６９ －

③ ④

11,12 13～15

④ ⑤

⑥

名
称

工種
記号PCスノーシェルター（その２）

中央部ブロック番号

頂部ブロック番号

道－Ⅵ－20

8 9,10

ＳＲ

⑦

改19



（単位：mm）
頂部連結部断面図

頂部アンカーボルト選定表

φ25×2本

横締連結部

横締定着部

寸法表 (単位：mm)

頂部目地･連結部防水工

防水工(部材間)

-

h5 - - - 102 155 196 - -

205 205 225 -h4 - - -

-

- 176 176 175 - -

197 197 225 -h2 - - -

-

h1 - - - - -

600 600 600 -

- -

-

351 351 350

320 350 450 600

11m

M35タイプ

b - -

h3

258 253 251 251

12m

φ32×3本

10m

600

8m 9m

3.0

φ30×3本

φ28×2本

14.0

φ30×3本

12.0

1.0

8.0 9.0 11.0

4.0

5.0

6.0

7.0

名
称

2.0

13.0

-

- -250

14m 15m13m

600 -

道－Ⅵ－21

15.0

スパンL(m)

φ25×3本

φ28×3本

105 152 152 180

10.0

-

-

0

-

128 126

130 130 160 160

109

110

-126 125

150 -

180 -

-

-

400 500 600 600 600 600 600

16 55

300 300

125 125 172 172 200 200 200

308

151 151

300303 301 301

150 150 150

150 150 180 180 200 200 200

153

29

158

28

267

96

170

140

32

133

200

171 200 20023 76 130

75

167

120

317

h3

h4

h2

b

h1

h2

h3

h4

h5

b

－ １７０ －

工種
記号 ＳＲPCスノーシェルター（その３）

h5

M25タイプ

M30タイプ

h1

改19
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（単位：mm）
支承部側面図

ゴム支承選定表

（単位：mm）

採光窓工詳細図

支承アンカーバー選定表

（注） 上表は、隙間がアンカー直径の１／２以内を前提としている。隙間がアンカー直径の１／２をこえる場合は、

　せん断の照査に加えて曲げの照査を行い、上表を修正する必要がある。

支承部正面図

採光板取付部詳細図

ＳＲPCスノーシェルター（その４）

道－Ⅵ－22

スパンL(m)

8 10 11 12 13 14

名
称

159

工種
記号

160×210×34

160×210×34

210×210×34

210×210×34

160×210×34

160×210×34 210×210×34

160×210×34

160×210×34

160×210×25

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

160×210×25

160×210×34

φ25×2本 φ25×2本 φ25×2本 φ28×2本 φ32×2本 φ28×3本

11 12

φ32×3本

φ28×2本

φ32×2本

φ32×3本

φ25×2本

φ28×2本

φ28×2本

φ32×2本

φ36×3本

φ30×2本

φ28×2本 φ32×2本 φ28×3本

φ32×3本

φ30×3本 φ32×3本 φ36×3本

φ28×2本

φ42×3本

φ30×3本

15

φ38×3本

φ32×3本φ30×3本φ28×3本

φ32×3本

φ36×3本

φ28×2本

13 14

スパンL(m)

8 10

1.0 φ25×2本

2.0 φ25×2本

9

3.0 φ25×2本

4.0 φ28×2本

－ １７１ －

7.0 φ30×3本

5.0 φ30×2本

6.0 φ32×2本 φ36×3本 φ38×3本φ30×3本
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（単位：mm）

　
〔適用条件〕

1． 切土部の法尻等において、斜面からの落雪等のおそれのある箇所に設置する。

2． 適用可能なグライド係数と斜面勾配は、次のとおりとする。

3. 積雪が柵高を上まわった際には、雪庇処理を施す。

4． 適用に当たっては当図によるほか、下記による。

　① 設計要領〔道路編〕(北陸地方整備局）

　② 道路防雪便覧（(社)日本道路協会）

〔設計条件〕

1. 　雪密度 ： γｓ＝3.5ｋＮ/ｍ
3 〔仕　　様〕

2． ： 道路防雪便覧((社)日本道路協会)による。

3. 　使用材料 1． 金網は亜鉛メッキ製ひし形金網とし、JIS Ｇ 3552による。

2. 部材（金網を除く）には、すべて溶融亜鉛メッキを施すものとし、その規格は、JIS Ｈ 8641

　による。

〔設計表示方法〕

( ) － Ｓ Ｌ ＝ ( ) ｍ
柵高   　鋼製    設計延長

表示例

－ Ｓ Ｌ ＝ ｍ

中 間 支 柱

金　　網 φ3.2×50×50

控　　材

STK400

SS400

Ｈ　形　鋼

溝　形　鋼 SS400

SS400

グライド係数（Ｎ）

２．５ｍ＜Ｈｓ≦３．０ｍ

Ｈｓ≦２．５ｍ

ワイヤーロープ 3×7 Ｇ/０　φ18

端 末 支 柱

上　 弦　 材

Ｈ　形　鋼

構造用鋼管

道－Ⅵ－23

　Ｎ＝
　　　２，３，４

　θ°＝
　 ３０°３５°
　 ４０°４５°

柵高 設計積雪深（Ｈｓ）

部　　材

３．０ｍ＜Ｈｓ≦３．５ｍ

１．５０ｍ

規　格 ・ 材　質

２．００ｍ

工種
記号 ＰＳ－Ｓ鋼製せり出し防止柵

　雪　 圧

ＰＳ －

    破断荷重　     160 kN
    初期張力　     Ｔo ＝ 5 kN

摘　　要

名
称

    許容応力度   140 N/m㎡

－ １７２ －

ＰＳ － 1.5 50

斜面勾配（度）

２．５０ｍ

    許容応力度   140 N/m㎡

    許容応力度   140 N/m㎡

    許容応力度   140 N/m㎡

改19

　支柱選定表

注）斜面勾配(度)は３０°～４５°に適用する。

1300  

7  

8  

H－250×250×9.0×14.0H－250×250×9.0×14.0

[-150×75×4.5

850  

1000  

850  

1000  

H－200×200×8.0×12.0

φ101.6×4.2

φ101.6×4.2

φ101.6×4.2

H－200×200×8.0×12.0

2

3

H－200×100×5.5× 8.0

ロープ
本数

端末支柱中間支柱

5  

H－175×175×7.5×11.0 H－175×175×7.5×11.0

H－150×150×7.0×10.0

グライド
係数  N

2

柵  高
H (m)

2.0

2.5 3

4

4

1.5

2

3

4

H－175×175×7.5×11.0

H－200×200×8.0×12.0
H－200×200×8.0×12.0

H－175×175×7.5×11.0
H－175×175×7.5×11.0

H－200×100×5.5× 8.0

[-150×75×4.5

[-150×75×4.5

控　材

[-100×50×5×7.5

[-100×50×5×7.5

[-100×50×5×7.5

上弦材
支柱根入
Ｂ (mm)

850  

Ｈ
Ｂ

3
0

Ｈ
Ｂ

1500 1500

正面図 中間支柱断面図端末支柱断面図

ワ
イ

ヤ
ロ

ー
プ
間

隔
　

＠
3
0
0以

下

ワ
イ

ヤ
ロ

ー
プ
間

隔
　

＠
3
0
0以

下

1500

注)斜面勾配(度)は３０゜～４５゜に適用する。



（単位：mm）

4． 支柱部材の適用範囲と断面形状

注）斜面勾配（度）は30°～40°に適用する。

　
〔適用条件〕

1． 切土部の法尻、斜面からの落雪等の恐れのある箇所に設置する。

2． 適用可能なグライド係数と斜面勾配は、次のとおりとする。

3． 積雪が柵高を上まわる場合には、雪庇処理を施す。

4． 1、2の条件を満足したうえで、柵高は適宜選定する。

5． 適用に当たっては当図によるほか、下記による。

　① 設計要領〔道路編〕(北陸地方整備局）

　② 道路防雪便覧（(社)日本道路協会）

〔設計条件〕 〔仕　　様〕

1． ： γs　＝　3.5kN/m
3

1． コンクリ-ト部材を除く部材には、溶融亜鉛メッキを施すものとし、その規格はJIS H 8641による。

2． ： 道路防雪便覧((社)日本道路協会)による。

3． 使用材料 〔設計表示方法〕

－ － P Ｌ ＝ ( ) m

柵高 PC製   設計延長

表示例

　

－ － P L ＝ m

θ°＝

40°, 45°　N=2,32.50m

－ １７３ －

雪密度

雪　 圧

30°, 35°　

部　材

2.0 10

PＳ (     )

寸　法　表

　下段の空隙 　A 1 (mm) 100 300 200

中間支柱

　ロ－プ本数　  ｎ　 (本) 5 6 8

1.50m 2.00m 2.50m

　支柱根入れ 　B 1 (mm)

　3.2φ × 50 × 50

断面の長辺の2倍とする。

端末支柱
　プレテンション方式プレストレストコンクリ－ト ： σck＝58.9N/mm

2

材　　料　・　材　　質

グライド係数 (N)

1.50m Hs≦2.5m
N=2,3,4

2.00m 2.5≦Hs≦3.0m

設計積雪深 (Hs)柵高（H）

鉄　　筋

上 弦 材 　プレキャスト鉄筋コンクリ－ト

ケーブル 　3 × 7 G/O　　18φ

金　　網

ＰＣ鋼材

　SD295

　SWPR 7A～12.4φ

道－Ⅵ－24

PＳ

斜面勾配 θ(度)

3.0≦Hs≦3.5m

名
称

工種
記号 ＰＳ－ＰＰＣせり出し防止柵

改23

α1 ○ ○ ○ ○ ○ ○

α2 ○

α3 ○

β1 ○ ○ ○ ○

β2 ○

β3 ○ ○

β4 ○

○

金　　網 φ3.2×50×50

　　ｰ200×300

ワイヤーロープ 3×7 G/O φ18

○

2.00ｍ1.50ｍ

4 2 3 4

2.50ｍ

□-450×300

上弦材 ○

2 3
グライド係数（N）

柵　　　　高（H）

支柱部材断面
2 3

中
間
支
柱

端
末
支
柱

□-200×300

□-250×300

□-300×300

□-300×300

□-350×300

□-400×300



（単位：mm）
側面図 断面図

　
〔適用条件〕

1． 地吹雪の発生により、道路交通に支障を及ぼす箇所に使用する。

2． 柵は原則として、卓越風向に直角に配置する。

3． 適用にあたっては当図によるほか、「設計要領　〔道路編〕（北陸地方整備局）」による。

〔仕　　　様〕

1． 支柱は、原則として地盤に打込むものとするが、礫層等で打込むことが困難な場合は、
沈下防止板 A部詳細 　建込むこともできる。

2. 部材の継手部は、接続金具を用いて、十分固定する。

3. 張材の耳部分は、破損しないよう補強する。

4. 地形の状況等により、控材の設置が困難な場合は、単管等を用いて、支柱を固定する

　こともできる。この場合、積雪の沈降力に対して破損しないよう十分な検討を行う。

5. 支柱の建込みが容易な箇所は、直線ジョイントを使用せず１本ものにする。

〔設計条件〕

1． 荷重及び設計手法等

「設計要領　〔道路編〕（北陸地方整備局）」による。

2. 使用材料及び許容応力度

〔設計表示方法〕

－ S ( ) L ＝ ( ) ｍ
  形式 　設計延長

表示例

　Pｂ　－　S1　　　　L　＝　50ｍ

－ １７４ －

名
称

工種
記号 Ｐｂ地吹雪防止柵

張　　材
合成繊維網または
合 成 樹 脂 成 形 網

合 繊 ロ ー プ

材 料

足 場 用 単 管

主要部材断面

破断力 9.8kN 以上

アンカー

水平材

ア ン カ ー

沈下防止板

支　　柱

張　　　材 空隙率５０％

支　　　柱

水　平　材

控　　　材

普 通 棒 鋼

控　　材

道－Ⅵ－25

Pb

σa=247N/mm
2

部　　材 規　格

ＳＴＫ５００

ＳＴＫ５００足 場 用 単 管

柵　高
Ｈ（ｍ）

下部間隙
ｄ（ｍ） ｈ1（ｍ） ｈ2（ｍ）

φ４８．６×２．４

φ１０程度

φ２５×１２００

ＰＬ３００×２．３×３００

φ４８．６×２．４×５０００

堆雪量
Ｓ(㎥/ｍ)

１．２

―

―

許容応力度

σa=247N/mm
2

ＳＲ２３５

―

構造諸元

形　式
張材の幅
Ｌｂ（ｍ）

１．５ ２．５

Ｌ1（ｍ）

０．６

最大積雪深

Ｈｓ（ｍ）

２．５

１．４ ２．０

１．４ ２．０

２．０

１．９ ２．５

１．９ ３．０ １．９ ２．５

１．４ ３．０

１．４１．５ ２．５

２．５１．６Ｓ4

Ｓ5

１．９３．０

３０

１．０

０．６ ２．５ ０．６

Ｓ1

Ｓ2

Ｓ3

Ｓ1 ２．０

２．５

１．０１０

２．０ ０．５

２．５

２０
０．９

１．１

０．８

１．５

０．６

２．０

０．５

改19

A部



　
〔適用条件〕

1． 積雪地域の道路切土路側における、流排雪に適用する。

〔仕　　様〕

（単位：mm）

1． 路側流雪溝の断面は、当図を標準とする。

2． コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

3． タタキコンクリートの厚さは、概ね 10cm 程度とする。

4． 基礎材は再生砕石 （ RC-40 ） を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

5． 基礎材の厚さは 10cm 程度とし、施工幅は施工に必要な余裕 ( 5～10cm ) をもたせる。

6． 目地間隔は 10m 以内とし、厚さは 10mm 程度の瀝青繊維質板を使用する。

7． 縦断勾配の変化等を考慮し、流水調節及び土砂溜めのための集水桝を、適宜 ( 50～60m

　間隔） 配置する。

桝は「本標準設計」掲載の「集水桝・街渠桝」または「組立型集水桝（プレキャスト）」による。

〔設計表示方法〕

ＲＳＤ－ Ｂ ( ) － Ｈ ( ) L ＝ ( ) ｍ

溝幅  深さ 設計延長

表示例

ＲＳＤ－ － L ＝ ｍ

－ １７５ －

ＲＳＤ路　側　流　雪　溝
名
称

セメントの種類粗骨材の最大寸法

18 8cm又は12cm

Ｂ1000

25mm又は40mm 60%以下

水セメント比

100.0

道－Ⅶ－1

呼び強度 スランプ

工種
記号

高炉セメント
（Ｂ種）

Ｈ50

舗 装

基礎材 タタキコンクリート

100B=1000～2000～200
100

路 肩車 道

H
=5
0
～
1
00

1
001:2.0

改19



標 準 断 面 図 （単位：mm）

シングル配管径φ125ｍｍ以下（（　）寸法はφ150ｍｍ）

〔設計条件〕

〔適用条件〕

1． 施工期間の短縮、施工条件等を勘案し、使用する。

2． 設計・施工は、「散水消雪施設設計施工維持管理マニュアル((社)新潟県融雪技術協会)」による。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品設計便覧（道－15）」による。

2． 管の材質は配管用炭素鋼（ＳＧＰ）及び樹脂管(ＶＰ)を標準とする。

3． 基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

4． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕 (5cm程度) をもたせる。

ダブル配管径φ100ｍｍ以下（（　）寸法はφ125ｍｍ） 5． ブロック据付面と路面高との調整は、敷砂、敷鉄板、コンクリートブロック等を設けて施工する。

6． ブロック据付後、ブロック側面はモルタル等の間詰材を充填し十分締固めを行う。

7． 舗装構成は原則として現況舗装構成に合わせ、施工にあたっては十分締固めを行う。

8． ブロックとブロックの間には伸縮目地を設けることとする。目地材は、瀝青繊維質材とし、厚さ

　ｔ＝10mmを標準とする。

9． 鉄筋は、SD295の使用を基本とする。

〔設計表示方法〕

SMF － ( ) φ ( ) － ( ) ( ) － ( ) L ＝ ( ) m

管種 管径 　配管構成 　設計延長

V：VP S：シングル

S：SGP 　使用種別 W：ダブル

　S：送水部

　D：排水部 　散水用ノズル位置

 SP：散水部

表示例

SMF － V φ －SP Ⅱ － S L ＝ m

SMF － S φ － S － W L ＝ m

設　計　値

シングル：40N/mm
2

道－Ⅶ－2

ＳＭＦ－Ｓ
ＳＭＦ－Ｗ　消雪パイプ(プレキャスト) 工種

記号

20

散水管

散水用ノズル位置

送水管

送水管 散水管

100

125

　コンクリート設計基準強度

　50kN

ダブル　：45N/mm
2

－ １７６ －

名
称

　設計輪荷重 車道

項　　　　　目

555500

920 9201830 1830

680 1380

1100110011001100 550550

5500

5500

6801380 1380

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

間詰材

基礎材

基礎材

間詰材

送水管(SGP・VP)

基礎材

間詰材

基礎材

間詰材

散水管(SGP・VP)

送水管(SGP・VP)

散水管(SGP・VP)

150150

125550(600)125

150

150450150

150

50 50

50 50

50 50

50 50

1
0
0

3
50

450(500)

550(600)

125550(600)125

800(850)

1
0
0

3
50

450(500)

550(600)

800(850)

350

450

1
0
0

3
5
0(
4
0
0)

150450150

750

350

450

1
0
0

3
50
(
4
00
)

750

改23



（単位：mm）
配管径φ150ｍｍ以下

〔設計条件〕

〔適用条件〕

1． 歩道部に適用する。

2． 施工期間、施工条件等を勘案し、使用する。

〔仕　　様〕

1． 管の材質は、配管用炭素鋼（ＳＧＰ）及び樹脂管(ＶＰ)を標準とする。

2． 基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

3． 基礎材の厚さは10cm程度とする。

4． 地盤反力係数 1×10
5
kN/m

3
以上の地盤に適用する（よく締め固められた砂混じり砂利）。

〔設計表示方法〕

－ H － ( ) φ ( ) － ( ) ( ) L ＝ ( ) m

　管種 　管径 　散水用ノズル位置 　設計延長

V：VP

S：SGP 　使用種別

　S：送水部

　D：排水部

 SP：散水部

表示例

－ H － V φ － Ⅱ L ＝ m

－ １７７ －

項　　　　　目

　設計輪荷重 歩道

100 SP

　20kN

24N/mm
2

設　計　値

SMF

55

　鉄筋の許容引張応力度

SMF

180N/mm
2
(SD295)

送水管 散水管

道－Ⅶ－3

工種
記号

名
称

　コンクリート設計基準強度

ＳＭＦ-Ｈ消雪パイプ(現場打ち)　歩道部

改23

③ D10

① D10-2本

② D10-3本

350

65 220 65

3
5
0

5
5

2
4
0

5
5 送水管 (SGP・VP)

③ D10

① D10-2本

350

65 220 65

3
5
0

5
5

2
4
0

5
5 散水管 (SGP・VP)

② D10-3本

5500

55
150

17@275=4675
150

55

ノズルピッチ(1100)

5500

目地材　t=10mm

目地材　t=10mm

上　側 下　側

①

②

① ②

207.5207.5

150
55207.517@275=4675

150
207.555

平面図

側面図

3
50

2
20

65
6
5

6
5

11
0

1
10

6
5

35
0

③

③



（単位：mm）
配管径φ150ｍｍ以下

〔設計条件〕

〔適用条件〕

1． 車道部に適用する。

2． 施工期間、施工条件等を勘案し、使用する。

〔仕　　様〕

1． 管の材質は、配管用炭素鋼（ＳＧＰ）及び樹脂管(ＶＰ)を標準とする。

2． 基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

3． 基礎材の厚さは10cm程度とする。

4． 地盤反力係数 2×10
5
kN/m

3
以上の地盤に適用する（よく締め固められた砂混じり砂利）。

〔設計表示方法〕

－ ( ) φ ( ) － ( ) ( ) L ＝ ( ) m

　管種 　管径 　散水用ノズル位置 　設計延長

V：VP

S：SGP 　使用種別

　S：送水部

　D：排水部

 SP：散水部

表示例

SMF － V φ － Ⅱ L ＝ m

180N/mm
2
(SD295)

30N/mm
2

－ １７８ －

SMF

100 SP 55

道－Ⅶ－4

名
称

SMF

項　　　　　目

　設計輪荷重 車道

　コンクリート設計基準強度

　鉄筋の許容引張応力度

　50kN

設　計　値

送水管 散水管

工種
記号消雪パイプ(現場打ち)　車道部

改23

5500

55 100
120

18@275=4950
120

100 55
ノズルピッチ(1380)

5500

120
100 5518@275=4950100

120
55

目地材　t=10mm

目地材　t=10mm

上　側 下　側

①

②

① ②

側面図

平面図

3
5
0

6
0 6

5
6
5

1
0
0

6
0

3
5
0

6
5

65
8
0 7

0
7
0

③

③

基礎材

① D10-4本

③ D10

② D13-4本 基礎材

① D10-4本

② D13-4本

③ D10

送水管 (SGP・VP) 散水管 (SGP・VP)

65601006065

5
6
.
5

2
3
8
.5

55

3
5
0

350

5
6.
5

2
3
8
.5

55

3
5
0

65601006065

350



（単位：mm）

〔設計条件〕

〔適用条件〕

1． 施工期間の短縮、施工条件等を勘案し、使用する。

2． 設計・施工は、「散水消雪施設設計施工維持管理マニュアル((社)新潟県融雪技術協会)」による。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリート製品設計便覧（道－15）」による。

2． 管の材質は配管用炭素鋼（ＳＧＰ）及び樹脂管(ＶＰ)を標準とする。

3． 基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

4． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕 (5cm程度) をもたせる。

5． ブロック据付面と路面高との調整は、敷砂、敷鉄板、コンクリートブロック等を設けて施工する。

6． ブロック据付後、ブロック側面はモルタル等の間詰材を充填し十分締固めを行う。

7． 舗装構成は原則として現況舗装構成に合わせ、施工にあたっては十分締固めを行う。

8． ブロックとブロックの間には伸縮目地を設けることとする。目地材は、瀝青繊維質材とし、厚さ

　ｔ＝10mmを標準とする。

9． 鉄筋は、SD295の使用を基本とする。

〔設計表示方法〕

SMF － T － ( )φ ( ) － ( ) N ＝ ( ) 個

　管種 　管径 種別 設計箇所

V：VP T、LL、LR型

S：SGP
表示例

SMF － T － V φ － T N ＝ 2 個

車道 50kN

　消雪パイプ(プレキャスト)継手部
名
称

道－Ⅶ－5

設　計　値項　　　　　目

工種
記号 ＳＭＦ－Ｔ

100

　コンクリート設計基準強度 40N/mm
2

－ １７９ －

T　型

LL　型 LR　型

設計輪荷重

350

散水ノズル

10 125 350

300

10
0

35
0

150

10
0

4
5035

0

10
0

35
0

4
50

35
0

10
0

10136010

505350505

10

1
50

1
25

35
0

10136010

散水ノズル 散水ノズル

150

3
5
0

12510 350

1
0
0

1
0
0

300

3
5
0

45
0

4
7
5

3
5
0

1
0
0

10

505

3
50

12
5

1
0

1
5
0

505

1
0
0

3
5
0

45
0

10

855

350

855

350505 350

505 350

1
0
0

3
5
0

45
0

10 855

3
5
0

1
0
0

1
5
0

4
7
5

1
0
12
5

3
50

85510
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（単位：mm）

〔設計条件〕

〔適用条件〕

1． 消雪パイプ用のポンプ室及び流量計室に使用する。

2． 設計・施工は、「散水消雪施設設計施工維持管理マニュアル((社)新潟県融雪技術協会)」による。

※分割タイプも可能である。 3． 桝種別及び蓋種別は下表のとおりとする。

桝種別

蓋種別

4． 大型車両の載荷重が載荷する箇所に設置する場合は別途検討する。

〔仕　　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリ－ト製品設計便覧（道－16）」による。

2． 設置にあたっては、原則として地盤高と同じレベルに仕上げる。

3． 基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

4． 基礎材の厚さは15cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕 (10cm程度) をもたせる。

5． 送水管及び電線管の接続のために適宜、スリープ貫通部を設ける。

〔設計表示方法〕

－ ( ) － M ( ) N ＝ ( )

　桝種別 　蓋種別 　設計箇所数

表示例

1．ポンプユニットの地上部の寸法は、H=186(100A)

を標準とする。 － － N ＝
2．ポンプ室内部には、可とう継手を設置する。

3．維持管理上、揚水管とポンプユニットの接続部

には分岐管を設置する。

4．地上部はカメラ挿入口、水位リレ－挿入口を備

えるものとする。

P

T

消雪用ポンプ室(プレキャスト)

種別

150A以下

φ750

2

100A以下

MP

構　造

設　　計　　値

歩道

φ600

　コンクリート設計基準強度

ポンプ口径

箇所

P1

20kN

重荷重用(車道、歩道(除雪車)、駐車場)

内寸1200×600

設計輪荷重

箇所

道－Ⅶ－6

SMF

SMF

流量計室

軽荷重用(歩道、公園、緑地帯)

PF

マンホール

φ600

適　用　区　分

30N/mm
2

800

P1

名
称

e H

ポンプ室

項　　　　　目

100A以下

種別

300 10001400

d

ＳＭＦ-P1,P2,
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工種
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ポンプ室
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P2

h

290 1200
1200

ポンプ室・流量計室 (P1・P2・PF)

規 格 寸 法　(mm)

a b c

ポンプ室

構　造種別

1300 1500

－ １８０ －

9001500 1200 1200
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（単位：mm）
ポンプ室本体図

〔設計条件〕

〔適用条件〕

1． 消雪ポンプ室は、地下式を標準とし、歩道等の直接輪荷重が載荷しない箇所に設置する。

　やむを得ず輪荷重が載荷する箇所に設置する場合は別途検討する。

2． 施工期間、施工条件等を勘案し、使用する。

3． 深井戸用水中モ－タ－水中ポンプ口径125A～150Aの場合に適用する。

4． 設計の詳細は、「散水消雪施設設計施工維持管理マニュアル((社)新潟県融雪技術協会)」による。

5． 桝種別及び蓋種別は下表のとおりとする。

桝種別

配　筋　図

蓋種別

〔仕　　様〕

1． 消雪用ポンプ室は、原則として地盤高と同じレベルに仕上げる。

2． 基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

3． 基礎材の厚さは15cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕 (10cm程度) をもたせる。

4． 埋戻しは、十分締固めを行う。

〔設計表示方法〕

－ － M ( ) N ＝ ( )

　桝種別 　蓋種別 　設計箇所数

表示例

－ － N ＝

　コンクリート設計基準強度

　鉄筋の許容引張応力度

構　造 マンホール

ＳＭＦ－１消雪用ポンプ室(現場打ち)　(1)

180N/mm
2
(SD295)

ポンプ口径

道－Ⅶ－7

　20kN

項　　　　　目 設　　計　　値

歩道

2 φ600

種別

　設計輪荷重

工種
記号

名
称

24N/mm
2

100A以下

125A～150A

種別

箇所

1SMF

φ750

T 軽荷重用(歩道、公園、緑地帯)

P 重荷重用(車道、歩道(除雪車)、駐車場)

適　用　区　分

ポンプ室
1

－ １８１ －

箇所

SMF 1 MP 2

改23
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ポンプ室本体図

（単位：mm） 〔設計条件〕

〔適用条件〕

1． 消雪ポンプ室は、地下式を標準とし、歩道等の直接輪荷重が載荷しない箇所に設置する。

　やむを得ず輪荷重が載荷する箇所に設置する場合は別途検討する。

2． 施工期間、施工条件等を勘案し、使用する。

3． 深井戸用水中モ－タ－水中ポンプ口径100A以下の場合に適用する。

4． 設計の詳細は、「散水消雪施設設計施工維持管理マニュアル((社)新潟県融雪技術協会)」による。

5． 桝種別及び蓋種別は下表のとおりとする。

桝種別

蓋種別

配　筋　図

（単位：mm）

〔仕　　様〕

1． 消雪用ポンプ室は、原則として地盤高と同じレベルに仕上げる。

2． 基礎材は再生砕石 (RC-40) を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

3． 基礎材の厚さは15cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕 (10cm程度) をもたせる。

4． 埋戻しは、十分締固めを行う。

〔設計表示方法〕

－ － M ( ) N ＝ ( )

　桝種別 　蓋種別 　設計箇所数

表示例

－ － N ＝

ＳＭＦ－２消雪用ポンプ室(現場打ち)　(2)

－ １８２ －

道－Ⅶ－8

工種
記号

種別 構　造 マンホール

ポンプ室
φ750

項　　　　　目

　20kN

24N/mm
2

名
称

設　　計　　値

　コンクリート設計基準強度

ポンプ口径

1

P 重荷重用(車道、歩道(除雪車)、駐車場)

種別 適　用　区　分

T 軽荷重用(歩道、公園、緑地帯)

箇所

SMF 2 MP 2 箇所

　鉄筋の許容引張応力度 180N/mm
2
(SD295)

　設計輪荷重 歩道

SMF 2

125A～150A

2 φ600 100A以下
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（単位：mm）

　

〔適用条件〕

1． 施工期間の短縮、施工条件等を勘案し、使用する。

2． 設計施工は、「リバーシブル型・融雪配管埋設型プレキャストＲＣ版舗装設計施工マニュアル」

 　（プレキャストＲＣ版舗装協会）による。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は、「土木用コンクリート製品設計便覧（道－17）」による。

2． 舗装断面に関する事項は「コンクリート舗装版（ＲＣ版）」に準ずる。

3． ねじり作用がかかる曲線部等は、必要に応じてタイバーによる連結を検討する。

4． 放熱管は鋼管（10A～20A）もしくは樹脂管（φ13～φ16）を標準とする。

〔設計表示方法〕

ＵＲＣ － － － － Ａ＝ ㎡

幅 製品長 版厚 設計面積

1：送集水分離型

2：送集水併設型

表示例

ＵＲＣ －1－Ｂ 1500 － Ｌ 5500 － t 230 A＝ 60㎡

Ｌ(　)

210

100A 230

65A

送集水管・放熱管内臓融雪舗装版　（タイプ2：送集水併設型）

80A

名
称

(　) Ｂ(　)
配管(呼び名)

最小厚さ
t (mm)

道－Ⅶ－9

ＵＲＣ融 雪 舗 装 版

－ １８３ －

工種
記号

(　)t(　)

 タイプ 

送集水管・放熱管内臓融雪舗装版　（タイプ1：送集水分離型）

200

平 面 図

側　面　図

断 面 図
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送水管 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ(SUS)

放熱管 ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ(SUS)
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送集水管 SGP65A～100A

バルブボックス
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フレキシブルジョイント

放熱管 

LAジョイント(65A 80A)

LAジョイント(15A)
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（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 道路管理用光ケーブルの保護用管理を地下埋設する場合に、光ケーブルを通線及び接続する

　ために設置するハンドホールとして使用する。

2． 一般車両（T-25 「後輪１軸荷重100kＮ」）を考慮する必要がある箇所に使用する。

〔仕　　様〕

1． 構造規格は「土木用コンクリート製品設計便覧（道－24）」による。

2． 鉄蓋は、簡易防水型とする。

3． 基礎材は再生砕石（ＲＣ-40）を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

4． 基礎材の厚さは10cm程度とし、施工幅は施工に必要な余裕（5～10cm）をもたせる。

5． コンクリート相互間などは、モルタルもしくはエポキシ系樹脂接着剤により接着するか、または、ボルトと

　ゴムパッキンを用いて接続する。

6.

7． 埋戻しは、十分締固めを行う。

8． ここに記載されている以外の仕様等の事項については、「光ファイバケーブル施工要領・同解説

　 （(社)建設電気技術協会）」の最新版によるものとする。

〔設計表示方法〕

HCM － （ ） N ＝ （ ）

 種別 設計箇所数

表示例

HCM － B N ＝ 5

名
称

通線用ハンドホールの設置間隔は、通線用は250mとし、通線用と接続用を交互に配置するものとする。

－ １８４ －

情報ボックス（ハンドホール）

道－Ⅷ－1

工種
記号 ＨＣＭ

250ｍ

250ｍ250ｍ

ＡＢ Ｂ Ｂ

ＢＡ

ハンドホールの標準的な配置

改19
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（単位：mm）

〔適用条件〕

1． 道路管理用光ケーブルの保護用管路を埋設した場合に、管路保護のため埋設鋲を

　設置する。

〔仕　　様〕

1． 設置箇所は、屈曲箇所には全箇所、直線区間には30ｍ間隔に設置する。

2． 埋設鋲は、路面から突出しないように設置する。

3． 埋設鋲の材質は真ちゅう製とする。

〔設計表示方法〕

N ＝ （ ） 箇所

設計箇所数

表示例

N ＝ 箇所

道－Ⅷ－2

　光ケ－ブル用埋設鋲

－ １８５ －

5

工種
記号 ＨＣＳ

HCS

HCS

名
称

通信

50

70

5
0

7
0

1
0

通信

通信

歩　道

車　　 道

車　　 道

 歩車 道境 界ブ ロッ ク

 表面 に突 出し ない よう にす る

 表面 に突 出し ない よう にす る

車　　 道 歩　道

 歩車 道境 界ブ ロッ ク

 120× 120× 300

ブロッ ク

○○ｍ ○○ｍ

○○ｍ

埋 設 鋲

埋設鋲位置例 (参考図)

Ａ Ｂ

Ｃ
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（単位：mm）

　
〔仕　　　様〕

1． 構造は、当図を標準とする。

2． Ａタイプはコンクリートで間詰めする。Ｂ，Ｃタイプは植栽土で盛土する。

3． 間詰めコンクリート及び端部コンクリートの配合規格は、下表のとおりとする。

ただし、上表配合規格以上のものを使用する場合は、同等とみなす。

4． 植栽土の厚さは概ね 30cm 程度とする。ただし、植栽する樹木の種類等を勘案し

　植栽土の厚さを適宜決定する。その場合は設計で明示する。

5． 植栽土は境界ブロック天端より 2cm 程度下げる。

6． 基礎材の厚さは 10cm 程度とし、施工幅は施工に必要な余裕 ( 5～10cm ) をもたせる。

7． 基礎材は再生砕石 （ RC-40 ） を標準とし、施工にあたっては十分締固めを行う。

8． 中央帯を防草コンクリートとする場合は厚さ10cmとする。

〔設計表示方法〕

( ) － ( ) Ｗ＝ ( ) ｍ L ＝ ( ) ｍ

種別 植栽土の厚さ 中央帯幅員 設計延長

表示例

Ｂ － Ｗ＝ ｍ L ＝ ｍ

－ １８６ －

1.5

水セメント比

100.0

　中　央　帯　工

高炉セメント
（Ｂ種）

セメントの種類

道－Ⅸ－1

呼び強度 スランプ

25mm又は40mm 60%以下

ＣＳ 30

名
称

粗骨材の最大寸法

工種
記号 CSA～CSD

18 8cm又は12cm

ＣＳ

※ D ＜ 1.0 mまでは、場所打ちコンクリート
D ≧ 1.0 mは、境界ブロックによる。

φ300以上

ａ－ａ断面

基礎材※ D

端部コンクリート

中央桝に集約し、横断管渠にて適宜排水す
る方式

② 横断ドレーン方式

① 中央ドレーン方式

排水する方式

中央排水工とは

中央管渠(φ300)により集約し、流末にて

※ D
端部コンクリート

aa

(中央帯端部)

Ｄ タイプ

La-25

La-25

植栽土

(W ≧ 3000)

Ｃ タイプ

中央帯標準図

(1500 ＜ W ＜ 3000)

Ｂ タイプＡ タイプ

(W ≦ 1500)

La-25 La-25

W

W-1000W-1000 500500

W

500500

植栽土間詰めコンクリート

W

W-1000 500500
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